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action（イベント）
イベントのアクションを設定するには、イベントコンフィギュレーションモードでactionコマン
ドを使用します。イベントのアクションをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

action {set| notification}

no action {set| notification}

___________________
構文の説明

イベントのアクションを指定します。set

イベントの通知をイネーブルにします。notification

___________________
コマンドデフォルト イベントのアクションは設定されません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントの一連のアクションを設定する場合、オブジェクトのオブジェクト IDを指定できます。

イベントがトリガーされるたびに、通知の送信やMIBオブジェクトの設定などのアクティビティ
を実行するようにイベントを設定することもできます。イベントの通知がイネーブルになってい

る場合、そのイベントに設定されているオブジェクトに変更が加えられるたびに、SNMPマネー
ジャに通知が送信されます。
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___________________
例 次に、イベントの通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name test
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトのオブジェクト IDを指定します。object id

管理イベントのイベントオーナーを指定しま

す。

snmp mib event owner

イベントに設定されるオブジェクトの値を指定

します。

value

式の評価に使用されるオブジェクトをイベント

設定時にワイルドカード化するかどうかを指定

します。

wildcard
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add（bulkstat オブジェクト）
バルク統計情報オブジェクトリストにMIBオブジェクトを追加するには、バルク統計情報オブ
ジェクトリストコンフィギュレーションモードで addコマンドを使用します。 SNMPバルク統
計情報オブジェクトリストからMIBオブジェクトを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

add {object-name| oid}

no add {object-name| oid}

___________________
構文の説明

リストに追加するMIBオブジェクトの名前。
インターフェイスMIB（IF-MIB.my）、Cisco専
用アクセスレートMIB
（CISCO-CAR-MIB.my）、およびMPLSトラ
フィックエンジニアリングMIB
（MPLS-TE-MIB.my）からのオブジェクト名だ
けを使用できます。

object-name

リストに追加するMIBオブジェクトのオブジェ
クト ID（OID）。インターフェイスMIB
（IF-MIB.my）、Cisco専用アクセスレートMIB
（CISCO-CAR-MIB.my）、およびMPLSトラ
フィックエンジニアリングMIB
（MPLS-TE-MIB.my）からのOIDだけを使用で
きます。

oid

___________________
コマンドデフォルト MIBオブジェクトはバルク統計情報オブジェクトリストに追加されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報オブジェクトリストコンフィギュレーション（config-bulk-objects）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン オブジェクトリスト内のすべてのオブジェクトは、同じMIBインデックスによって指標付けする

必要がありますが、同じMIBテーブルに属する必要はありません。たとえば、ifInoctetsおよび
イーサネットMIBオブジェクトを同じスキーマでグループ化できます。これは、含まれている
テーブルが（IF-MIBの）ifIndexによって指標付けされるからです。

オブジェクト名は関連MIBモジュールで使用できます。たとえば、インターフェイスの入力バイ
ト数は、インターフェイスグループMIB（IF-MIB.my）で定義されています。完全なMIBモジュー
ルは、Cisco.comの http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlからダウンロード
できます。

___________________
例 次の例では、2つのバルク統計情報オブジェクトリストを設定します。1つは IF-MIBオブジェク

ト用、もう 1つは CISCO-CAR-MIBオブジェクト用です。 IF-MIBオブジェクトおよび
CISCO-CAR-MIBオブジェクトには同じ指標がないため、個々のオブジェクトリストで定義する
必要があります。

Router(config)# snmp mib bulkstat object-list if-Objects

Router(config-bulk-objects)# add ifInoctets
Router(config-bulk-objects)# add ifOutoctets

Router(config-bulk-objects)# add ifInUcastPkts

Router(config-bulk-objects)# add ifInDiscards

Router(config-bulk-objects)# exit

Router(config)# snmp mib bulkstat object-list CAR-Objects
Router(config-bulk-objects)# add CcarStatSwitchedPkts

Router(config-bulk-objects)# add ccarStatSwitchedBytes

Router(config-bulk-objects)# add CcarStatFilteredBytes

Router(config-bulk-objects)# exit

Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報オブジェクトリストを指定し、

バルク統計情報オブジェクトリストコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat object-list
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bandwidth（インターフェイス）
インターフェイスの継承帯域幅値および受信帯域幅値を設定するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードまたは仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーション

モードで bandwidthコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

bandwidth [receive] {kbps| inherit [kbps]}

no bandwidth [receive] {kbps| inherit [kbps]}

___________________
構文の説明

意図する帯域幅（キロビット/秒）。範囲は 1
～ 10000000です。全帯域幅 DS3回線の場合、
値 44736を入力します。

kbps

（任意）サブインターフェイスがメインイン

ターフェイスの帯域幅を継承する方法を指定し

ます。

inherit

（任意）送信（inherit kbps）帯域幅と受信帯域
幅が異なるように、非対称送受信操作をイネー

ブルにします。

receive

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅のデフォルト値は、起動時に設定されます。帯域幅の値は、show interfacesコマンドまた

は show ipv6 interfaceコマンドを使用して表示できます。 receiveキーワードを使用しない場合、
デフォルトでは、送受信帯域幅には同じ値が割り当てられます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。 inheritキーワードが追加されまし
た。

12.2T

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000集約サービスシリーズルータに実装
されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが変更されました。仮想ネットワークインターフェイ

スコンフィギュレーションモードにおけるこのコマンドのサポート

が追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

このコマンドが変更されました。 receiveキーワードのサポートが追
加されました。

15.1(03)S

___________________
使用上のガイドライン 帯域幅情報

bandwidthコマンドは、上位プロトコルに現在の帯域幅を伝えるためだけに使用される情報パラ
メータを設定します。このコマンドを使用してインターフェイスの実際の帯域幅を調整すること

はできません。

これは単なるルーティングパラメータです。物理インターフェイスには影響しません。（注）

帯域幅の変更

イーサネットなどの一部のメディアでは、帯域幅が固定され、シリアル回線などの他のメディア

では、ハードウェアを調整して実際の帯域幅を変更できます。メディアの両方のクラスについ

て、bandwidthコマンドを使用して、現在の帯域幅を上位レベルのプロトコルに伝達できます。

帯域幅の継承

bandwidth inheritコマンドオプションが導入されるまでは、帯域幅値をメインインターフェイス
で変更すると、既存のサブインターフェイスで帯域幅値が継承されませんでした。帯域幅をメイ

ンインターフェイスで変更する前にサブインターフェイスを作成すると、サブインターフェイス

はメインインターフェイスのデフォルトの帯域幅を受信し、設定された帯域幅を受信しません。

また、ルータが後でリロードされた場合、サブインターフェイスの帯域幅は、メインインター

フェイスに設定された帯域幅に変更されます。

bandwidth inheritコマンドは、サブインターフェイスがメインインターフェイスの帯域幅を継承
する方法を制御します。この機能は、ルータがリロードされたかどうか、およびコマンドの入力

順に関連する矛盾を回避します。
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no bandwidth inheritコマンドを使用すると、すべてのサブインターフェイスは、設定された帯域
幅に関係なく、メインインターフェイスのデフォルトの帯域幅を継承できるようになります。

bandwidth inheritコマンドは、サブインターフェイスに帯域幅を設定せずに使用され、すべての
サブインターフェイスがメインインターフェイスの現在の帯域幅を継承します。メインインター

フェイスに新しい帯域幅を設定すると、すべてのサブインターフェイスはこの新しい値を使用し

ます。

サブインターフェイスに帯域幅を設定せずに、メインインターフェイスに bandwidth inherit kbps
コマンドを設定すると、サブインターフェイスは指定された帯域幅を継承します。

どのような場合でも、帯域幅が明示的に設定されているインターフェイスでは、帯域幅の継承が

有効であるかどうかに関係なく、その設定が使用されます。

帯域幅の受信

一部のインターフェイス（非対称デジタル加入者線（ADSL）、V.35、RS-449、およびHigh-Speed
Serial Interface（HSSI）など）は、送信帯域幅と受信帯域幅が異なる状態で動作できます。bandwidth
receiveコマンドは、このタイプの非対称動作を許可します。たとえば、ADSLの場合、下位レイ
ヤは 2つの帯域幅値を検出し、統合データベース（IDB）をその値に従って設定します。他のイ
ンターフェイスドライバ、特にローレンジおよびミッドレンジプラットフォームのシリアルイ

ンターフェイスは、この非対称帯域幅モードで動作できますが、クロックレートを測定できませ

ん。このような場合、非対称動作の管理設定が必要です。

___________________
例 次に、DS3送信に全帯域幅を設定する例を示します。

Router(config)# interface serial 0
Router(config-if)# bandwidth 44736

次に、受信帯域幅を設定する例を示します。

Router(config)# interface serial 0
Router(config-if)# bandwidth receive 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで設定されたすべてのインターフェイス

の統計情報を表示します。

show interfaces

IPv6ルータで設定されたすべてのインターフェ
イスの統計情報を表示します。

show ipv6 interface
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buffer-size（bulkstat）
バルク統計情報ファイルの転送の最大バッファサイズを設定するには、バルク統計情報転送コン

フィギュレーションモードで buffer-sizeコマンドを使用します。以前に設定したバッファサイ
ズをコンフィギュレーションから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

buffer-size bytes

no buffer-size

___________________
構文の説明

バルク統計情報の転送バッファサイズ（バイト

単位）。有効な範囲は 1024～ 2147483647で
す。デフォルトは 2048です。

bytes

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのバルク統計情報転送バッファは 2048バイトです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン 設定されたバッファサイズの制限は、主に安全機能として利用できます。通常のバルク統計情報

ファイルは、一般的に、転送中にデフォルト値を満たしたり超えてはいけません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送のバッファサイズは 3072バイトに設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# buffer-size 3072
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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comparison
実行するブール値比較のタイプを指定するには、イベントトリガーテストブール値コンフィギュ

レーションモードで comparisonコマンドを使用します。指定した比較値をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

comparison {equal| greatOrEqual| greater| lessOrEqual| lesser| unequal}

no comparison

___________________
構文の説明

ブール値比較のタイプを等しいとして指定しま

す。

equal

ブール値比較のタイプを等しいかより大きいと

して指定します。

greatOrEqual

ブール値比較のタイプをより大きいとして指定

します。

greater

ブール値比較のタイプを等しいかより小さいと

して指定します。

lessOrEqual

ブール値比較のタイプをより小さいとして指定

します。

lesser

ブール値比較のタイプを等しくないとして指定

します。

unequal

___________________
コマンドデフォルト ブール値テストのデフォルトの比較値は unequalです。

___________________
コマンドモード イベントトリガーテストブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 指定した値は、トリガーテスト中にブール値比較に使用されます。

___________________
例 次に、ブール値テストに比較値を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# comparison unequal
Router(config-event-trigger-boolean)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ブール値トリガーテストのパラメータを設定し

ます。

test boolean
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conditional object
式を評価するときに条件オブジェクトを定義するには、式オブジェクトコンフィギュレーション

モードで conditional objectコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

conditional object conditional-object-id [wildcard]

no conditional object

___________________
構文の説明

式を評価するための条件オブジェクト ID。

•条件オブジェクトIDは数値で指定します。

conditional-object-id

（任意）条件オブジェクト IDのワイルドカー
ド検索をイネーブルにします。

wildcard

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、条件オブジェクト IDは定義されていません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOSXERelease 3.1Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.1S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン オブジェクト IDは、式を評価するときに考慮するオブジェクトのインスタンスを指定します。

オブジェクトにインスタンスがない場合、オブジェクト IDに指定された値は使用されません。
条件オブジェクトは、オブジェクト IDに指定された値の使用を決定します。
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___________________
例 次に、条件オブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name Expression1
Router(config-expression)# object 32
Router(config-expression-object)# conditional object
mib-2.90.1.3.1.1.2.3.112.99.110.4.101.120.112.53
Router(config-expression-object)# end

次に、条件オブジェクト IDのワイルドカード検索をイネーブルにする例を示します。
Router(config-expression-object)# conditional object mib-2.5 wildcard
Router(config-expression-object)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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context

Cisco IOS Release 15.0(1)Mでは、contextコマンドが、snmp contextコマンドに置き換えられま
した。詳細については、snmp contextコマンドを参照してください。

（注）

特定の VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）のコンテキストを関連付けるには、VRFコンフィギュレーションモードで contextコ
マンドを使用します。 VPNから SNMPコンテキストの関連付けを解除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

context context-name

no context

___________________
構文の説明 SNMP VPNコンテキストの名前。名前には 32

文字以内の英数字を使用できます。

context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは、VPNに関連付けられません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドは、snmp contextコマンドに置き換えられました。15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン VPNに SNMPコンテキストを関連付ける contextコマンドを使用する前に、以下を実行してくだ

さい。

• snmp-server contextコマンドを発行して、SNMPコンテキストを作成します。

•そのVPNの特定のMIBデータがコンテキストに存在するようにコンテキストにVPNを関連
付けます。

• snmp-server groupコマンドの context context-nameキーワード引数ペアを使用して、VPNの
コンテキストに VPNグループを関連付けます。

SNMPコンテキストによって、MIBデータにアクセスする安全な方法がVPNユーザに提供されま
す。 VPNがコンテキストに関連付けられると、その VPNのMIBデータはそのコンテキストに存
在します。 VPNをコンテキストに関連付けると、サービスプロバイダーが、複数 VPNでネット
ワークを管理できます。コンテキストを作成して VPNに関連付けることにより、プロバイダー
は、ある VPNのユーザが同じネットワーキングデバイス上で他の VPNのユーザに関する情報に
アクセスするのを防ぐことができます。

ルート識別子（RD）は、SNMPコンテキストを設定するために必要です。 RDはルーティング
テーブルと転送テーブルを作成し、VPNのデフォルトルート識別子を指定します。 RDは、グ
ローバルに一意にするために IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。 RDは、自律システム
番号（ASN）関連で、自律システム番号と任意の番号で構成されるか、または IPアドレス関連
で、IPアドレスと任意の番号で構成されます。

___________________
例 次に、context1という名前の SNMPコンテキストを作成し、vrf1という名前の VRFにコンテキス

トを関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp-server context context1
Router(config)# ip vrf vrf1
Router(config-vrf)# rd 100:120
Router(config-vrf)# context context1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRF設定のために VRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ip vrf

SNMPコミュニティをSNMPコンテキスト、エ
ンジン ID、またはセキュリティ名にマッピング
します。

snmp mib community-map

SNMP v1または v2cコミュニティに関連付ける
ターゲット VRFとホストのリストを作成しま
す。

snmp mib target list

SNMPコンテキストを作成します。snmp-server context

新規 SNMPグループ、または SNMPユーザを
SNMPビューにマッピングするテーブルを設定
します。

snmp-server group

VRF固有のSNMP認証失敗通知を制御します。snmp-server trap authentication vrf

SNMPグループに新しいユーザを設定します。snmp-server user
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context（bulkstat）
バルク統計情報スキーマに簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のコンテキストを関連付
けるには、バルク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで contextコマンドを使用し
ます。バルク統計情報スキーマからSNMPコンテキストの関連付けを解除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

context context-name

no context

___________________
構文の説明

バルク統計情報スキーマに関連付けるSNMPコ
ンテキストの名前。

context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストはバルク統計情報スキーマに関連付けられていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp mib bulkstat schemaコマンドを使用してバルク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始し、contextコマンドを使用してバルク統計情報スキーマにSNMPコンテキストを関
連付けます。

___________________
例 次に、ctxという名前のSNMPコンテキストを作成し、バルク統計情報スキーマにコンテキストを

関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema sch
Router(config-bulk-sc)# context ctx
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPバルク統計情報スキーマを指定し、バル
ク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始します。

snmp mib bulkstat schema
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delta（しきい値テスト）
しきい値トリガーテストのデルタ値を指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィギュ

レーションモードで deltaコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

delta {falling| rising} {threshold-value| event owner event-owner name event-name}

no delta {falling| rising}

___________________
構文の説明

下限しきい値のデルタ値を指定します。falling

上昇しきい値のデルタ値を指定します。rising

しきい値のデルタ値。デフォルト値は 0ですthreshold-value

イベントを指定します。event

イベントオーナーを指定します。owner

イベントオーナーの名前。event-owner

イベントの名前を指定します。name

イベントの名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デルタしきい値は 0に設定され、イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン deltaコマンドは、オブジェクトのサンプリング方式がデルタの場合に指定された値にデルタ下限

または上昇しきい値を設定します。 delta rising event ownerコマンドは、デルタ上昇しきい値が
トリガーされたときに実行されるイベントを指定します。同様に、delta falling event ownerコマ
ンドは、デルタ下限しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定します。

___________________
例 次に、デルタ下限しきい値を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# delta falling 20
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガー中に実行されるテストのタイ

プを指定します。

test
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delta interval
式の評価中に使用するオブジェクトのデルタサンプリングの間隔を指定するには、式コンフィ

ギュレーションモードでdelta intervalコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

delta interval seconds

no delta interval

___________________
構文の説明

デルタサンプリング間隔の秒数。デフォルト

は 0です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのデルタサンプリング間隔は 0です。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン デルタサンプリング方式に設定されているオブジェクトがない場合、delta intervalコマンドは、

インターバルを設定しません。

___________________
例 次に、デルタ間隔を 60秒に設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# delta interval 60
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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description（イベント）
イベントの機能と用途を説明するには、イベントコンフィギュレーションモードで description
コマンドを使用します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description event-description

no description

___________________
構文の説明

イベントの機能と用途の説明。

•説明のテキストストリングは 256文字ま
で指定できます。ストリングに空白が含

まれる場合は二重引用符で囲みます。

event-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントは説明されていません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、イベントの機能と用途のフリーテキストの説明を設定します。

___________________
例 次の例に、イベントを説明する方法を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name EventA
Router(config-event)# description “EventA is an RMON event”
Router(config-event)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントのイベントオーナーを指定しま

す。

snmp mib event owner
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description（式）
式の用途の説明を入力するには、式コンフィギュレーションモードでdescriptionコマンドを使用
します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description expression-description

no description

___________________
構文の説明

式の機能と用途の説明。説明のテキストスト

リングは 256文字まで指定できます。
expression-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、式は説明されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、式の機能と用途のフリーテキストの説明を設定します。

___________________
例 次に、式の説明方法を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# description expressionA is created for the sysLocation MIB object
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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description（トリガー）
イベントトリガーの機能と用途を説明するには、イベントトリガーコンフィギュレーションモー

ドで descriptionコマンドを使用します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

description trigger-description

no description

___________________
構文の説明

トリガーの機能と用途の説明。

•説明のテキストストリングは 256文字ま
で指定できます。

trigger-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、トリガーは説明されていません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、イベントトリガーの機能と用途のフリーテキストの説明を設定しま

す。

___________________
例 次に、イベントトリガーの説明方法を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# description triggerA is configured for network management
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action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
description（トリガー）



events
Router(config-event-trigger)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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discontinuity object（式）
オブジェクトの不連続プロパティを定義するには、式オブジェクトコンフィギュレーションモー

ドで discontinuity objectコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

discontinuity object discontinuity-object-id [wildcard] [type {timeticks| timestamp| date-and-time}]

no discontinuity object

___________________
構文の説明

カウンタの不連続を識別する不連続オブジェク

ト ID。

•デフォルトのオブジェクト IDは、
sysUpTime.0です。

discontinuity-object-id

（任意）オブジェクト IDをワイルドカード化
するか、完全に指定するかを指定します。

•デフォルトでは、オブジェクト IDは完全
に指定されます。

wildcard

（任意）カウンタの不連続のタイプを指定しま

す。

•不連続タイプのデフォルト値は timeticks
です。

type

（任意）カウンタの不連続の timeticksを指定し
ます。

timeticks

（任意）カウンタの不連続のタイムスタンプを

指定します。

timestamp

（任意）カウンタの不連続の日時を指定しま

す。

date-and-time

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの不連続オブジェクト IDは、sysUpTime.0です。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression）
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action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
discontinuity object（式）



___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン discontinuity objectコマンドは、オブジェクトサンプリングタイプがデルタまたは変更されたと

きのオブジェクトの不連続プロパティを設定します。

___________________
例 次に、オブジェクトの不連続プロパティを設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name ExpressionA
Router(config-expression)# object 43
Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7
Router(config-expression-object)# end

次に、不連続オブジェクト IDのワイルドカード検索をイネーブルにする例を示します。
Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7 wildcard
Router(config-expression-object)# end

次に、カウンタの不連続のタイプを指定する例を示します。

Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7 type timeticks
Router(config-expression-object)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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enable（bulkstat）
特定のバルク統計情報設定のバルク統計情報データ収集と転送プロセスを開始するには、バルク

統計情報転送コンフィギュレーションモードで enableコマンドを使用します。特定のバルク統
計情報設定のバルク統計情報データ収集と転送プロセスをディセーブルにするには、このコマン

ドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報転送はディセーブルです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン 特定のバルク統計情報設定は、snmp mib bulkstat transferコマンドで指定した名前で識別されま

す。 enableコマンド（バルク統計情報転送コンフィギュレーションモード）は、定期的なMIB
データ収集と転送プロセスを開始します。
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action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
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このコマンドが使用されている場合だけ収集（およびそれ以降のファイル転送）が開始されます。

逆に、no enableコマンドが設定されていると、収集プロセスが停止します。その後、enableコマ
ンドを発行すると、動作が再開します。

enableコマンドによって収集プロセスが開始されるたびに、新しいバルク統計情報ファイルにデー
タが収集されます。noenableコマンドを使用すると、収集したデータの転送プロセスがただちに
開始されます（つまり、既存のバルク統計情報ファイルが指定した管理ステーションに転送され

ます）。

正常にバルク統計情報設定をイネーブルにするには、ゼロ個以外のオブジェクトを備えた少なく

とも 1つのスキーマを設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、bulkstat1という名前のバルク統計情報設定をイネーブルにしています。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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enable（イベント）
イベントまたはイベントトリガーをイネーブルにするには、イベントまたはイベントトリガー

コンフィギュレーションモードでそれぞれ enableコマンドを使用します。イベントをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト イベントはデフォルトでイネーブルになっていません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントがイネーブルでない場合、トリガーされても実行されません。

___________________
例 次に、イベントをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name EventA
Router(config-event)# enable
Router(config-event)# end

次に、イベントトリガーをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# enable
Router(config-event-trigger)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントのオーナーを指定します。snmp mib event owner

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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enable（式）
式をイネーブルにするには、式コンフィギュレーションモードで enableコマンドを使用します。
式をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト 式はデフォルトでイネーブルになっていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン enableコマンドは、評価の式をイネーブルにします。

___________________
例 次に、式をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name ExpressionA
Router(config-expression)# enable
Router(config-expression)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式を指定します。snmp mib expression owner
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event owner
トリガーのトリガータイプおよびステータスに基づいてイベントトリガーにイベントオーナー

を指定するには、イベントトリガー存在またはイベントトリガーブール値コンフィギュレーショ

ンモードで event ownerコマンドを使用します。設定をディセーブルにしてデフォルトパラメー
タを設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

event owner event-owner name event-name

no event owner

___________________
構文の説明

イベントのオーナー。event-owner

イベントの名前を示します。name

イベントの一意の名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト イベントオーナーおよびイベント名は指定されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントは、event-ownerおよび event-name値によって識別され、snmp mib eventコマンドを使用

して設定されます。イベントは、enableコマンドの使用によりイネーブルにされます。
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___________________
例 次に、存在トリガーテストのためにイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# event owner owner2 name event2
Router(config-event-trigger-existence)# end

次に、ブール値トリガーテストのためにイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# event owner owner2 name event2
Router(config-event-trigger-boolean)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner

ブール値トリガーテストのパラメータを設定し

ます。

test boolean

存在トリガーテストのパラメータを設定しま

す。

test existence

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
40

action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
event owner



expression
評価の式を指定するには、式コンフィギュレーションモードで expressionコマンドを使用しま
す。設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

expression expression

no expression

___________________
構文の説明

評価する式。expression

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、式は設定されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 式は、変数名を除いてANSI Cの構文にあります。変数は、$（ドル記号）とオブジェクト番号に

対応する整数で表現されます。式の一例は、($1-$5)*100です。

___________________
例 次に、式を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# expression ($1+$2)*800/$3
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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falling（しきい値テスト）
しきい値トリガーテストの下限しきい値を指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィ

ギュレーションモードで fallingコマンドを使用します。指定したしきい値をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

falling {threshold-value | event owner event-owner name event-name}

no falling

___________________
構文の説明

下限しきい値を表す数値。デフォルト値は0で
す

threshold-value

イベントを指定します。event

イベントオーナーを指定します。owner

イベントオーナーの名前。event-owner

イベントの名前を示します。name

イベントの名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの下限しきい値は 0です。イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン 指定した下限しきい値は、しきい値トリガーがアクティブなときに検証されます。サンプル値が

指定した値以下で、最後のサンプリング間隔の値よりも大きい場合、対応するトリガーが生成さ

れます。

falling event ownerコマンドは、下限しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定
します。イベントは、オーナーおよび名前によって識別され、snmp mib event ownerコマンドを
使用して設定されます。

___________________
例 次に、下限しきい値 12を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# falling 12
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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format（bulkstat）
バルク統計情報データファイルに使用される形式を指定するには、バルク統計情報転送コンフィ

ギュレーションモードで formatコマンドを使用します。以前に設定した形式指定をディセーブ
ルにし、デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

format {bulkBinary| bulkASCII| schemaASCII}

no format

___________________
構文の説明

バイナリ形式。bulkBinary

ASCII（ヒト可読）形式。bulkASCII

追加のバルク統計情報スキーマタグを含む

ASCII形式です。これはデフォルトです。
schemaASCII

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのバルク統計情報転送形式は schemaASCIIです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
45

action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
format（bulkstat）



___________________
使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 12.0(24)Sでは、schemaASCII形式のみサポートされます。そのリリースで
は、このコマンドによってファイル形式は変更されません。

（注）

バルク統計情報データファイル（VFile）には、2種類のフィールド（タグとデータ）が含まれて
います。タグは、データを区切ってフィールドを識別するために使用されます。その他のすべて

の情報はデータフィールドにあります。

bulkASCIIおよび bulkBinary形式では、定期的なポーリングにより、単一のデータグループ（オ
ブジェクトリスト）を同じVFileで複数回収集できます。データグループの各インスタンスは、
異なる「テーブル」タイプとして処理できます。

どのオブジェクトおよびテーブルタグにも、追加の sysUpTimeフィールドが含まれます。同様
に、各行のタグには、その行のデータが収集されたときのsysUpTimeの値が含まれます。sysUpTime
はデータのタイムスタンプを示します。

バルク統計情報データファイル形式の構造の詳細については、CISCO-DATA-COLLECTION-MIB
の定義を参照してください。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報データファイルは schemaASCIIに設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB

Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# format schemaASCII

Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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frequency（イベントトリガー）
トリガーサンプル間の間隔を指定するには、イベントトリガーコンフィギュレーションモード

で frequencyコマンドを使用します。設定した間隔をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

frequency seconds

no frequency

___________________
構文の説明 2つのトリガーサンプル間の秒数。デフォルト

値は 600です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト トリガーサンプル間の間隔はデフォルト値に設定されます。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン frequencyコマンドはトリガーサンプル間の待機時間を設定します。デフォルトでは、オブジェ

クトサンプリングの頻度は 600秒です。

___________________
例 次に、サンプリングの間隔として 360秒を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# frequency 360
Router(config-event-trigger)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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id（式）
オブジェクト IDを設定するには、式オブジェクトコンフィギュレーションモードで idコマンド
を使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

id object-oid

no id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。デフォルト
は 0.0です。

object-oid

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、オブジェクトのオブジェクト IDは設定されていません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーションモード（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOSRelease 15.0(1)Sに統合されました。15.0(1)S

このコマンドが、Cisco IOSXERelease 3.1Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.1S

___________________
例 次に、式オブジェクトコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定する例を

示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# object 3
Router(config-expression-object)# id 2.2
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instance（MIB）
バルク統計情報スキーマで使用するMIBオブジェクトを設定するには、バルク統計情報スキーマ
コンフィギュレーションモードで instanceコマンドを使用します。簡易ネットワーク管理プロト
コル（SNMP）バルク統計情報オブジェクトリストを削除するには、このコマンドのno形式を使
用します。

instance {exact| wild} {interface interface-id [sub-if]| oid oid}

no instance

___________________
構文の説明

指定したインスタンス（インターフェイス、コ

ントローラ、またはオブジェクト ID（OID））
をオブジェクトリストに追加する場合は、この

スキーマで使用される完全なOIDであることを
示します。

exact

指定したインターフェイス、コントローラ、ま

たはOID範囲内にあるすべてのインスタンスを
このスキーマに含める必要があることを示しま

す。

wild

スキーマに特定のインターフェイスまたはイン

ターフェイスグループを指定します。

interface

特定のインターフェイスまたはインターフェイ

スグループのインターフェイス名および番号。

interface-id

（任意）メインインターフェイスのオブジェク

トインスタンスに加えて、指定したインター

フェイスまたはコントローラのすべてのサブイ

ンターフェイスについてオブジェクトインスタ

ンスをポーリングする必要があることを指定し

ます。

sub-if

OIDを指定することを示します。oid

オブジェクトリストに追加されている場合、モ

ニタ対象のオブジェクトに対して完全な（また

はワイルドカード）OIDを指定するオブジェク
ト ID。

oid
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、バルク統計情報スキーマで使用されるMIBオブジェクトインスタンスは設定さ

れていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン instanceコマンドは、設定するスキーマ内のオブジェクトのインスタンス情報を指定します。デー

タを収集する必要があるMIBオブジェクトの特定のインスタンスは、関連オブジェクトリストで
指定されたオブジェクトに instanceコマンドの値を追加することで決定されます。つまり、ス
キーマ object-listをスキーマ instanceと組み合わせて、完全なMIBオブジェクト IDを指定しま
す。

instance exactコマンドは、指定されたインスタンスが完全なOIDであることを示しています（オ
ブジェクトリストに追加されている場合）。

instance wildコマンドは、指定した OIDのすべてのサブインデックスがこのスキーマに属するこ
とを示しています。つまり、wildキーワードを使用すると、部分的なワイルドカードインスタン
スを指定できます。

OIDを指定する代わりに、特定のインターフェイスを指定できます。 interface interface-idキー
ワードと引数を使用すると、インターフェイスの ifIndexOIDを指定する代わりにインターフェイ
ス名と番号（例：FastEthernet 0）を指定できます。
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オプションの sub-ifキーワードには、指定したインターフェイスのすべてのサブインターフェイ
スに対する ifIndexが含まれます（インターフェイスまたはコントローラの指定後に追加された場
合）。

1つのスキーマに設定できる instanceコマンドは 1つだけです

___________________
例 次に、ファストイーサネットインターフェイス 3/0について（IF-MIBの）ifInOctetsオブジェク

トのバルク統計情報を収集するようにルータを設定する例を示します。この例では、3はファス
トイーサネットインターフェイス 3/0の ifIndexのインスタンスです。インスタンス（3）は、オ
ブジェクトリスト（ifIndex 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1）と組み合わせた場合、OID 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3に変
換されます。

Router# configure terminal
Router(config)# snmp mib bulkstat object-list E0InOctets
! The following command specifies the object 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3 (ifIndex)
Router(config-bulk-objects)# add ifIndex
Router(config-bulk-objects)# exit
Router(config)# snmp mib bulkstat schema E0
Router(config-bulk-sc)# object-list E0InOctets
! The following command is equivalent to “instance exact oid 3”.
Router(config-bulk-sc)# instance exact interface FastEthernet 3/0
Router(config-bulk-sc)# exit
Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema E0
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:password@host/ftp/user/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# url secondary tftp://user@host/tftp/user/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# format schemaASCII
Router(config-bulk-tr)# transfer-interval 30
Router(config-bulk-tr)# retry 5
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit
Router(config)# do copy running-config startup-config

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報スキーマで使用するバルク統計

情報オブジェクトリストを設定します。

object-list

SNMPバルク統計情報スキーマを指定し、バル
ク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始します。

snmp mib bulkstat schema
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instance range
特定のデータグループについて収集するインスタンスの範囲を指定するには、バルク統計情報ス

キーマコンフィギュレーションモードで instance rangeコマンドを使用します。以前に設定した
インスタンスの範囲を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

instance range start oid end oid

no instance range start oid end oid

___________________
構文の説明

範囲の先頭を示します。start

特定の範囲でモニタするオブジェクト ID。oid

範囲の終わりを示します。end

___________________
コマンドデフォルト インスタンスの範囲は設定されていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されま
した。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSXERelease2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン instance rangeコマンドは、snmp mib bulkstat schemaコマンドと組み合わせて使用すると、デー

タを収集するインスタンス範囲を設定できます。
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___________________
例 次に、インスタンス 1で始まり、インスタンス 2で終わるすべてのインスタンスのデータの収集

例を示します。

snmp mib bulkstat object-list ifmib
add ifInOctets
add ifOutOctets
exit

!
snmp mib bulkstat schema IFMIB
object-list ifmib
poll-interval 1
instance range start 1 end 2
exit
!
snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
schema IFMIB
url primary tftp://202.153.144.25/pcn/bulkstat1
format schemaASCII
transfer-interval 5
retry 5
buffer-size 1024
retain 30
enable
end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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instance repetition
データの収集をMIBオブジェクトの特定のインスタンスで開始し、インスタンスの数だけ繰り返
すように設定するには、バルク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで instance
repetitionコマンドを使用します。以前に設定したインスタンスの繰り返しを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

instance repetition oid-instance max repeat-number

no instance repetition

___________________
構文の説明

モニタ対象のインスタンスのオブジェクト ID。oid-instance

インスタンスを繰り返す回数を指定します。max repeat-number

___________________
コマンドデフォルト インスタンスの繰り返しは設定されていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されまし
た。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン （任意）instance repetitionコマンドは、snmp mib bulkstat schemaコマンドと組み合わせて使用

すると、MIBオブジェクトの一定数のインスタンスに対してデータ収集を繰り返すよう設定でき
ます。
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___________________
例 次に、最初のインスタンスでデータ収集を開始し、表示されたMIBオブジェクトの 4つのインス

タンスについて繰り返す例を示します。

snmp mib bulkstat object-list ifmib
add ifOutOctets
add ifInOctets
snmp mib bulkstat schema IFMIB
object-list ifmib
poll-interval 1
instance repetition 1 max 4
snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
schema IFMIB
transfer-interval 5
retain 30
retry 5
buffer-size 1024
enable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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no snmp-server
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェント動作をディセーブルにするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで no snmp-serverコマンドを使用します。

no snmp-server

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、デバイスで稼働しているすべてのバージョンの SNMP（SNMPv1、SNMPv2C、

および SNMPv3）をディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMPの現在の実行バージョンをディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no snmp-server
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object（式）
式の評価中に使用するオブジェクトを指定するには、式コンフィギュレーションモードで object
コマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

object object-number

no object object-number

___________________
構文の説明

式の評価中に変数に関連付けられるオブジェク

ト番号。

object-number

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトは、デフォルトでは式の評価用に設定されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object-number引数は、式内の変数にオブジェクトを関連付けます。オブジェクトに対応する変数

には、$（ドル記号）およびオブジェクト番号が含まれます。たとえば、オブジェクト番号は1、
変数は$1です。objectコマンドは、式の複数のオブジェクトまたは変数の定義に複数回使用でき
ます。

___________________
例 次に、式で使用されるオブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expression1
Router(config-expression)# object 10
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式を指定します。snmp mib expression owner
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object id
イベントに関連付けるオブジェクトのオブジェクト IDを指定するには、イベントオブジェクト
リスト、イベントアクション通知、イベントアクションセット、またはイベントトリガーコン

フィギュレーションモードで object idコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

object id object-identifier

no object id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。デフォルト
は 0.0です。

object-identifier

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、オブジェクト IDは指定されていません。

___________________
コマンドモード イベントオブジェクトリストコンフィギュレーション（config-event-objlist）

イベントアクション通知コンフィギュレーション（config-event-action-notification）

イベントアクションセットコンフィギュレーション（config-event-action-set）

イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object idコマンドは、イベントに関連付けるオブジェクトのオブジェクト IDを指定します。イ

ベントの通知がイネーブルになっている場合、オブジェクトに変更が加えられるたびに、通知が

送信されます。
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___________________
例 次に、イベントオブジェクトリストコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に

設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# snmp mib event object list owner owner1 name objectA 10
Router(config-event-objlist)# object id 2.2
Router(config-event-objlist)# end

次に、イベントアクション通知コンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定
する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# object id 2.2
Router(config-event-action-notification)# end

次に、イベントアクションセットコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設
定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action set
Router(config-event-action-set)# object id 2.2
Router(config-event-action-set)# end

次に、イベントトリガーコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定する例
を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# object id 2.2
Router(config-event-trigger)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントに対するアクションを設定します。action

オブジェクトのリストを設定します。snmp mib event object list

イベントトリガーのオーナーを指定します。snmp mib event trigger owner
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object id（イベントトリガー）
オブジェクトのオブジェクト IDを指定するには、イベントトリガーコンフィギュレーション
モードで object idコマンドを使用します。

object id object-identifier

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。object-identifier

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object idコマンドは、イベントトリガーに対して設定するオブジェクトのオブジェクト IDを指

定します。オブジェクト IDのデフォルト値は 0.0です。

___________________
例 次に、object idコマンドを使用してオブジェクト IDを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner John name triggerA
Router(config-event-trigger)# object id 2.2
Router(config-event-trigger)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガーのオーナー名を指定します。

このコマンドは、イベントトリガーコンフィ

ギュレーションモードもイネーブルにします。

snmp mib event trigger owner
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object list
イベント中のオブジェクトのリストを設定するには、イベントトリガー、イベントアクション通

知、イベントトリガー存在、イベントトリガーブール値、またはイベントトリガーしきい値コ

ンフィギュレーションモードで object listコマンドを使用します。設定をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

object list owner object-list-owner name object-list-name

no object list

___________________
構文の説明

オブジェクトリストのオーナーを示します。owner

オブジェクトリストのオーナー名。object-list-owner

オブジェクトリストの名前を示します。name

オブジェクトリストを識別する一意の名前。object-list-name

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトリストは設定されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

イベントアクション通知コンフィギュレーション（config-event-action-notification）

イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
例 次に、イベントトリガーのオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger)# end

次に、アクション通知用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-action-notification)# end

次に、存在トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-existence)# end

次に、ブール値トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-boolean)# end

次に、しきい値トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner

トリガーテストをイネーブルにします。test
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object-list
バルク統計情報スキーマで使用されるバルク統計情報オブジェクトリストを指定するには、バル

ク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで object-listコマンドを使用します。スキー
マからオブジェクトリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

object-list list-name

no object-list

___________________
構文の説明

以前に設定したバルク統計情報オブジェクトリ

ストの名前。

list-name

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報オブジェクトリストは指定されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合されまし
た。

12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、設定するスキーマにバルク統計情報オブジェクトリストを関連付けます。オブ

ジェクトリストには、モニタ対象のMIBオブジェクトのリストを含める必要があります。

1つのオブジェクトリストだけを各スキーマに指定できます。

___________________
例 次の例では、E0InOctetsという名前のオブジェクトリストがE0という名前のスキーマに関連付け

られます。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema E0
Router(config-bulk-sc)# object-list EOInOctets
Router(config-bulk-sc)# instance exact interface FastEthernet 3/0
Router(config-bulk-sc)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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poll-interval
バルク統計情報スキーマのポーリング間隔を設定するには、バルク統計情報スキーマコンフィ

ギュレーションモードで poll-intervalコマンドを使用します。以前に設定したポーリング間隔を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

poll-interval minutes

no poll-interval

___________________
構文の説明

このスキーマのデータのポーリング間隔を分単

位で指定する 1～ 20000の範囲の整数。デフォ
ルト値は 5です。

minutes

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトインスタンスは 5分ごとに一度ポーリングされます。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン poll-intervalコマンドでは、スキーマおよび関連オブジェクトリストで指定されたMIBインスタ

ンスがポーリングされる間隔を設定します。収集されたデータは、後で転送するためにローカル

のバルク統計情報ファイルに保存されます。

___________________
例 次の例では、FastEthernet2/1-CARというスキーマでバルク統計情報収集のポーリング間隔が 3分

に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema FastEthernet2/1-CAR

Router(config-bulk-sc)# object-list CAR-mib

Router(config-bulk-sc)# poll-interval 3

Router(config-bulk-sc)# instance wildcard oid 3.1

Router(config-bulk-sc)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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prefix object
アプリケーションがインスタンスインデックスに基づいてオブジェクトを特定できるようにする

には、式オブジェクトコンフィギュレーションモードで prefix objectコマンドを使用します。

prefix object object-id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。object-id

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトには、デフォルトでプレフィックスは付加されません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン prefix objectコマンドは、アプリケーションがインスタンスインデックスに従ってオブジェクト

を特定できるようにします。インスタンスインデックスは expValueTableで使用されます。prefix
objectコマンドを使用すると、プレフィックスを特定するために expObjectTableをスキャンする
必要がなくなるため、アプリケーションの負荷が軽減されます。

___________________
例 次に、プレフィックスオブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner John name ExpressionA
Router(config-expression)# object
Router(config-expression-object)# prefix object 0.0.6
Router(config-expression-object)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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retain
バルク統計情報ファイルの保持間隔を設定するには、バルク統計情報転送コンフィギュレーショ

ンモードで retainコマンドを使用します。以前に設定した保持間隔をコンフィギュレーションか
ら削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

retain minutes

no retain

___________________
構文の説明

ローカルのバルク統計情報ファイルをシステム

メモリに保持する分単位の時間の長さ（保持間

隔）。有効な範囲は 0～ 20000です。デフォ
ルトは 0です。

minutes

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報ファイルの保持間隔は 0分です。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドでは、収集間隔と転送試行の設定が完了した後、バルク統計情報ファイルをシステ

ムメモリに保存する期間を分単位で指定します。デフォルト値ゼロ（0）は、ファイルの転送に
成功した後でローカルメモリからただちにファイルが削除されることを示します。

retryコマンドを使用する場合、保持間隔を0よりも大きく設定する必要があります。再試行の間
隔は、保持間隔を再試行回数で割ったものです。たとえば、retain 10と retry 2を設定した場合、
再試行は 5分に 1回行われます。したがって、retainコマンドを設定しない場合（retainのデフォ
ルトは 0）、再試行は行われません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送の保持間隔は 10分に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# retry 2
Router(config-bulk-tr)# retain 10
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報ファイルの送信を試行する回数

を設定します。

retry

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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retry（bulkstat）
バルク統計情報ファイルの転送を試行する回数を設定するには、バルク統計情報転送コンフィギュ

レーションモードで retryコマンドを使用します。バルク統計情報の再試行をデフォルトに戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

retry number

no retry

___________________
構文の説明

送信再試行回数。有効範囲は 0～ 100です。number

___________________
コマンドデフォルト 再試行は行われません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン バルク統計情報ファイルを送信しようとして失敗した場合に、retryコマンドを使用してファイル

の再送信を試みるように設定できます。1回の再試行で、最初にプライマリ宛先への送信を試み、
転送が失敗した場合は、次にセカンダリ宛先への送信を試みます。たとえば、再試行値が 1の場

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
73

action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
retry（bulkstat）



合、最初にプライマリ URLへの送信、次にセカンダリ URLへの送信を試みた後、再びプライマ
リ URLへの送信、次にセカンダリ URLへの送信を試みます。

retryコマンドを使用する場合、retainコマンドも使用して保持間隔を 0よりも大きく設定する必
要があります。再試行の間隔は、保持間隔を再試行回数で割ったものです。たとえば、retain 10
と retry 2を設定した場合、再試行は 5分に 1回行われます。したがって、retainコマンドを設定
しない場合（または retain 0コマンドを使用する場合）、再試行は行われません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送の再試行回数は 2に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# retry 2
Router(config-bulk-tr)# retain 10
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報ファイルのローカルシステム

メモリ（NVRAM）に保持間隔を設定します。
retain

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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rising（しきい値テスト）
上昇しきい値トリガーのイベントオーナーを指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィ

ギュレーションモードで rising event ownerコマンドを使用します。設定をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

rising {threshold-value| event owner event-owner name event-name}

no rising

___________________
構文の説明

上昇しきい値を指定する数値。デフォルト値は

0です
threshold-value

イベントを指定します。event

イベントのオーナーを指定します。owner

イベントのオーナー。event-owner

イベントの名前を指定します。name

イベントの一意の名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの上昇しきい値は 0です。イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン risingコマンドは、上昇しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定します。イ

ベントは、オーナーおよび名前によって識別され、snmp mib event ownerコマンドを使用して設
定されます。

___________________
例 次に、上昇しきい値トリガーのイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# rising event owner owner1 name event5
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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sample（イベントトリガー）～ snmp mib
event sample

• sample（イベントトリガー）, 79 ページ

• sample（式）, 81 ページ

• schema, 83 ページ

• show management event, 85 ページ

• show management expression, 87 ページ

• show snmp, 89 ページ

• show snmp mib, 94 ページ

• show snmp mib bulkstat transfer, 98 ページ

• show snmp mib context, 101 ページ

• show snmp mib ifmib traps, 103 ページ

• show snmp mib ifmib ifindex, 105 ページ

• show snmp mib notification-log, 111 ページ

• show snmp pending, 113 ページ

• show snmp sessions, 115 ページ

• show snmp stats oid, 118 ページ

• show snmp sysobjectid, 120 ページ

• show snmp user, 122 ページ

• show snmp view, 125 ページ

• snmp context（VRF）, 127 ページ

• snmp get, 129 ページ
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• snmp get-bulk, 131 ページ
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• snmp mib bulkstat object-list, 142 ページ

• snmp mib bulkstat schema, 144 ページ
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sample（イベントトリガー）
イベントに使用するオブジェクトサンプリングのタイプを指定するには、イベントトリガーコ

ンフィギュレーションモードで sampleコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

sample {absolute| delta| changed}

no sample {absolute| delta| changed}

___________________
構文の説明

サンプリング中にMIBオブジェクトの現在値
を使用します。

absolute

現在値と前回のサンプリング間隔でサンプリン

グされた以前の値との差を使用します。

delta

ブール条件を使用して、現在値が以前の値と異

なるかどうかを判断します。

changed

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのサンプリング方式は absoluteです。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン sampleコマンドは、オブジェクトに指定されているサンプリング方式をイネーブルにします。次

のサンプリング方式を指定できます。

• Absolute

• Delta

• Changed
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絶対値サンプリングは、サンプリング中にMIBオブジェクトの値を使用します。デフォルトのサ
ンプリング方式は absoluteです。

デルタサンプリングでは、アプリケーションで維持される最後のサンプリング値を使用します。

この方式には、アプリケーションが連続的にサンプリングを行うことが必要です。

変更サンプリング方式では、最後のサンプル以降のオブジェクトの変更された値を使用します。

___________________
例 次に、サンプリング方式を absoluteとして指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# sample absolute

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガーのオーナーを指定します。snmp mib event trigger owner
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sample（式）
オブジェクトのサンプリング方式を指定するには、式オブジェクトコンフィギュレーションモー

ドで sampleコマンドを使用します。指定したオブジェクトサンプリング方式をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

sample {absolute| delta| changed}

no sample

___________________
構文の説明

サンプリング中にMIBオブジェクトの現在値
を使用します。

absolute

現在値と前回のサンプリング間隔でサンプリン

グされた以前の値との差を使用します。

delta

ブール条件を使用して、現在値が以前の値と異

なるかどうかを判断します。

changed

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのサンプリング方式は absoluteです。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 式MIBでは、オブジェクトの組み合わせに基づいて式を作成できます。サンプリング方式に従っ

て式が評価されます。式MIBでは、次のタイプのオブジェクトサンプリングがサポートされま
す。
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• Absolute

• Delta

• Changed

sampleコマンドは、オブジェクトに指定されているサンプリング方式をイネーブルにします。式
の中にデルタ値や変更値がない場合は、要求元が式の値を読み取ろうとしたときに式が評価され

ます。この場合、すべての要求元が新しく計算された値を取得します。

デルタ値または変更値を持つ式の場合は、サンプリングのたびに評価が実行されます。この場

合、要求元が最後のサンプル期間の値を取得します。

___________________
例 次に、サンプリング方式を absoluteとして指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# object 32
Router(config-expression-object)# sample absolute
Router(config-expression-object)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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schema
特定のバルク統計情報転送コンフィギュレーションで使用するバルク統計情報スキーマを指定す

るには、バルク統計情報転送コンフィギュレーションモードで schemaコマンドを使用します。
特定のバルク統計情報転送コンフィギュレーションから以前に設定されたスキーマを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。

schema schema-name

no schema schema-name

___________________
構文の説明

以前に設定したバルク統計情報スキーマの名

前。

schema-name

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報スキーマは指定されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン 特定のバルク統計情報転送設定の必要に応じてこのコマンドを繰り返します。複数のスキーマを

単一の転送設定に関連付けることができます。収集された全データが単一のバルク統計情報デー

タファイル（VFile）になります。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報スキーマATM2/0-IFMIBおよびATM2/0-CARは bulkstat1と呼ばれる

バルク統計情報転送設定に関連付けられます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB

Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-CAR

Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# retry 2

Router(config-bulk-tr)# retain 10

Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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show management event
イベントMIBを使用して、ルーティングデバイス上で設定された簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）イベント値を表示するには、特権 EXECモードで show management eventコマンド
を使用します。

show management event

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされ
ます。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォーム

ハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン イベントMIBを使用すると、外部のネットワーク管理アプリケーションで独自のトラップ、イン

フォーム、または set操作を設定できます。 showmanagement eventコマンドは、システムに設定
されたイベントの値を表示するために使用します。イベントMIB機能の詳細については、
http://www.ietf.orgで入手可能な RFC 2981を参照してください。

___________________
例 次に、show management eventコマンドの出力例を示します。

Router# show management event
Mgmt Triggers:
(1): Owner: joe_user
(1): 01, Comment: TestEvent, Sample: Abs, Freq: 120

Test: Existence Threshold Boolean
ObjectOwner: aseem, Object: sethi
OID: ifEntry.10.3, Enabled 1, Row Status 1

Existence Entry: , Absent, Changed
StartUp: Present, Absent
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ObjOwn: , Obj: , EveOwn: aseem, Eve: 09
Boolean Entry:

Value: 10, Cmp: 1, Start: 1
ObjOwn: , Obj: , EveOwn: aseem, Eve: 09

Threshold Entry:
Rising: 50000, Falling: 20000
ObjOwn: ase, Obj: 01 RisEveOwn: ase, RisEve: 09 , FallEveOwn: ase, FallEve: 09

Delta Value Table:
(0): Thresh: Rising, Exis: 1, Read: 0, OID: ifEntry.10.3 , val: 69356097

Mgmt Events:
(1): Owner: aseem
(1)Name: 09 , Comment: , Action: Set, Notify, Enabled: 1 Status: 1

Notification Entry:
ObjOwn: , Obj: , OID: ifEntry.10.1

Set:
OID: ciscoSyslogMIB.1.2.1.0, SetValue: 199, Wildcard: 2 TAG: , ContextName:

Object Table:
(1): Owner: aseem
(1)Name: sethi, Index: 1, OID: ifEntry.10.1, Wild: 1, Status: 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

デバッグを目的としたイベントMIBアクティ
ビティのリアルタイムモニタリングを許可しま

す。

debug management event
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show management expression
式MIBを使用して、ルーティングデバイス上で設定された簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）式値を表示するには、特権 EXECモードで show management expressionコマンドを使
用します。

show management expression

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC、特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(1)よりも前のリリースに導入されまし
た。

12.2(1)

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SRトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の12.2SRReleaseにおけるサポートは、フィーチャセット、
プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なりま

す。

12.2SR

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SBトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の12.2SBReleaseにおけるサポートは、フィーチャセット、
プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なりま

す。

12.2SB

___________________
例 次に、show management expressionコマンドの出力例を示します。

Router# show management expression
Expression: 1 is active
Expression Owner: me
Expression Name: me
Expression to be evaluated is $1 + 100 where:
$1 = ifDescr
Object Condition is not set
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Sample Type is absolute
ObjectID is wildcarded

出力は見ればすぐわかります。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングデバイスの式MIBのアクティビ
ティをリアルタイムでモニタします。

debug management expression
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show snmp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通信のステータスを確認するには、ユーザEXECモー
ドまたは特権 EXECモードで show snmpコマンドを使用します。

show snmp

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMP操作のカウンタ情報を示します。また、snmp-server chassis-idグローバ

ルコンフィギュレーションコマンドで定義されているシャーシ IDストリングを表示します。

___________________
例 次に、show snmpコマンドの出力例を示します。

Router# show snmp
Chassis: 12161083
0 SNMP packets input

0 Bad SNMP version errors
0 Unknown community name
0 Illegal operation for community name supplied
0 Encoding errors
0 Number of requested variables
0 Number of altered variables
0 Get-request PDUs
0 Get-next PDUs
0 Set-request PDUs
0 Input queue packet drops (Maximum queue size 1000)

0 SNMP packets output
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0 Too big errors (Maximum packet size 1500)
0 No such name errors
0 Bad values errors
0 General errors
0 Response PDUs
0 Trap PDUs

SNMP logging: enabled
SNMP Trap Queue: 0 dropped due to resource failure.
Logging to 202.153.144.25.162, 0/10, 0 sent, 0 dropped.

SNMP Manager-role output packets
4 Get-request PDUs
4 Get-next PDUs
6 Get-bulk PDUs
4 Set-request PDUs
23 Inform-request PDUs
30 Timeouts
0 Drops

SNMP Manager-role input packets
0 Inform response PDUs
2 Trap PDUs
7 Response PDUs
1 Responses with errors

SNMP informs: enabled
Informs in flight 0/25 (current/max)
Logging to 171.69.217.141.162

4 sent, 0 in-flight, 1 retries, 0 failed, 0 dropped
Logging to 171.69.58.33.162

0 sent, 0 in-flight, 0 retries, 0 failed, 0 dropped

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 1：show snmp のフィールドの説明

説明フィールド

シャーシ IDストリング。Chassis

入力された SNMPパケットの合計数。SNMP packets input

SNMPのバージョンが無効なパケットの数。Bad SNMP version errors

不明なコミュニティ名のSNMPパケットの数。Unknown community name

そのコミュニティで許可されていない動作を要

求するパケットの数。

Illegal operation for community name supplied

不適切に符号化された SNMPパケットの数。Encoding errors

SNMPマネージャによって要求される変数の
数。

Number of requested variables

SNMPマネージャによって変更される変数の
数。

Number of altered variables

受信した get要求の数。Get-request PDUs

受信した get-next要求の数。Get-next PDUs
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説明フィールド

受信した set要求の数。Set-request PDUs

ルータから送信された SNMPパケットの合計
数。

SNMP packets output

最大パケットサイズを超過した SNMPパケッ
トの数。

Too big errors

SNMPパケットの最大サイズ。Maximum packet size

存在しないMIBオブジェクトを指定したSNMP
要求の数。

No such name errors

MIBオブジェクトに無効な値を指定したSNMP
の set要求の数。

Bad values errors

その他のエラーが原因で失敗した SNMPの set
要求の数（noSuchNameエラーや badValueエ
ラーなどの特定されたエラー以外のエラー）。

General errors

要求に対応して送信された応答の数。Response PDUs

送信された SNMPトラップの数。Trap PDUs

ロギングがイネーブルか、またはディセーブル

かを示します。

SNMP logging

送信されたトラップの数。sent

ドロップされたトラップの数。宛先のトラップ

キューが、snmp-server queue-lengthグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドで設定さ

れたそのキューの最大長を超過すると、トラッ

プはドロップします。

dropped

メモリリソースの障害が原因でドロップされて

いるトラップの数。

SNMP Trap Queue

SNMPマネージャとしてルータから送信された
パケットに関する情報。

SNMP Manager-role output packets

送信された get要求の数。Get-request PDUs

送信された get-next要求の数。Get-next PDUs
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説明フィールド

送信された get-bulk要求の数。Get-bulk PDUs

送信された set要求の数。Set-request PDUs

送信されたインフォーム要求の数。Inform-request PDUs

要求タイムアウトの数。Timeouts

ドロップされた要求の数。ドロップの原因に

は、メモリ不足、不正な宛先アドレス、または

不当な宛先アドレスがあります。

Drops

SNMPマネージャとしてルータで受信したパ
ケットに関する情報。

SNMP Manager-role input packets

受信されたインフォーム要求応答の数。Inform response PDUs

受信された SNMPトラップの数。Trap PDUs

受信された応答数。Response PDUs

エラーを含む応答の数。Responses with errors

SNMPインフォームがイネーブルかどうかを示
します。

SNMP informs

確認応答を待機しているインフォームの現在の

数および最大数。

Informs in flight

次のインフォームの宛先。Logging to

このホストに送信されたインフォームの数。sent

現在確認応答を待機しているインフォームの

数。

in-flight

送信されたインフォーム再試行の数。retries

確認応答がなかったインフォームの数。failed

新しいインフォーム用のスペースを確保するた

めに廃棄された、確認応答のないインフォーム

の数。

dropped
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

保留状態のSNMP要求の現在のセットを表示し
ます。

show snmp pending

現在の SNMPセッションを表示します。show snmp sessions

SNMPサーバのシリアル番号を識別するメッ
セージ行を提供します。

snmp-server chassis-id

SNMPマネージャプロセスを開始します。snmp-server manager

非アクティブなセッションが破棄されるまでの

時間を設定します。

snmp-server manager session-timeout

各トラップホストのメッセージキューの長さ

を設定します。

snmp-server queue-length
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show snmp mib
システムに登録されているMIBモジュールインスタンス ID（OID）のリストを表示するには、
EXECモードで show snmp mibコマンドを使用します。

show snmp mib

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP管理情報は、管理対象オブジェクトの集合として表示され、管理情報ベース（MIB）と呼

ばれる仮想情報ストアにあります。関連するオブジェクトの集合は、MIBモジュールで定義され
ています。これらのモジュールは、管理情報構造（SMI）と呼ばれる OSIの抽象構文記法 1
（ASN.1）のサブセットを使用して記述されています。

このコマンドは、SMIおよび ASN.1構文をよく理解しているネットワーク管理者を対象としてい
ます。

このコマンドは、システムに登録されたMIBオブジェクト ID（OID）のリストを表示するために
使用できますが、この情報を収集するには、代替としてネットワーク管理システム（NMS）アプ
リケーションを使用することを推奨します。

show snmp mibコマンドは、システム上のすべてのMIBオブジェクトのインスタンス IDを表示
します。インスタンス IDは、OIDの最後の部分です。各オブジェクトは、1つ以上のインスタ
ンス IDを持つことができます。インスタンス IDを表示する前に、システムはテーブル名のリス
トで最適な一致を検索しようとします。MIBモジュールテーブル名は、システムの初期時に登録
されます。
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このコマンドで表示される OIDの定義は、関連する RFCとMIBモジュールにあります。たとえ
ば、RFC 1907は、system.x、sysOREntry.x、snmp.x、および snmpTrap.xの OIDを定義し、この情
報は、CISCO-SYSTEM-MIBで定義された拡張子で補完されます。

システムでSNMPがイネーブルにされている場合、このコマンドは大量の出力を生成します。
--More--プロンプトを終了するには、Ctrlキーを押した状態で Zキーを押します。

ヒント

___________________
例 次に、show snmp mibコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp mib
system.1
system.2
sysUpTime
system.4
system.5
system.6
system.7
system.8
sysOREntry.2
sysOREntry.3
sysOREntry.4
interfaces.1
ifEntry.1
ifEntry.2
ifEntry.3
ifEntry.4
ifEntry.5
ifEntry.6
ifEntry.7
ifEntry.8
ifEntry.9
ifEntry.10
ifEntry.11
--More--
.
.
.
captureBufferEntry.2
captureBufferEntry.3
captureBufferEntry.4
captureBufferEntry.5
captureBufferEntry.6
captureBufferEntry.7
capture.3.1.1
eventEntry.1
eventEntry.2
eventEntry.3
eventEntry.4
eventEntry.5
eventEntry.6
eventEntry.7
logEntry.1
logEntry.2
logEntry.3
logEntry.4
rmon.10.1.1.2
rmon.10.1.1.3
rmon.10.1.1.4
rmon.10.1.1.5
rmon.10.1.1.6
rmon.10.1.1.7
rmon.10.2.1.2
rmon.10.2.1.3
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rmon.10.3.1.2
--More--
.
.
.
rmon.192.168.1.1
rmon.192.168.1.2
rmon.192.168.1.3
rmon.192.168.1.2
rmon.192.168.1.3
rmon.192.168.1.4
rmon.192.168.1.5
rmon.192.168.1.6
rmon.192.168.1.2
rmon.192.168.1.3
rmon.192.168.1.4
rmon.192.168.1.5
rmon.192.168.1.6
rmon.192.168.1.7
rmon.192.168.1.8
rmon.192.168.1.9
dot1dBase.1
dot1dBase.2
dot1dBase.3
dot1dBasePortEntry.1
dot1dBasePortEntry.2
dot1dBasePortEntry.3
dot1dBasePortEntry.4
--More--
.
.
.
ifXEntry.1
ifXEntry.2
ifXEntry.3
ifXEntry.4
ifXEntry.5
ifXEntry.6
ifXEntry.7
ifXEntry.8
ifXEntry.9
ifXEntry.10
ifXEntry.11
ifXEntry.12
ifXEntry.13
ifXEntry.14
ifXEntry.15
ifXEntry.16
ifXEntry.17
ifXEntry.18
ifXEntry.19
ifStackEntry.3
ifTestEntry.1
ifTestEntry.2
--More--
.
.
.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべてのシステムインターフェイスまたは指定

したシステムインターフェイスに対し、SNMP
インターフェイスインデックス ID番号（ifIndex
値）を表示します。

show snmp mib ifmib ifindex
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show snmp mib bulkstat transfer
定期的なMIBデータ収集と転送メカニズム（バルク統計情報機能）によって生成されたファイル
の転送ステータスを表示するには、特権 EXECモードで show snmp mib bulkstat transferコマン
ドを使用します。

show snmp mib bulkstat transfer [ transfer-id ]

___________________
構文の説明

（任意）特定のバルク統計情報転送設定の名

前。

特定のバルク統計情報転送設定のステータスを

表示するには、transfer-id引数を使用します。

transfer-id

___________________
コマンドデフォルト オプションの transfer-id引数を使用しない場合、設定済みのすべてのバルク統計情報転送のステー

タスが表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
例 次の例では、プライマリおよびセカンダリURLへのファイル IfMIB_objects_Router_030307_102519739

の最初の転送試行と最初の再試行が失敗し、追加で 4回の再試行が行われます。このファイルの
タイムスタンプは、ファイルが 2003年 3月 7日の午前 10:25:19に作成されたことを示していま
す。

Router# show snmp mib bulkstat transfer
Transfer Name : IfMIB_objects
Primary URL ftp://user:XXXXXXXX@192.168.1.229/
Secondary ftp://user:XXXXXXXX@192.168.1.230/

Retained files

File Name :Time Left (in seconds) : STATE
----------------------------------------------------------------------
IfMIB_objects_Router_030307_102519739 : 1196 :Retry(5 Retry attempt(s) Left)
IfMIB_objects_Router_030307_102219739 : 1016 :Retained
IfMIB_objects_Router_030307_101919739 : 836 :Retained
IfMIB_objects_Router_030307_101619739 : 656 :Retained
IfMIB_objects_Router_030307_101319739 : 475 :Retained
IfMIB_objects_Router_030307_101119739 : 295 :Retained

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 2：show snmp mib bulkstat transfer のフィールドの説明

説明フィールド

snmpmib bulkstat transferグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドで指定された転送設定

の名前。

Transfer Name

次に続く出力が、すでに設定されているファイ

ルではなく、システムメモリ内にある（保持さ

れている）ファイルのステータスであることを

示します。

Retained files

転送後に表示されるバルク統計情報ファイルの

名前。ファイルのファイル名は、次のコンポー

ネントを使用して生成されます。

transfer-name _device-name _date _time-stamp

transfer-nameは、対応する snmp mib bulkstat
transferコマンドで指定された名前です。
device-nameは、コマンドラインインターフェ
イス（CLI）のルータプロンプトで使用される
名前です。 dateと time-stampの形式はシステム
設定によって異なりますが、通常はYYMMDD
と HHMMSSmmmです。HHは時間、MMは
分、SSは秒、mmmはミリ秒です。

File Name
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説明フィールド

retainバルク統計情報転送コンフィギュレーショ
ンコマンドで指定された、指定ファイルが削除

されるまでの時間（保持期間）を示します。

設定された保持期間に関係なく、す

べての再試行はファイルが削除され

るまでに行われます。

（注）

Time Left (in seconds)

ローカルのバルク統計情報ファイルの状態は次

のいずれかになります。

• Queued：このファイル収集時間が完了し、
ファイルは、設定済みのプライマリおよび

セカンダリ URLへの転送を待機していま
す。

• Retained：ファイルが宛先に正常に転送さ
れました。または、すべての転送に失敗し

た場合、すべての再試行は完了しました。

• Retry：ローカルのバルク統計情報ファイ
ルがこの状態になるのは、設定された宛先

への転送に失敗し、1回以上の再試行が保
留になっている場合です。残っている再

試行の数も、カッコ内に表示されます。

STATE

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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show snmp mib context
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）に対応したMIBを表示するには、特権EXECモー
ドで show snmp mib contextコマンドを使用します。

show snmp mib context

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト VPN対応MIBのリストが表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されま
した。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン 簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）コンテキストによって、MIBデータにアクセスする

安全な方法がVPNユーザに提供されます。VPNがコンテキストにマップされると、そのVPNに
固有のデータはそのコンテキストに存在します。VPNをコンテキストに関連付けると、サービス
プロバイダーが、複数 VPNでネットワークを管理できます。コンテキストを作成して VPNに関
連付けることにより、サービスプロバイダーは、ある VPNのユーザが同じネットワーキングデ
バイス上で他の VPNのユーザに関する情報にアクセスするのを防ぐことができます。

SNMPコンテキストを設定するには、snmp-server contextコマンドを使用します。

___________________
例 次に、show snmp mib contextコマンドからの出力例を示します。例では、VPN対応MIBを示し

ます。出力は見ればすぐわかります。

Router# show snmp mib context
dot1dBridge
ciscoPingMIB
ciscoStpExtensionsMIB
ciscoIpSecFlowMonitorMIB
ciscoCat6kCrossbarMIB
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ciscoIPsecMIB
mplsLdpMIB

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPコンテキストを特定の VRFに関連付け
ます。

context

SNMPコンテキストを設定します。snmp-server context
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show snmp mib ifmib traps
すべてのシステムインターフェイスまたは指定したシステムインターフェイスの簡易ネットワー

ク管理プロトコル（SNMP）リンクアップトラップおよびリンクダウントラップのステータスを
表示するには、特権 EXECモードで show snmp mib ifmib trapsコマンドを使用します。

show snmp mib ifmib traps

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、すべてのインターフェイスのトラップステータスが表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合され
ました。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.1Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.1S

___________________
使用上のガイドライン show snmp mib ifmib trapsコマンドは、特定のインターフェイスのリンクアップトラップとリン

クダウントラップのステータスに関する情報を表示します。

___________________
例 次に、show snmp mib ifmib trapsコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp mib ifmib traps
ifDescr ifindex TrapStatus
---------------------------------------------------
FastEthernet3/6 14 enabled
FastEthernet3/19 27 enabled
GigabitEthernet5/1 57 enabled
unrouted VLAN 1005 73 disabled
FastEthernet3/4 12 enabled
FastEthernet3/39 47 enabled
FastEthernet3/28 36 enabled
FastEthernet3/48 56 enabled
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unrouted VLAN 1003 74 disabled
FastEthernet3/2 10 enabled
Tunnel0 66 enabled
SPAN RP Interface 64 disabled
Tunnel10 67 enabled
FastEthernet3/44 52 enabled
GigabitEthernet1/3 3 enabled
FastEthernet3/11 19 enabled
FastEthernet3/46 54 enabled
GigabitEthernet1/1 1 enabled
FastEthernet3/13 21 enabled

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 3：show snmp mib ifmib traps のフィールドの説明

説明フィールド

デバイスに設定されているシステムインター

フェイスを表示します。

ifDescr

インターフェイスインデックス（ifIndex）ID
番号を表示します。

ifindex

デバイスに設定されているすべてのインター

フェイスのリンクアップトラップとリンクダウ

ントラップのステータスを表示します。

TrapStatus

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで登録されたMIB OIDのリストを表
示します。

show snmp mib

すべてのシステムインターフェイスまたは指定

したシステムインターフェイスのSNMP ifIndex
ID番号を表示します。

show snmp mib ifmib ifindex

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp -server enable traps
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show snmp mib ifmib ifindex
すべてのシステムインターフェイスまたは指定したシステムインターフェイスについて、簡易

ネットワーク管理プロトコル（SNMP）インターフェイスインデックス（ifIndex）ID番号を表示
するには、特権 EXECモードで show snmp mib ifmib ifindexコマンドを使用します。

show snmp mib ifmib ifindex [type number] [detail] [free-list]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプおよび番号

次の表に、インターフェイスタイプおよび番号

の有効な値を示します。

type number

（任意）指定したシステムインターフェイスの

すべての SNMP ifIndex ID番号のトラップス
テータスを表示します。

detail

（任意）まだ割り当てられていない ifIndex値
に関する情報を表示します。

free-list

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイスの ifIndex値が表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

このコマンドのサポートがSupervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(18)SXD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されまし
た。

12.2(28)SB

detailおよび free-listキーワードが追加されました。12.2(33)SXH
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___________________
使用上のガイドライン show snmpmib ifmib ifindexコマンドでは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して

インターフェイスおよびサブインターフェイスに割り当てられた SNMP ifIndex値を表示できま
す。 CLIを使用することで、ネットワーク管理ステーションが不要になります。

オプションの typeおよび number引数を使用してインターフェイスを指定しなかった場合は、シ
ステム上に存在するすべてのインターフェイスおよびサブインターフェイスのインターフェイス

説明（ifDescr）と ifIndexのペアが表示されます。

次の表に、typeおよび number引数の有効な値を示します。

表 4：show snmp mib ifmib ifindex の type および number

説明ifIndex のタイプ

非同期転送モードインターフェイス。number
は 0～ 7です。

atm

非同期インターフェイス。numberはプラット
フォームによって異なります。

async

Auto-Templateインターフェイス。numberは 1
～ 999です。

auto-template

CTunnelインターフェイス。numberは 0～
2147483647です。

ctunnel

ダイヤラインターフェイス。numberは 0～ 255
です。

dialer

Esconインターフェイス。numberは 1～ 6で
す。

esconphy

イーサネットインターフェイス。numberは 0
～ 15です。

ethernet

ファストイーサネットインターフェイス。

numberは 1～ 6です。
fastethernet

ファイバチャネルポートアダプタインター

フェイス。numberは 1～ 6です。
fcpa

フィルタインターフェイス。numberは 1～ 6
です。

filter

フィルタグループインターフェイス。number
は 1～ 6です。

filtergroup
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説明ifIndex のタイプ

ギガビットイーサネットインターフェイス。

numberは 1～ 6です。
gigabitethernet

非同期グループインターフェイス。numberは
0～ 64です。

group-async

Lexインターフェイス。numberは 0～
2147483647です。

lex

長距離イーサネットインターフェイス。number
は 1～ 6です。

longreachethernet

ループバックインターフェイス。numberは 0
～ 2147483647です。

loopback

マルチリンクフレームリレーバンドルイン

ターフェイス。numberは0～2147483647です。
mfr

マルチリンクグループインターフェイス。

numberは 1～ 2147483647です。
multilink

ヌルインターフェイス。numberは 0です。null

ポートチャネルインターフェイス。numberは
1～ 496です。

port-channel

ポートグループインターフェイス。numberは
1～ 6です。

portgroup

POSチャネルインターフェイス。numberは 1
～ 4094です。

pos-channel

シリアルインターフェイス。numberは 0～ 15
です。

serial

SYSCLOCKインターフェイス。numberは 1～
6です。

sysclock

トンネルインターフェイス。numberは 0～
2147483647です。

tunnel

Pragmatic General Multicast（PGM）ホストイン
ターフェイス。numberは 0～ 1です。

vif
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説明ifIndex のタイプ

仮想ポイントツーポイントインターフェイス。

numberは 1～ 2147483647です。
virtual-ppp

仮想テンプレートインターフェイス。number
は 1～ 200です。

virtual-template

仮想トークンリングインターフェイス。number
は 0～ 2147483647です。

virtual-tokenring

VLANインターフェイス。numberは 1～ 4094
です。

vlan

VOA-Bypass-Inインターフェイス。numberは 1
～ 6です。

voabypassin

VOA-Bypass-Outインターフェイス。numberは
1～ 6です。

voabypassout

VOA-Filter-Inインターフェイス。numberは 1
～ 6です。

voafilterin

VOA-Filter-Outインターフェイス。numberは 1
～ 6です。

voafilterout

VOA-Inインターフェイス。numberは 1～ 6で
す。

voain

VOA-Outインターフェイス。numberは 1～ 6
です。

voaout

show snmp mib ifmib ifindexコマンドを detailキーワードとともに使用すると、すべての ifIndex
値のトラップステータス詳細が表示されます。 free-listキーワードとともに使用すると、未割り
当ての ifIndexのリストが表示されます。

___________________
例 次に、イーサネットインターフェイス 2/0に対する出力例を示します。

Router# show snmp mib ifmib ifindex Ethernet2/0
Ethernet2/0: Ifindex = 2

次に、すべてのインターフェイスに対する出力例を示します（オプションの引数が指定されてい

ません）。

Router# show snmp mib ifmib ifindex

ATM1/0: Ifindex = 1
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ATM1/0-aal5 layer: Ifindex = 12
ATM1/0-atm layer: Ifindex = 10
ATM1/0.0-aal5 layer: Ifindex = 13
ATM1/0.0-atm subif: Ifindex = 11
ATM1/0.9-aal5 layer: Ifindex = 32
ATM1/0.9-atm subif: Ifindex = 31
ATM1/0.99-aal5 layer: Ifindex = 36
ATM1/0.99-atm subif: Ifindex = 35
Ethernet2/0: Ifindex = 2
Ethernet2/1: Ifindex = 3
Ethernet2/2: Ifindex = 4
Ethernet2/3: Ifindex = 5
Null0: Ifindex = 14
Serial3/0: Ifindex = 6
Serial3/1: Ifindex = 7
Serial3/2: Ifindex = 8
Serial3/3: Ifindex = 9

出力の各行は、ifIndex ID番号が後に続くシステムインターフェイスを示しています。

次に、ifIndexトラップステータス詳細の出力例を示します。

Router# show snmp mib ifmib ifindex detail
Description ifIndex Active Persistent Saved TrapStatus
-------------------------------------------------------------------------------
FastEthernet3/6 14 yes disabled no enabled
FastEthernet3/19 27 yes disabled no enabled
GigabitEthernet5/1 57 yes disabled no enabled
unrouted VLAN 1005 73 yes disabled no disabled
FastEthernet3/4 12 yes disabled no enabled
FastEthernet3/39 47 yes disabled no enabled
FastEthernet3/28 36 yes disabled no enabled
FastEthernet3/48 56 yes disabled no enabled
unrouted VLAN 1003 74 yes disabled no disabled
FastEthernet3/2 10 yes disabled no enabled
Tunnel0 66 yes disabled no enabled
SPAN RP Interface 64 yes disabled no disabled
Tunnel10 67 yes disabled no enabled

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 5：show snmp mib ifmib ifindex のフィールドの説明

説明フィールド

デバイスに設定されているシステムインター

フェイスを表示します。

Description

ifIndex ID番号を表示します。ifIndex

インターフェイスがアクティブかどうかを示し

ます。

Active

リロード後もインターフェイスが保持されるか

どうか、つまり、ネットワークデバイスを再起

動するたびに同じインデックス値が保持される

かどうか示します。

Persistent

インターフェイスの ifIndex値が保存されるか
どうかを示します。

Saved
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説明フィールド

すべての ifIndex値のトラップステータスを表
示します。

TrapStatus

次に、未割り当ての ifIndexの出力例を示します。

Router# show snmp mib ifmib ifindex free-list

ifIndex range
-----------------------------------
75 - 2147483647
-----------------------------------
Total free ifIndex : 2147483573

出力は未割り当ての ifIndexの範囲および合計数を示しています。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで登録されたMIB OIDのリストを表
示します。

show snmp mib

特定のインターフェイス上でのみ再起動後も保

持される IF-MIBの ifIndex値をイネーブルにし
ます。

snmp ifindex persist

システムを最大 256文字の長さの ifAlias説明を
処理するように設定します。

snmp ifmib ifalias long

すべのインターフェイスで（グローバルに）再

起動後も保持される IF-MIBの ifIndex値をイ
ネーブルにします。

snmp-server ifindex persist
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show snmp mib notification-log
ローカル SNMP通知ロギングの状態に関する情報を表示するには、EXECモードで、show snmp
mib notification-logコマンドを使用します。

show snmp mib notification-log [all| default]

___________________
構文の説明

（任意）ローカル通知ログMIBデータベース
に保存されているすべての通知ログエントリを

表示します。

all

（任意）デフォルトの（名前の付いていない）

SNMP通知ログのサマリー情報を表示します。
default

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知ログは、NOTIFICATION-LOG-MIB.myMIBモジュール（ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/v2/

で入手可能）とともに動作します。このMIBは、RFC 3014に基づいています。ローカルログは
重要な SNMP通知（トラップとインフォーム）が含まれていることを確認するために、外部ネッ
トワーク管理アプリケーションでポーリングできます。

show snmp mib notification-log allコマンドは、ローカルMIBデータベースに現在記録されている
すべての通知エントリを表示します。エントリは、最も古いものから順に表示されます。エント

リ作成時刻は、システム稼働時間（sysUpTime）値を使用して決定されます。これは、エントリの
有効期間が、ルータが最後に再起動してから経過した時間を使用して設定されていることを意味

します。エントリのその他の情報には、notificationID、およびログに関連付けられたフィルタ（変
数バインド）（ある場合）が含まれます。
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___________________
例 次に、show snmp mib notification-logコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp mib notification-log

GlobalAgeout 15, GlobalEntryLimit 500
Total Notifications logged in all logs 0
Log Name””, Log entry Limit 500, Notifications logged 0
Logging status enabled
Created by cli

この例で、ログ名 ""は、デフォルトの「名前の付いていない」通知ログを示しています。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知ログを作成し、アクティブにしま
す。

snmp mib notification-log default

通知の最大有効期間を設定します。snmp mib notification-log globalageout

すべてのログに許容される通知の最大数を設定

します。

snmp mib notification-log globalsize
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show snmp pending
保留中の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）要求の現在のセットを表示するには、ユー
ザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show snmp pendingコマンドを使用します。

show snmp pending

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされ
ます。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォーム

ハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン SNMPマネージャが要求を送信した後、要求は、マネージャが応答を受信するか、要求のタイム

アウトが経過するまで「pending」です。

___________________
例 次に、show snmp pendingコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp pending
req id: 47, dest: 171.69.58.33.161, V2C community: public, Expires in 5 secs
req id: 49, dest: 171.69.58.33.161, V2C community: public, Expires in 6 secs
req id: 51, dest: 171.69.58.33.161, V2C community: public, Expires in 6 secs
req id: 53, dest: 171.69.58.33.161, V2C community: public, Expires in 8 secs

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 6：show snmp pending のフィールドの説明

説明フィールド

保留中の要求の ID番号。req id

要求の意図する受信者の IPアドレス。dest

要求とともに送信される SNMPバージョン 2C
コミュニティストリング。

V2C community

要求のタイムアウトが経過するまでの残り時

間。

Expires in

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通信のステータスをチェックします。show snmp

現在の SNMPセッションを表示します。show snmp sessions

SNMPマネージャプロセスを開始します。snmp-server manager

非アクティブなセッションが破棄されるまでの

時間を設定します。

snmp-server manager session-timeout
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show snmp sessions
現在の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）セッションを表示するには、ユーザEXECモー
ドまたは特権 EXECモードで show snmp sessionsコマンドを使用します。

show snmp sessions [brief]

___________________
構文の説明

（任意）セッションのリストだけを表示しま

す。セッションの統計情報は表示しません。

brief

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされ
ます。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォーム

ハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン セッションは、ルータ内の SNMPマネージャが SNMP要求（インフォーム要求など）をホストに

送信したとき、またはホストから SNMP通知を受信したときに作成されます。各宛先ホストに 1
つずつセッションが生成されます。それ以降、セッションのタイムアウト期間内にルータとホス

ト間で通信が行われない場合、対応するセッションは削除されます。

___________________
例 次に、show snmp sessionsコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp sessions
Destination: 171.69.58.33.162, V2C community: public
Round-trip-times: 0/0/0 (min/max/last)
packets output
0 Gets, 0 GetNexts, 0 GetBulks, 0 Sets, 4 Informs
0 Timeouts, 0 Drops
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packets input
0 Traps, 0 Informs, 0 Responses (0 errors)

Destination: 171.69.217.141.162, V2C community: public, Expires in 575 secs
Round-trip-times: 1/1/1 (min/max/last)
packets output
0 Gets, 0 GetNexts, 0 GetBulks, 0 Sets, 4 Informs
0 Timeouts, 0 Drops

packets input
0 Traps, 0 Informs, 4 Responses (0 errors)

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

次に、show snmp sessions briefコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp sessions brief
Destination: 171.69.58.33.161, V2C community: public, Expires in 55 secs

表 7：show snmp sessions のフィールドの説明

説明フィールド

リモートエージェントの IPアドレス。Destination

リモートエージェントとの通信に使用する

SNMPバージョン 2Cコミュニティストリン
グ。

V2C community

セッションのタイムアウトが経過するまでの残

り時間。

Expires in

エージェントへの最小、最大、および最後のラ

ウンドトリップ時間。

Round-trip-times

ルータから送信されたパケット。packets output

送信された get要求の数。Gets

送信された get-next要求の数。GetNexts

送信された get-bulk要求の数。GetBulks

送信された set要求の数。Sets

送信されたインフォーム要求の数。Informs

要求タイムアウトの数。Timeouts

送信できなかったパケットの数。Drops

ルータが受信したパケット。packets input

受信されたトラップの数。Traps
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説明フィールド

受信されたインフォーム応答の数。Informs

受信された要求応答の数。Responses

SNMPエラーコードが含まれていた応答の数。errors

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通信のステータスをチェックします。show snmp

保留状態のSNMP要求の現在のセットを表示し
ます。

show snmp pending

SNMPマネージャプロセスを開始します。snmp-server manager

非アクティブなセッションが破棄されるまでの

時間を設定します。

snmp-server manager session-timeout
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show snmp stats oid
タイムスタンプ、OIDが要求された回数など、ネットワーク管理システム（NMS）によって最近
要求されたすべてのオブジェクト ID（OID）を表示するには、特権 EXECモードで show snmp
stats oidコマンドを使用します。

show snmp stats oid

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト すべての OIDの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の統計情報が表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン show snmp stats oidコマンドを実行する前に、NMSにデバイスを接続します。コマンド出力は、

NMSから最近要求された OIDのリストを示します。また、オブジェクト IDが NMSから要求さ
れた回数も示します。

この情報は、NMSが照会するMIBについて使用可能な情報が少ないときにメモリリークとネッ
トワーク障害を解決するために役立ちます。 show snmp stats oidコマンドを使用して、NMSから
最近要求された OIDをいつでも表示できます。

___________________
例 次に、show snmp stats oidコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp stats oid
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time-stamp #of times requested OID
02:58:00 UTC Jul 7 2008 159 cpmProcessExtTable.1.3
02:58:00 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessExtTable.1.1
02:57:59 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessExtTable.1.1
02:57:59 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessTable.1.6
02:57:59 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessTable.1.5
02:57:59 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessTable.1.4
02:57:57 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessTable.1.2
02:57:57 UTC Jul 7 2008 207 cpmProcessTable.1.1
02:57:57 UTC Jul 7 2008 1 cpmCPUTotalTable.1.11
02:57:57 UTC Jul 7 2008 1 cpmCPUTotalTable.1.10
02:57:57 UTC Jul 7 2008 1 cpmCPUTotalTable.1.9
02:57:57 UTC Jul 7 2008 1 cpmCPUTotalTable.1.8

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 8：show snmp stats oid のフィールドの説明

説明フィールド

オブジェクト IDがNMSから要求された日時を
表示します。

time-stamp

オブジェクト IDが要求された回数を表示しま
す。

#of times requested

NMSから最近要求されたオブジェクト IDを表
示します。

OID
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show snmp sysobjectid
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）デバイスを識別するには、特権EXECモードで、show
snmp sysobjectidコマンドを使用します。

Cisco IOS Release 12.4(10) and Later Releases

show snmp sysobjectid

Cisco IOS Release 12.2(44)SE and Later Releases

show snmp sysobjectid type

___________________
構文の説明

システムオブジェクトIDタイプを表示します。type

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(10)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(44)SEに統合され、type
キーワードが追加されました。

12.2(44)SE

___________________
使用上のガイドライン デバイスを迅速に識別するには、showsnmpsysobjectidコマンドを使用します。同じ情報は、MIB

オブジェクト sysObjectIDに対して SNMPクエリーを送信することで取得できます。コマンドの
出力は、ドット付き 10進表記でシステムオブジェクト IDを示します。システムオブジェクト
IDは、SNMPであるネットワーク管理サブシステムの IDで、通常はネットワークアプリケーショ
ンがデバイスを検出しようとする開始点です。

システムオブジェクト IDタイプを識別するには、show snmp sysobjectid typeコマンドを使用し
ます。

___________________
例 次に、show snmp sysobjectidコマンドからの出力例を示します。この例では、オブジェクト ID

は iso.org.dod.internet.private.enterprises.cisco.ciscoProducts.ciscoGatewayServerに変換されます。

Router# show snmp sysobjectid
1.3.6.1.4.1.9.1.1
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次に、show snmp sysobjectid typeコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp sysobjectid type
Configured value : use stack OID
Operational value : use stack OID

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通信のステータスを表示します。show snmp

ルータで設定されたローカルSNMPエンジンお
よびすべてのリモートエンジンの IDを表示し
ます。

show snmp engineID

設定されているSNMPグループの名前、使用す
るセキュリティモデル、さまざまなビューのス

テータス、および各グループのストレージタイ

プを表示します。

show snmp group

システムで登録されたMIBモジュール OIDの
リストを表示します。

show snmp mib

保留状態のSNMP要求の現在のセットを表示し
ます。

show snmp pending

現在の SNMPセッションを表示します。show snmp sessions

SNMPユーザの設定済み特性に関する情報を表
示します。

show snmp user

SNMP設定および関連MIBのファミリ名、スト
レージタイプ、およびステータスを表示しま

す。

show snmp view
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show snmp user
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ユーザの設定されている特性に関する情報を表示す
るには、特権 EXECモードで show snmp userコマンドを使用します。

show snmp user [ username ]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP情報を表示する特定のユーザ
（複数可）の名前。

username

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(3)T

username引数が追加されました。このコマンドの出力が、認証プロト
コル（MD5または SHA）とグループ名を表示するように拡張されまし
た。

12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

___________________
使用上のガイドライン SNMPユーザは、snmp-server user username group-nameコマンドを使用して設定された SNMPグ

ループの一部である必要があります。

username引数を入力しない場合、show snmp userコマンドは、設定済みのすべてのユーザに関す
る情報を表示します。 username引数を指定すると、その名前のユーザが 1人以上存在する場合
は、それらのユーザに関する情報が表示されます。このコマンドは、ローカルエージェントの
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SNMPエンジン ID、および他のエンジン IDが設定されているユーザを表示するため、同じユー
ザ名を持つ複数のユーザが存在する可能性があります。

SNMPを設定すると、ロギングメッセージ「Configuring snmpv3USMuser」が表示されます。USM
は簡易ネットワーク管理プロトコルのバージョン 3（SNMPv3）のユーザベースセキュリティモ
デルを意味します。 USMの詳細については、RFC 2574を参照してください。

___________________
例 次に、show snmp userコマンドからの出力例を示します。出力では、ユーザ名に authuser、エン

ジン IDストリングに 00000009020000000C025808、ストレージタイプに nonvolatileが指定されて
います。

Router# show snmp user
authuser
User name: authuser
Engine ID: 00000009020000000C025808
storage-type: nonvolatile active access-list: 10
Rowstatus: active
Authentication Protocol: MD5
Privacy protocol: DES
Group name: VacmGroupName

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 9：show snmp user のフィールドの説明

説明フィールド

SNMPユーザの名前を識別するストリング。User name

デバイス上のSNMPのコピー名を識別するスト
リング。

Engine ID

設定値がデバイスの揮発性すなわち一時的なメ

モリに保管されているのか、それともデバイス

の電源を切断し、再投入した後でも有効な不揮

発性すなわち永久メモリに保管されているのか

を示すステータス。

storage-type

SNMPユーザに関連付けられた標準 IPアクセス
リスト。

active access-list

Rowstatusがアクティブか非アクティブかを示
します。

Rowstatus
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説明フィールド

使用されている認証プロトコルを識別します。

オプションはMessage Digest Algorithm 5
（MD5）、SecureHashAlgorithm（SHA）パケッ
ト認証、または Noneです。

•ソフトウェアイメージで認証がサポート
されていない場合、このフィールドは表示

されません。

Authentication Protocol

データ暗号規格（DES）のパケット暗号化がイ
ネーブルかどうかを示します。

•ソフトウェアイメージで DESがサポート
されていない場合、このフィールドは表示

されません。

Privacy protocol

ユーザが含まれているSNMPグループを示しま
す。

• SNMPグループは、View-based Access
ControlModel（VACM）のコンテキストで
定義されます。

Group name
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show snmp view
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）設定および関連MIBのファミリ名、ストレージタイ
プ、およびステータスを表示するには、特権 EXECモードで show snmp viewコマンドを使用しま
す。

show snmp view

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(31)Sに統合されました。12.0(31)S

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMPビュー設定を表示するために使用します。

___________________
例 次に show snmp viewコマンドからの出力例を示します。

Router# show snmp view
View Family Name/View Family Subtree/View Family Mask/View Family Type/storage/status
myview mib-2 - included nonvolatile active
myview cisco - included nonvolatile active
myview atEntry - excluded nonvolatile active
v1default iso - included permanent active
v1default internet - included volatile active
v1default internet.6.3.15 - excluded volatile active
v1default internet.6.3.16 - excluded volatile active
v1default internet.6.3.18 - excluded volatile active

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 10：show snmp view のフィールドの説明

説明フィールド

ファミリ名。View Family Name

MIB名。View Family Subtree
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説明フィールド

ファミリマスク。マスクが関連付けられてい

ない場合、このカラムにはハイフン（-）が表示
されます。

View Family Mask

含める、または除外するファミリのタイプ。View Family Type

メモリストレージのタイプ（たとえば、

volatile）。
storage

設定のステータス（activeまたは nonactive）。status
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snmp context（VRF）
特定の VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）のコンテキストを関連付けるには、VRFコンフィギュレーションモードで snmpcontext
コマンドを使用します。 VPNから SNMPコンテキストの関連付けを解除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp context context-name

no snmp context

___________________
構文の説明 SNMP VPNコンテキストの名前。名前には 32

文字以内の英数字を使用できます。

context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは、VPNに関連付けられません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 contextコマンドが、このコマン
ドに置き換えられました。

15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン snmp contextコマンドを使用してVPNに SNMPコンテキストを関連付ける前に、以下を実行して

ください。

• snmp-server contextコマンドを発行して、SNMPコンテキストを作成します。

•そのVPNの特定のMIBデータがコンテキストに存在するようにコンテキストにVPNを関連
付けます。

• snmp-server groupコマンドの context context-nameキーワード引数ペアを使用して、VPNの
コンテキストに VPNグループを関連付けます。

SNMPコンテキストによって、MIBデータにアクセスする安全な方法がVPNユーザに提供されま
す。 VPNがコンテキストに関連付けられると、その VPNのMIBデータはそのコンテキストに存
在します。 VPNをコンテキストに関連付けると、サービスプロバイダーが、複数 VPNでネット
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ワークを管理できます。コンテキストを作成して VPNに関連付けることにより、プロバイダー
は、ある VPNのユーザが同じネットワーキングデバイス上で他の VPNのユーザに関する情報に
アクセスするのを防ぐことができます。

ルート識別子（RD）は、SNMPコンテキストを設定するために必要です。 RDはルーティング
テーブルと転送テーブルを作成し、VPNのデフォルトルート識別子を指定します。 RDは、グ
ローバルに一意にするために IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。 RDは、自律システム
番号（ASN）関連で、自律システム番号と任意の番号で構成されるか、または IPアドレス関連
で、IPアドレスと任意の番号で構成されます。

___________________
例 次に、context1という名前の SNMPコンテキストを作成し、vrf1という名前の VRFにコンテキス

トを関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp-server context context1
Router(config)# ip vrf vrf1
Router(config-vrf)# rd 100:120
Router(config-vrf)# snmp context context1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRF設定のために VRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ip vrf

SNMPコミュニティをSNMPコンテキスト、エ
ンジン ID、またはセキュリティ名にマッピング
します。

snmp mib community-map

SNMP v1または v2cコミュニティに関連付ける
ターゲット VRFとホストのリストを作成しま
す。

snmp mib target list

SNMPコンテキストを作成します。snmp-server context

新規 SNMPグループ、または SNMPユーザを
SNMPビューにマッピングするテーブルを設定
します。

snmp-server group

VRF固有のSNMP認証失敗通知を制御します。snmp-server trap authentication vrf

SNMPグループに新しいユーザを設定します。snmp-server user
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snmp get
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のオブジェクト変数を取得するには、特権EXECモー
ドで、snmp getコマンドを使用します。

snmp get {v1| v2c| v3} ip-address [vrf vrf-name] community-string [retry number] [timeout seconds] oid
oid-value

___________________
構文の説明 get操作に SNMPv1セキュリティモデルを使用

することを指定します。

v1

get操作に SNMPv2セキュリティモデルを使用
することを指定します。

v2c

get操作に SNMPv3セキュリティモデルを使用
することを指定します。

v3

SNMPホストの IPv4または IPv6アドレス。ip-address

（任意）バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスを使用してSNMP通知を送信するこ
とを指定します。

vrf

（任意）VPNVRFの名前またはインスタンス。vrf-name

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためにパスワードと同様に機能します。ス

トリングには、1～32文字の英数字を使用でき
ます。

community-string

（任意）get操作中に考慮する再試行回数を指
定します。有効値は 1～ 10です。

retry number

（任意）get操作の各試行間の時間間隔を秒単
位で指定します。有効値は 1～ 1000です。

timeout seconds

取得する変数のオブジェクト ID値を指定しま
す。

oid

オブジェクト ID値。たとえば、sysName.0ま
たは 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5。

oid-value
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___________________
コマンドデフォルト 変数はデフォルトで取得されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン get要求は、SNMPマネージャまたはネットワーク管理システム（NMS）で SNMPオブジェクト

変数を取得するために送信されます。 snmp getコマンドは、正確なオブジェクト変数を取得する
ために使用されます。

get操作のコミュニティストリングは、次のいずれかのタイプに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用アクセスを設定します。このコミュニティストリ
ングのデフォルト値は publicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書き込みアクセスを設定します。このコミュニティ
ストリングのデフォルト値は privateです。

___________________
例 次に、SNMPv1を使用して sysName.0変数を取得するための get操作の要求を送信する例を示しま

す。

Router# snmp get v1 10.16.2.8 public retry 2 timeout 60 oid sysName.0
SNMP Response: reqid 3, errstat 0, erridx 0
system.1.0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

変数を一括取得します。snmp get-bulk

指定された変数の辞書順での後続値に関する

データを取得します。

snmp get-next
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snmp get-bulk
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のMIBオブジェクト変数を一括取得するには、特権
EXECモードで、snmp get-bulkコマンドを使用します。

snmp get-bulk {v1| v2c| v3} ip-address [vrf vrf-name] community-string [retry number] [timeout seconds]
non-repeaters number max-repetitions number oid oid-value [oid-1 oid-n]

___________________
構文の説明 getBulk操作に SNMPv1セキュリティモデルを

使用することを指定します。

v1

getBulk操作に SNMPv2セキュリティモデルを
使用することを指定します。

v2c

getBulk操作に SNMPv3セキュリティモデルを
使用することを指定します。

v3

SNMPホストの IPアドレスまたは IPv6アドレ
ス。

ip-address

（任意）バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスを使用してSNMP通知を送信するこ
とを指定します。

vrf

（任意）VPNVRFの名前またはインスタンス。vrf-name

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためにパスワードと同様に機能します。ス

トリングには、1～32文字の英数字を使用でき
ます。

community-string

（任意）getBulk操作中に考慮する再試行回数
を指定します。有効値は 1～ 10です。

retry number

（任意）getBulk操作の各試行間の時間間隔を
秒単位で指定します。有効値は1～1000です。

timeout seconds

getNext操作で取得するオブジェクトの数を指
定します。

non-repeaters number
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残りのオブジェクトが取得される間に行われる

getNextの最大試行回数を指定します。
max-repetitions number

取得する変数のオブジェクト ID値を指定しま
す。

oid

オブジェクト ID値。たとえば、sysName.0ま
たは 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5。

oid-value

（任意）getNext試行を繰り返すことができる
オブジェクト ID値。

oid-1 oid-n

___________________
コマンドデフォルト 変数はデフォルトで一括取得されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン getBulk操作では、non-repeatersキーワードの値として 1を指定すると、コマンド構文で指定され

た最初の OID値は getNext操作で繰り返されません。つまり、この変数を取得するために単純な
getNext操作が実行されます。max-repetitionキーワードでは、残りのオブジェクト変数を取得す
る間に行われる getNext試行の回数を指定します。 max-repetitionsキーワード値として 2を指定
した場合、残りの変数を取得するために getNext試行が 2回実行されます。

たとえば、non-repeatersキーワードで 1を指定し、取得する変数が sysName.0、ifDescr、および
ifNameの場合、sysName.0変数を取得するために単純な getNext操作が実行されます。
max-repetitionsキーワードに指定された値は、残りのオブジェクト変数を取得する間に行われる
getNext試行の回数を指定するために使用されます。

get-bulk操作のコミュニティストリングは、次のいずれかのタイプに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用アクセスを設定します。このコミュニティストリ
ングのデフォルト値は publicです。
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• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書き込みアクセスを設定します。このコミュニティ
ストリングのデフォルト値は privateです。

___________________
例 次に、SNMPv2Cを使用して getBulk操作要求を送信する例を示します。

Router# snmp get-bulk v2c 10.16.2.8 public retry 2 timeout 60 non-repeaters 1 max-repetitions
2 oid sysName.0 ifDescr ifName

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP MIBオブジェクト変数を取得します。snmp get

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community
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snmp get-next
指定した簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクト変数の辞書順での後続値に関
するデータを取得するには、特権 EXECモードで snmp get-nextコマンドを使用します。

snmp get-next {v1| v2c| v3} ip-address [vrf vrf-name] community-string [retry number] [timeout seconds]
oid oid-value

___________________
構文の説明 getNext操作に SNMPv1セキュリティモデルを

使用することを指定します。

v1

getNext操作に SNMPv2セキュリティモデルを
使用することを指定します。

v2c

getNext操作に SNMPv3セキュリティモデルを
使用することを指定します。

v3

SNMPホストの IPv4または IPv6アドレス。ip-address

（任意）バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスを使用してSNMP通知を送信するこ
とを指定します。

vrf

（任意）VPNVRFの名前またはインスタンス。vrf-name

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためにパスワードと同様に機能します。ス

トリングには、1～32文字の英数字を使用でき
ます。

community-string

（任意）getNext操作中に考慮する再試行回数
を指定します。有効値は 1～ 10です。

retry number

（任意）getNext操作の各試行間の時間間隔を
秒単位で指定します。有効値は1～1000です。

timeout seconds

取得する変数のオブジェクト ID値を指定しま
す。

oid

オブジェクト ID値。たとえば、sysName.0ま
たは 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5。

oid-value
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___________________
コマンドデフォルト 変数はデフォルトで取得されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン snmpget-nextコマンドを使用すると、ネットワーク管理システム（NMS）は、指定した変数の辞

書順での後続値である変数に関するデータを要求できます。

get-next操作のコミュニティストリングは、次のいずれかのタイプに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用アクセスを設定します。このコミュニティストリ
ングのデフォルト値は publicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書き込みアクセスを設定します。このコミュニティ
ストリングのデフォルト値は privateです。

___________________
例 次に、SNMPv2cを使用して、ifStackStatus.0変数の辞書順での後続値である変数を取得するための

get-next操作要求を送信する例を示します。

Router# snmp get-next v2c 10.16.2.8 public retry 2 timeout 60 oid ifStackStatus.0
SNMP Response: reqid 11, errstat 0, erridx 0
ifStackStatus.0.1 = 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPオブジェクト変数を取得します。snmp get

SNMPオブジェクト変数を一括取得します。snmp get-bulk
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snmp ifmib ifalias long
システムを最大 256文字の ifAlias説明を処理するように設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで snmp ifmib ifalias longコマンドを使用します。 ifAliasの説明を 64文字に制
限するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp ifmib ifalias long

no snmp ifmib ifalias long

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ifAliasの説明は 64文字に制限されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されまし
た。

12.2(28)SB

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスMIB（IF-MIB）の ifAliasオブジェクト（ifXEntry 18）はインターフェイスエイ

リアスと呼ばれます。インターフェイスエイリアス（ifAlias）は簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）のネットワーク管理に使用するインターフェイスのユーザ指定の説明です。 ifAlias
は、インターフェイスグループMIB（IF-MIB）内のオブジェクトです。このオブジェクトは、
ネットワークマネージャがインターフェイスの「名前」に設定できます。

インターフェイスまたはサブインターフェイスの ifAlias値は、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードまたはサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで descriptionコ
マンドを使用するか、またはNMSから set操作を使用して設定できます。このコマンドが導入さ
れる前は、サブインターフェイスの ifAliasの説明は、64文字までに制限されていました。
（OLD-CISCO-INTERFACES-MIBでは、locIfDescr MIB変数に最大 255文字を使用できますが、
このMIBではサブインターフェイスがサポートされません）。ifAliasの説明は、EXECモードの
show interfacesコマンドの出力および EXECモードの more system: running-configまたは show
running-configコマンドの出力に表示されます。
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___________________
例 次の例では、最大 256文字の長さの ifAlias値を保持し、返すようシステムが設定されます。

Router(config)# snmp ifmib ifalias long

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したインターフェイスの説明をヒト可読形

式で指定できます。

description

システム上で登録されたMIBモジュールイン
スタンス ID（OID）のリストを表示します。

show snmp mib

すべてのシステムインターフェイスまたは指定

したシステムインターフェイスに対し、SNMP
インターフェイスインデックス ID番号（ifIndex
値）を表示します。

show snmp mib ifmib ifindex
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snmp inform
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知用に設定されたホストアドレスにインフォーム
要求を送信するには、特権 EXECモードで snmp informコマンドを使用します。

snmp inform {v1| v2c| v3} ip-address [vrf vrf-name] community-string [retry number] [timeout seconds]
trap-oid trap-oid oid oid-value oid-type oid-type-value

___________________
構文の説明

インフォーム要求の送信に SNMPv1セキュリ
ティモデルを使用することを指定します。

SNMPv1はインフォーム要求の受信
または送信をサポートしていません。

（注）

v1

インフォーム要求の送信に SNMPv2セキュリ
ティモデルを使用することを指定します。

v2c

インフォーム要求の送信に SNMPv3セキュリ
ティモデルを使用することを指定します。

v3

SNMPホストの IPv4または IPv6アドレス。ip-address

（任意）バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスを使用してSNMP通知を送信するこ
とを指定します。

vrf

（任意）VPNVRFの名前またはインスタンス。vrf-name

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためにパスワードと同様に機能します。ス

トリングには、1～32文字の英数字を使用でき
ます。

community-string

（任意）インフォーム要求の送信中に考慮する

再試行回数を指定します。有効値は 1～ 10で
す。

retry number

（任意）インフォーム要求の各試行間の時間間

隔を秒単位で指定します。有効値は 1～ 1000
です。

timeout seconds

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
138

sample（イベントトリガー）～ snmp mib event sample
snmp inform



インフォーム要求を生成するオブジェクトのオ

ブジェクト ID値を指定します。
trap-oid

インフォーム要求を生成するオブジェクトのオ

ブジェクト ID値。
trap-oid

インフォーム要求を生成するオブジェクトのオ

ブジェクト ID値を指定します。
oid

オブジェクト ID値。たとえば、sysName.0ま
たは 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5。

oid-value

OIDのタイプ。次の値が有効です。

• counter：最小値が 0の 32ビットの数値。
最大値に到達すると、カウンタが 0にリ
セットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• integer：管理対象オブジェクトのコンテキ
スト内の番号が付けられたタイプを指定す

る場合は、32ビットの数字が使用されま
す。たとえば、ルータインターフェイス

の動作ステータスを 1に設定した場合は
アップ、2に設定した場合はダウンを示し
ます。

• ip-address：IPアドレス。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• timeticks：timeticksに基づいて値を指定し
ます。 timeticksは 2イベント間の経過時
間を指定する 100分の 1秒単位の整数値を
表します。

oid-type
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SNMP set操作用に指定された OIDタイプの整
数またはテキストストリング値。次のリスト

に、各 oid-type引数値で有効な整数またはテキ
ストストリング値の説明を示します。

• counter：0～4294967295の範囲の整数値。

• gauge：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• integer：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• ip-address：ドット付き 10進表記の IPア
ドレス。

• string：テキストストリング。

• timeticks：0～ 4294967295の範囲の整数
値。

oid-type-value

___________________
コマンドデフォルト SNMPインフォーム要求はデフォルトで送信されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン SNMPインフォーム要求は、SNMPマネージャにネットワーク状態を警告するSNMP通知であり、

SNMPマネージャからの受信の確認を要求します。

インフォーム要求を送信するためのコミュニティストリングは、次のいずれかのタイプに設定で

きます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用アクセスを設定します。このコミュニティストリ
ングのデフォルト値は publicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書き込みアクセスを設定します。このコミュニティ
ストリングのデフォルト値は privateです。
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___________________
例 次に、SNMPv2cを使用してインフォーム要求を送信する例を示します。

Router# snmp inform v2c 10.16.2.8 public retry 2 timeout 60 trap-oid system.2.0 oid
sysUpTime.0 counter 20
SNMP: Inform request, reqid 24, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 10244391
snmpTrapOID.0 = ciscoConfigManMIB.2.0.1
ccmHistoryEventEntry.3.40 = 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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snmp mib bulkstat object-list
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）バルク統計情報オブジェクトリストを設定するには、
グローバルコンフィギュレーションモードで snmp mib bulkstat object-listコマンドを使用しま
す。 SNMPバルク統計情報オブジェクトリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

snmp mib bulkstat object-list name

no snmp mib bulkstat object-list name

___________________
構文の説明

設定するオブジェクトリストの名前。name

___________________
コマンドデフォルト SNMPバルク統計情報オブジェクトリストは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン snmp mib bulkstat object-listコマンドでは、オブジェクトリストを指定できます。バルク統計情

報オブジェクトリストは、定期的なMIBデータ収集と転送メカニズムに使用されます。
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このコマンドを入力すると、ルータはバルク統計情報オブジェクトリストコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。このモードでは、addコマンドを使用して、特定のMIBオブジェクトを
リストに追加できます。

バルク統計情報オブジェクトリストは、複数のスキーマで再利用できます。

___________________
例 次の例では、インターフェイスグループMIB（IF-MIB）の ifInoctets、ifOutoctets、ifInUcastPkts、

および ifInDiscardsオブジェクトを含めるように ifMibと呼ばれるバルク統計情報オブジェクトリ
ストが設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat object-list ifmib

Router(config-bulk-objects)# add ifInoctets

Router(config-bulk-objects)# add ifOutoctets

Router(config-bulk-objects)# add ifInUcastPkts

Router(config-bulk-objects)# add ifInDiscards

Router(config-bulk-objects)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

定義されたSNMPバルク統計情報オブジェクト
リストに特定のMIBオブジェクトを追加しま
す。

add

SNMPバルク統計情報スキーマを指定し、バル
ク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始します。

snmp mib bulkstat schema
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snmp mib bulkstat schema
バルク統計情報スキーマを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmib
bulkstat schemaコマンドを使用します。以前に設定したバルク統計情報スキーマを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib bulkstat schema schema-name

no snmp mib bulkstat schema schema-name

___________________
構文の説明

設定するバルク統計情報スキーマの名前。schema-name

___________________
コマンドデフォルト スキーマは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン snmpmibbulkstat schemaコマンドは、スキーマを指定し、バルク統計情報スキーマコンフィギュ

レーションモードを開始します。バルク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードは、
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スキーマで使用されるオブジェクトリスト、インスタンス、およびポーリング間隔を設定するた

めに使用されます。

データを収集する必要があるMIBオブジェクトの特定のインスタンスは、オブジェクトリストで
指定されたオブジェクトに instanceコマンドの値を追加することで決定されます。

バルク統計情報転送オプションを設定するときに、複数のスキーマを単一のバルク統計情報ファ

イルに関連付けることができます。

___________________
例 次に、ATM2/0-IFMIBと呼ばれるバルク統計情報スキーマの設定例を示します。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema ATM2/0-IFMIB

Router(config-bulk-sc)# object-list ifmib

Router(config-bulk-sc)# poll-interval 5

Router(config-bulk-sc)# instance exact interface ATM2/0 subif

Router(config-bulk-sc)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

定義されたSNMPバルク統計情報オブジェクト
リストに特定のMIBオブジェクトを追加しま
す。

object-list

バルク統計情報スキーマのポーリング間隔を設

定します。

poll-interval

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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snmp mib bulkstat transfer
バルク統計情報転送設定を特定し、バルク統計情報転送コンフィギュレーションモードを開始す

るには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmib bulkstat transferコマンドを使用
します。以前に設定した転送を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib bulkstat transfer transfer-id

no snmp mib bulkstat transfer transfer-id

___________________
構文の説明

転送設定の名前。transfer-id

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報転送設定はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン バルク統計情報転送設定に指定した名前（transfer-id）は、バルク統計情報ファイルのファイル名

で生成時に使用され、show snmp mib bulkstat transferコマンドの出力で転送設定を特定するため
に使用されます。
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このコマンドは、プロンプト（config-bulk-tr）で示されるバルク統計情報転送コンフィギュレー
ションモードを開始します。

___________________
例 次の例では、転送設定に名前 bulkstat1が指定され、転送設定がスキーマ ATM2/0-IFMIBおよび

ATM2/0-CARを含めるように設定されています。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-CAR
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user1:pswrd@cbin2-host/users/user1/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# url secondary tftp://user1@10.1.0.1/tftpboot/user1/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# format schemaASCII
Router(config-bulk-tr)# transfer-interval 30
Router(config-bulk-tr)# retry 5
Router(config-bulk-tr)# buffer-size 1024
Router(config-bulk-tr)# retain 30
Router(config-bulk-tr)# end
Router# copy running-config startup-config

___________________
関連コマンド

説明コマンド

定期的なMIBデータ収集と転送メカニズムに
よって生成されたファイルの転送ステータスを

表示します。

show snmp mib bulkstat transfer
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snmp mib community-map
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）コミュニティを SNMPコンテキスト、エンジン ID、
またはセキュリティ名に関連付けるには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmib
community-mapコマンドを使用します。SNMPコミュニティのマッピングをデフォルトのマッピ
ングに変更するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmpmib community-map community-name [context context-name] [engineid engine-id] [security-name
security-name] [target-list vpn-list-name]

no snmpmib community-map community-name [context context-name] [engineid engine-id] [security-name
security-name] [target-list vpn-list-name]

___________________
構文の説明 SNMPコミュニティを識別するストリング。community-name

（任意）SNMPコンテキスト名がSNMPコミュ
ニティにマッピングされるように指定します。

context

（任意）SNMPコンテキストの名前を識別する
ストリング。

context-name

（任意）SNMPエンジン IDが SNMPコミュニ
ティにマッピングされるように指定します。

engineid

（任意）SNMPエンジン IDを識別するストリ
ング。デフォルトはローカルエンジン IDです

engine-id

（任意）セキュリティ名がSNMPコミュニティ
にマッピングされるように指定します。

security-name

（任意）SNMPセキュリティ名を識別するスト
リング。デフォルトはコミュニティ名です

security-name

（任意）VPNルーティングおよび転送（VRF）
リストがSNMPコミュニティにマッピングされ
るように指定します。

target-list

（任意）snmp mib target listコマンドで使用さ
れるリスト名に対応するストリング値。

vpn-list-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコミュニティおよびコンテキストは関連付けられていません。
___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMPコミュニティとデフォルト設定とは異なる SNMPコンテキスト、エンジ

ン ID、またはセキュリティ名のマッピングを作成するために使用します。

SNMPコミュニティを設定するには、snmp-server communityコマンドを使用します。 SNMPコ
ミュニティが SNMPコンテキストに関連付けられ、要求がこのコミュニティから発信されると、
要求は、コンテキストに適用されます。また、snmp mib community-mapコマンドを使用して、
ターゲットVRFのリストを関連付けることによって、SNMPコミュニティの送信元アドレスの検
証を指定することもできます。ターゲット VRFリストは、この SNMPコミュニティの有効なホ
ストを指定します。

___________________
例 次に、community1という名前の SNMPコミュニティを作成し、context1という名前の SNMPコン

テキストに関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp-server community community1
Router(config)# snmp mib community-map community1 context context1

次に、VPNリスト commAvpnにコミュニティ A（commA）を、VPNリスト commBvpnにコミュ
ニティ B（commB）をマッピングする例を示します。

Router(config)# snmp mib community-map commA context A target-list commAvpn
Router(config)# snmp mib community-map commB context B target-list commBvpn
Router(config)# snmp mib target list commAvpn vrf CustomerA
Router(config)# snmp mib target list commBvpn vrf CustomerB
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPコンテキストを特定の VPNに関連付け
ます。

context

SNMPへのアクセスを許可するコミュニティア
クセスストリングを設定します。

snmp-server community
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snmp mib event object list
イベントのオブジェクトのリストを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp mib event object listコマンドを使用します。オブジェクトリストをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib event object list owner object-list-owner name object-list-name object-number

no snmp mib event object list owner object-list-owner name object-list-name object-number

___________________
構文の説明

オブジェクトリストのオーナーを指定します。owner

オブジェクトリストのオーナー名。object-list-owner

オブジェクトリストの名前を示します。name

オブジェクトリストを識別する一意の名前。object-list-name

オブジェクトリストの識別に使用される番号。

2個のオブジェクトリストは同じ名前を持つこ
とができますが、オブジェクト番号は一意で

す。

object-number

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトリストはイベントに設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
例 次に、オブジェクトリストを設定する例を示します。

Router(config-event)# snmp mib event object list owner owner1 name objectA 10
Router(config-event-objlist)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガーの設定時にトリガーオーナー

を指定します。

snmp mib event trigger

トリガーテストをイネーブルにします。test
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snmp mib event owner
管理イベントのオーナーを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmib
event ownerコマンドを使用します。設定をディセーブルにしてデフォルトパラメータを設定す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib event owner event-owner name event-name

no snmp mib event owner event-owner name event-name

___________________
構文の説明

イベントオーナーの名前。event-owner

イベントの名前を示します。name

イベントの名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp mib event ownerコマンドは、イベントのオーナーや名前などの管理イベント情報を設定し

ます。イベントは、イベントのオーナーと名前によって識別されます。このコマンドを使用する

と、イベントコンフィギュレーションモードを開始し、イベントにオブジェクトを関連付けるこ

とができます。
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___________________
例 次に、イベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# end
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snmp mib event sample
スカラオブジェクトサンプリングの値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで snmp mib event sampleコマンドを使用します。値をリセットするには、このコマンドの no
形式を使用します。

snmp mib event sample {instance maximum| minimum} value

no snmp mib event sample {instance maximum| minimum}

___________________
構文の説明

イベントについてサンプリングするスカラオブ

ジェクトインスタンスを指定します。

instance

スカラオブジェクトサンプリングに設定する

最大値を指定します。

maximum

スカラオブジェクトサンプリングに設定する

最小値を指定します。

minimum

イベントに設定されているスカラオブジェクト

をサンプリングするための最小値または最大

値。

•最大値の範囲は 0～ 4294967295です。

•最小値の範囲は 1～ 2147483647です。

value

___________________
コマンドデフォルト スカラオブジェクトサンプリングの値は設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
例 次に、スカラオブジェクトサンプリングの最小値を設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event sample minimum 10
Router(config)#
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snmp mib event trigger owner ～ snmp-server
enable informs

• snmp mib event trigger owner, 158 ページ

• snmp mib expression delta, 160 ページ

• snmp mib expression owner, 162 ページ

• snmp mib flash cache, 164 ページ

• snmp mib flowmon alarmhistorysize, 165 ページ

• snmp mib notification-log default, 166 ページ

• snmp mib notification-log default disable, 168 ページ

• snmp mib notification-log globalageout, 170 ページ

• snmp mib notification-log globalsize, 172 ページ

• snmp mib persist, 174 ページ

• snmp mib target list, 177 ページ

• snmp trap link-status, 180 ページ

• snmp set, 183 ページ

• snmp-server cache, 186 ページ

• snmp-server contact, 188 ページ

• snmp-server context, 190 ページ

• snmp-server drop vrf-traffic, 192 ページ

• snmp-server enable informs, 193 ページ
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snmp mib event trigger owner
管理イベントトリガー情報の設定中にイベントトリガーのオーナーを指定するには、グローバル

コンフィギュレーションモードで snmp mib event trigger ownerコマンドを使用します。イベン
トトリガー設定をディセーブルにし、デフォルトパラメータを設定するには、このコマンドの

no形式を使用します。

snmp mib event trigger owner trigger-owner name trigger-name

no snmp mib event trigger owner trigger-owner name trigger-name

___________________
構文の説明

トリガーオーナーの名前。trigger-owner

トリガーの名前を示します。name

トリガーオーナーの範囲内にあるトリガーの一

意の名前。トリガー名は管理者によって割り当

てられます。

trigger-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、トリガー名およびトリガーオーナーは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp mib event trigger ownerコマンドは、イベントトリガーコンフィギュレーションモードを

イネーブルにして、イベントをトリガーする条件を設定します。トリガーの設定時に、イベント

に各トリガーを関連付け、モニタするオブジェクトを設定できます。
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___________________
例 次に、トリガーオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name trigger1
Router(config-event-trigger)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーの機能と用途の説明を指定します。description

イベントをイネーブルにします。enable

トリガーサンプル間の間隔を指定します。frequency

オブジェクトのオブジェクト IDを指定します。object id

トリガータイプに従って通知に追加できるオブ

ジェクトのリストを指定します。

object list owner
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snmp mib expression delta
オブジェクトサンプリングにデルタ間隔を指定するには、グローバルコンフィギュレーション

モードで snmp mib expression deltaコマンドを使用します。指定した間隔をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib expression delta {minimum {delta-value| seconds}| wildcard maximum wildcard-instance}

no snmp mib expression delta {minimum| wildcard maximum}

___________________
構文の説明

オブジェクトサンプリングの最小値を指定しま

す。

minimum

オブジェクトサンプリング中に使用するデルタ

値。

delta-value

デルタサンプル間の最小秒数。デフォルトは

1です。
seconds

オブジェクトサンプリング中にワイルドカード

化できるインスタンスの数を指定します。

wildcard

オブジェクトの最大値を指定します。maximum

動的なインスタンスエントリの最大数。デフォ

ルトは 0です。
wildcard-instance

___________________
コマンドデフォルト 最小デルタ間隔のデフォルト値は 1秒です。

デフォルトのワイルドカードの最大値は 0です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン アプリケーションは、デルタを常に計算することによる影響を低減するために、最小デルタ間隔

に大きい値を使用する場合があります。 snmp mib expression delta minimumコマンドは、設定後
に作成されたすべての式のオーバーヘッド低減を強制します。

デルタオブジェクトのすべてのインスタンスについて、前のサンプルからのインスタンス値を制

限するために、1個のダイナミックインスタンスエントリが必要です。 snmpmib expression delta
wildcard maximumコマンドは、式のワイルドカードデルタオブジェクトについてシステムでサ
ポートされるダイナミックインスタンスエントリの最大数を制限します。与えられたデルタ式

で、ダイナミックインスタンスの数は、（すべての条件を満たす）デルタ値の数に、式内のデル

タ値の数を掛けたものです。

値 0は、プロセットされた制限がないことを示します。システムの動作やリソースに基づくダイ
ナミックな制限があります。ただし、この値を変更しても、既存のデルタワイルドカードイン

スタンスオブジェクトは除外されませんが、こうしたオブジェクトの作成が防止されます。

___________________
例 次に、最小デルタ間隔を 60秒に設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression delta minimum 60
Router(config-expression)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトのサンプリング方式を指定しま

す。

sample
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snmp mib expression owner
式のオーナーを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmibexpression
ownerコマンドを使用します。式コンフィギュレーションをディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp mib expression owner expr-owner name expr-name

no snmp mib expression owner expr-owner name expr-name

___________________
構文の説明

式のオーナーの名前。expr-owner

式の名前を示します。name

式の名前。expr-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、式のオーナーと式の名前は定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン snmpmib expression ownerコマンドでは、式コンフィギュレーションモードをイネーブルにし、

式のオーナーや名前などの式の情報を設定します。 expression、delta interval、expressionなどの
コマンドを使用して、式プロパティを設定できます。
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___________________
例 次に、式のオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expression1
Router(config-expression)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式の評価中に使用するオブジェクトのデルタサ

ンプリングの間隔を指定します。

delta interval

イベントの機能と用途を説明します。description（イベント）

イベントまたはイベントトリガーをイネーブル

にします。

enable（イベント）

評価する式を指定します。expression

式の評価中に使用するオブジェクトを指定しま

す。

object

アプリケーションがインスタンスのインデック

スに基づいてオブジェクトを特定できるように

します。

prefix object

式の値のタイプを指定します。value type
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snmp mib flash cache
フラッシュMIBに対するデータ収集プロセスをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで snmp mib flash cacheコマンドを使用します。コマンドをデフォルトの間隔
に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib flash cache [interval minutes]

no snmp mib flash cache [interval minutes]

___________________
構文の説明

（任意）フラッシュMIBデータ収集プロセス
の間隔を指定します。

interval

（任意）分単位のデータ収集間隔。有効な値は

1～ 60です。デフォルトは 2です。
minutes

___________________
コマンドデフォルト フラッシュMIBデータ収集プロセスはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン データ収集プロセスは、デバイス、パーティション、ファイルインデックス、およびファイルタ

イプに従ってフラッシュMIBの ciscoFlashFileTableをソートするために必要なデータを収集しま
す。

___________________
例 次に、データ収集間隔を 10秒に設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# snmp mib flash cache interval 10
Router(config)#
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snmp mib flowmon alarmhistorysize
フローモニタのアラーム履歴ログで保持されるエントリの最大数を設定するには、グローバルコ

ンフィギュレーションモードで snmp mib flowmon alarmhistorysizeコマンドを使用します。ア
ラーム履歴ログエントリの最大数の設定を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

snmp mib flowmon alarmhistorysize num

no snmp mib flowmon alarmhistorysize num

___________________
構文の説明

フローモニタが保持するエントリの最大数を指

定します。

num

___________________
コマンドデフォルト フローモニタは、アラーム履歴ログに最大 500エントリを保持します。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)S

___________________
例 次に、フローモニタが保持するエントリの最大数を 400に設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib flowmon alarmhistorysize 400

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPをイネーブルにし、コミュニティストリ
ングとアクセス権限を設定します。

snmp -server community

SNMP通知動作の指定snmp -server host
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snmp mib notification-log default
名前の付いていない簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知ログを作成するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで snmp mib notification-log defaultコマンドを使用します。
ログを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib notification-log default [size number]

no snmp mib notification-log default [size number]

___________________
構文の説明

（任意）ログに格納できるエントリの最大数を

設定します。

size

（任意）エントリの最大数。デフォルト値は

500です。
number

___________________
コマンドデフォルト 500エントリ

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されまし
た。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、名前の付いていないデフォルトの SNMP通知ログを作成します。デフォルト

ログの名前は長さゼロのストリングです（show snmp mib notification-logコマンドの出力に Log
Name""として表示されます）。

デフォルトログの作成と削除はコマンドラインインターフェイス（CLI）でのみ実行できます。
CLIまたは SNMPツール（SET操作）を使用した名前付きログの作成は現在サポートされていま
せん。フィルタ（varbind）はデフォルトログに関連付けできません。
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SNMP通知ロギングはデフォルトでイネーブルですが、このコマンドを使用して特定のログが作
成され、定義されるか、またはネットワーク管理ステーション（NMS）から SNMP set操作を使
用して名前付きログが作成されるまでロギングは開始されません。

このコマンドの no形式は、デフォルトの通知ログを削除し、通知ログMIBデータベースからこ
のログの一部である通知を削除（ログおよびエントリをすべて再帰的に削除）します。

___________________
例 次に、サイズが 600のデフォルトの SNMP通知ログを作成してアクティブにする例を示します。

Router(config)# snmp mib notification-log default size 600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ローカルSNMP通知ロギングの状態に関する情
報を表示します。

show snmp mib notification-log

通知の最大有効期間を設定します。snmp mib notification-log globalageout

すべてのログに許容される通知の最大数を設定

します。

snmp mib notification-log globalsize
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snmp mib notification-log default disable
既存の通知ログエントリを削除せずに「デフォルト」ログに対する簡易ネットワーク管理プロト

コル（SNMP）通知ロギングをディセーブルにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで snmp mib notification-log default disableコマンドを使用します。ロギングを再度イネー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib notification-log default disable

no snmp mib notification-log default disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ロギングはイネーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されまし
た。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン 「デフォルト」通知ログは、名前の付いていない通知ログです。

このコマンドは、SNMP通知ロギングをディセーブルにします。ただし、このコマンドでは、既
存のログは削除されません。既存の「デフォルト」ログをクリアするには、no snmp mib
notification-log defaultコマンドを使用します。

SNMP通知ロギングはデフォルトでイネーブルですが、snmpmib notification-log defaultコマンド
を使用して特定のログが作成され、定義されるか、またはネットワーク管理ステーション（NMS）
から SNMP set操作を使用して名前付きログが作成されるまでロギングは開始されません。

___________________
例 次の例では、SNMP通知ロギングがディセーブルになりますが、既存のログは削除されません。

Router(config)# snmp mib notification-log default ?

disable disable logging
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size size of the default log
<cr>

Router(config)# snmp mib notification-log default disable

Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ローカルSNMP通知ロギングの状態に関する情
報を表示します。

show snmp mib notification-log

SNMP通知ログを作成します。snmp mib notification-log default

通知の最大有効期間を設定します。snmp mib notification-log globalageout

すべてのログに許容される通知の最大数を設定

します。

snmp mib notification-log globalsize
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snmp mib notification-log globalageout
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知ログエントリがシステムメモリに保持される最
大時間を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp mib notification-log
globalageoutコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

snmp mib notification-log globalageout minutes

no snmp mib notification-log globalageout minutes

___________________
構文の説明

通知エントリがシステムメモリに保持される最

大有効期間（分単位）。デフォルトは15です。
minutes

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのグローバルなエージアウト値は 15分です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されまし
た。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン エージアウト値は通知ログを通知ログMIBデータベースに保持できる最大時間を指定します。こ

の値は、通知ログMIBデータベースのすべてのログ（デフォルトログおよび名前付きログ）に適
用されます。

このコマンドの no形式を使用すると、デフォルト値に戻ります。

___________________
例 次の例では、SNMP通知ログ内の 20分以上前に記録されたエントリを削除するようにシステムを

設定しています。

Router(config)# snmp mib notification-log globalageout 20
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ログのサマリーを表示します。show snmp mib notification-log

MIBのデフォルトログを作成します。snmp mib notification-log default

すべてのログに許容される通知の最大数を設定

します。

snmp mib notification-log globalsize
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snmp mib notification-log globalsize
すべての簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知ログに保存できるエントリの最大数を
設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp mib notification-log globalsize
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib notification-log globalsize number

no snmp mib notification-log globalsize number

___________________
構文の説明

ログエントリの最大数。範囲は 1～ 15000で
す。この値は 0（無制限）に設定できません。
デフォルト値は 500です。

number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのグローバルログサイズは 500エントリです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されまし
た。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知ログデータベースのサイズは、（すべての SNMP通知ログの組み合わせに対して）グ

ローバルに設定するか、または名前付きログごとに設定できます。 snmp mib notification-log
globalsizeはローカルシステムにおけるすべての通知ログの最大エントリ数を設定します。つま
り、この設定は、通知ログMIBデータベース全体に影響します。この値は SNMP通知ログMIB
の nlmConfigGlobalEntryLimitオブジェクトに保存されます。

デフォルトのグローバルログサイズは 500ログエントリです。個々のログ（「デフォルトロ
グ」など）のデフォルトのログサイズは 500ログエントリです。組み合わされたすべてのログ
の最大サイズは、15,000ログエントリです。
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___________________
例 次の例では、システム上のすべての SNMP通知ログでエントリ数が 600を超えた場合に、古いロ

グエントリを削除するようにシステムが設定されています。

Router(config)# snmp mib notification-log globalsize 600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ログのサマリーを表示します。show snmp mib notification-log

MIBのデフォルトログを作成します。snmp mib notification-log default

通知の最大有効期間を設定します。snmp mib notification-log globalageout
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snmp mib persist
MIBパーシステンスをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp
mib persistコマンドを使用します。MIBパーシステンスをディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp mib persist [event| expression| circuit| cbqos| v3mibs]

no snmp mib persist [event| expression| circuit| cbqos| v3mibs]

___________________
構文の説明

（任意）イベントMIBパーシステンスをイネー
ブルにします。

event

（任意）式MIBパーシステンスをイネーブル
にします。

expression

（任意）回線MIBパーシステンスをイネーブ
ルにします。

circuit

（任意）クラスベース（CB）のQualityofService
（QoS）MIBパーシステンスをイネーブルにし
ます。

cbqos

（任意）バージョン 3MIBのパーシステンスを
イネーブルにします。

v3mibs

___________________
コマンドデフォルト MIBパーシステンスはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容T リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

eventおよび expressionキーワードが追加されました。12.2(4)T3

cbqosキーワードが追加されました。12.4(4)T

eventおよび expressionキーワードが削除されました。12.4(20)T
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変更内容T リリース

変更内容OSリリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(32)Sに統合されました。
event、expression、および cbqosキーワードが追加されました。

12.0(32)S

変更内容SBリリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。
v3mibsおよび cbqosキーワードが追加されました。

12.2(31)SB

変更内容SXリリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されまし
た。 cbqosキーワードが追加されました。

12.2(33)SXI

変更内容SRリリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。 cbqosキーワードが追加されました。

12.2(33)SRB

v3mibsキーワードが追加されました。12.2(33)SRC

___________________
使用上のガイドライン snmpmibpersistコマンドの入力後、NVRAMにMIBパーシステンス設定データを保存するには、

write mib-dataコマンドを入力する必要があります。

回線インターフェイスMIBは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）モニタリングのため
に個々の回線ベースインターフェイスを識別するのに使用できるMIBオブジェクト（cciDescr）
を提供します。回線インターフェイス IDパーシステンスは、回線インターフェイスMIB
（CISCO-CIRCUIT-INTERFACE-MIB）内の cciDescrオブジェクトの値を保持することで、再起動
後も回路のユーザ定義の名前を保持します。特定の回線で一貫した値を使用すると、SNMPを使
用するネットワーク管理アプリケーションに役立ちます。回線インターフェイス IDパーシステ
ンスをイネーブルにするには、snmp mib persist circuitグローバルコンフィギュレーションコマ
ンドを使用します。このコマンドは、NVRAMメモリを使用するため、デフォルトではディセー
ブルです。

すべての使用可能なMIBタイプのMIBパーシステンスをイネーブルにするには、snmpmibpersist
コマンドをキーワードなしで使用します。

___________________
例 次に、イベントMIBパーシステンスをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib persist cbqos
Router(config)# end

Router# write mib-data
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のインターフェイス上でだけ再起動後も一

定となる SNMPインターフェイスインデック
ス値をイネーブルにします。

snmp ifindex persist

再起動後も一定となるSNMPインターフェイス
インデックス値をグローバルにイネーブルにし

ます。

snmp-server ifindex persist

NVRAMにMIBパーシステンス設定データを保
存します。

write mib-data
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snmp mib target list
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）コミュニティに関連付けるターゲットのバーチャル
プライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスとホストのリ
ストを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmpmib target listコマンド
を使用します。 VRFインスタンスとホストのリストを削除するか、リストから特定の VRFまた
はホストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp mib target list vpn-list-name {vrf vrf-name| host ip-address}

no snmp mib target list vpn-list-name {vrf vrf-name| host ip-address}

___________________
構文の説明

ターゲットリストの名前。vpn-list-name

指定した VRFをターゲットリストに追加しま
す。

vrf

リストに含める VRFの名前。vrf-name

指定したホストをターゲットリストに追加しま

す。

host

ホストの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト ターゲットリストは作成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(31) SB2に統合されました。12.2(31)SB2
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMPv1またはSNMPv2をVPN環境で使用して送信元アドレスの検証用にVRF

またはホストのリストを設定する場合に使用します。ターゲットリストを設定すると、着信パ

ケットがターゲットリスト上のVRFまたはホストから受信された場合だけコミュニティが有効に
なります。

•次のMIBだけはコンテキストアウェアであり、これらのMIBのテーブルすべてをポーリン
グできます。

• CISCO-IPSEC-FLOW-MONITOR-MIB（Cisco IOS Release 12.4T以降）

• CISCO-IPSEC-MIB（Cisco IOS Release 12.4T以降）

• CISCO-PING-MIB

• IP-FORWARD-MIB

• MPLS-LDP-MIB

•現在、IP-FORWARD-MIBの 2個の SNMP変数 1.3.6.1.2.1.4.24.3（ipCidrRouteNumber：スカ
ラ）と 1.3.6.1.2.1.4.24.4.1（ipCidrRouteEntry：テーブル）をポーリングできます。

SNMPを VPN環境で使用する場合は、authNoPriv以上のセキュリティレベルで SNMPv3を使
用することを推奨します。

（注）

___________________
例 次に、target1という名前のターゲットリストを追加し、新しく作成されたターゲットリストに

vrf1という名前の VRFを追加する例を示します。

Router(config)# snmp mib target list target1 vrf vrf1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPコミュニティをSNMPコンテキスト、エ
ンジン ID、またはセキュリティ名にマッピング
します。

snmp mib community-map
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snmp trap link-status
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）リンクトラップの生成をイネーブルにするには、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードまたはサービスインスタンスコンフィギュレー

ションモードで snmp trap link-statusコマンドを使用します。 SNMPリンクトラップの生成を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap link-status [permit duplicates]

no snmp trap link-status [permit duplicates]

___________________
構文の説明

（任意）SNMPリンクアップトラップおよびリ
ンクダウントラップの重複を許可します。

permit duplicates

___________________
コマンドデフォルト SNMPリンクトラップは、インターフェイスがアップまたはダウンした場合に生成されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）、サービスインスタンスコンフィギュ

レーション（config-if-srv）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。permit duplicatesキーワードペアが追
加されました。

12.2(30)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(8)Tに統合されました。12.3(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドの動作は、使用上のガイドラインに従って、PRE3用と
PRE4用の Cisco 10000シリーズルータで変更されました。

12.2(33)SB
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変更内容リリース

このコマンドのサポートが、サービスインスタンスコンフィギュレー

ションモードに拡張されました。

12.2(33)SRD1

このコマンドが変更されました。このリリース以降、このコマンドは、

各サブインターフェイスでイネーブルにする必要があります。

12.2(33)SRE6

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(3)S3に統合されました。15.1(3)S3

___________________
使用上のガイドライン デフォルトでは、SNMPリンクトラップは、インターフェイスがアップまたはダウンしたときに

送信されます。通常使用中もアップまたはダウンすると予想される ISDNインターフェイスなど
のインターフェイスでは、これらのトラップによって生成される出力は有用でない場合がありま

す。このコマンドの no形式を使用すると、これらのトラップがディセーブルになります。

permitおよび duplicatesキーワードは、一緒に使用され、個別には使用できません。インター
フェイスがSNMPリンクアップトラップ、リンクダウントラップ、または両方を生成しない場合
に permit duplicatesキーワードペアを使用します。 snmp trap link-status permit duplicatesコマン
ドを設定すると、複数のトラップが同じリンクアップまたはリンクダウン遷移に対して送信され

る場合があります。

permit duplicatesキーワードペアは SNMPリンクトラップが生成されることを保証するものでは
なく、トラップを受信するためにこれらのキーワードの設定は必須ではありません。

デフォルトでは、サービスインスタンスコンフィギュレーションモードで SNMPリンクトラッ
プは送信されません。また、サービスインスタンスコンフィギュレーションモードでは permit
duplicatesキーワードペアを使用できません。

ATMサブインターフェイスでSNMPトラップ通知をイネーブルにするには、snmp trap link-status
コマンドを snmp-server enable traps atm subifコマンドとともに使用する必要があります。
snmp-server enable traps atm subifコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで設定
する必要があり、その後、SNMPトラップ通知をイネーブルにする各ATMサブインターフェイス
で snmp trap link-statusコマンドを設定する必要があります。

Cisco 10000シリーズルータ

Cisco IOS Release 12.2(33)SBでは、virtual-template snmpコマンドに新しいデフォルト設定があり
ます。デフォルトでイネーブルになるのではなく、no virtual-template snmpがデフォルト設定で
す。この設定は、スケーリングを拡張し、MIB ifTableにおける多数のエントリを防ぐことによ
り、SNMPがインターフェイスMIBおよびその他の関連MIBを使用するときにCPUHogメッセー
ジを回避します。

no virtual-template snmpコマンドを設定すると、デバイスは仮想テンプレートインターフェイス
で snmp trap link-statusコマンドを受け入れなくなります。代わりに、次のような設定エラーメッ
セージが表示されます。

Device(config)# interface virtual-template 1
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Device(config-if)# snmp trap link-status
%Unable set link-status enable/disable for interface

すでに設定で仮想テンプレートインターフェイスに snmp trap link-statusコマンドが設定されて
いる場合、Cisco IOSRelease 12.2(33) SBにアップグレードすると、仮想テンプレートインターフェ
イスがインターフェイスMIBですでに登録されていても、デバイスのリロード時に設定エラーが
表示されます。

___________________
例 次に、ISDN BRIインターフェイス 0に関連する SNMPリンクトラップをディセーブルにする例

を示します。

Device(config)# interface bri 0
Device(config-if)# no snmp trap link-status

次に、イーサネットインターフェイス 0/1のサービスインスタンス 50の SNMPリンクトラップ
をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# interface ethernet 0/1
Device(config-if)# service instance 50 ethernet
Device(config-if-srv)# snmp trap link-status
Device(config-if-srv)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ATMサブインターフェイスの SNMP通知の送
信をイネーブルにします。

snmp-server enable traps atm subif

仮想アクセスインターフェイスを作成または再

利用するときに SNMPに登録できます。
virtual-template snmp
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snmp set
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）set操作中にオブジェクト変数の値を設定または変更
するには、特権 EXECモードで snmp setコマンドを使用します。

snmp set {v1| v2c| v3} ip-address [vrf vrf-name] community-string [retry number] [timeout seconds] oid
oid-value oid-type oid-type-value

___________________
構文の説明 set操作に SNMPv1セキュリティモデルを使用

することを指定します。

v1

set操作に SNMPv2セキュリティモデルを使用
することを指定します。

v2c

set操作に SNMPv3セキュリティモデルを使用
することを指定します。

v3

SNMPホストの IPv4または IPv6アドレス。ip-address

（任意）バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスを使用してSNMP通知を送信するこ
とを指定します。

vrf

（任意）VPNVRFの名前またはインスタンス。vrf-name

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためにパスワードと同様に機能します。ス

トリングには、1～32文字の英数字を使用でき
ます。

community-string

（任意）set操作で考慮する再試行回数を指定し
ます。有効値は 1～ 10です。

retry number

（任意）データ設定の各試行間の時間間隔を秒

単位で指定します。有効値は 1～ 1000です。
timeout seconds

設定する変数のオブジェクト ID値を指定しま
す。

oid

オブジェクト ID値。たとえば、sysName.0ま
たは 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5

oid-value
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OIDのタイプ。次の値が有効です。

• counter：最小値が 0の 32ビットの数値。
最大値に到達すると、カウンタが 0にリ
セットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• integer：管理対象オブジェクトのコンテキ
スト内の番号が付けられたタイプを指定す

る場合は、32ビットの数字が使用されま
す。たとえば、ルータインターフェイス

の動作ステータスを 1に設定した場合は
アップ、2に設定した場合はダウンを示し
ます。

• ip-address：IPアドレス。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• timeticks：timeticksに基づいて値を指定し
ます。 timeticksは 2イベント間の経過時
間を指定する 100分の 1秒単位の整数値を
表します。

oid-type

SNMP set操作用に指定された OIDタイプの整
数またはテキストストリング値。次のリスト

に、各 oid-type引数値で有効な整数またはテキ
ストストリング値の説明を示します。

• counter：0～4294967295の範囲の整数値。

• gauge：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• integer：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• ip-address：ドット付き 10進表記の IPア
ドレス。

• string：テキストストリング。

• timeticks：0～ 4294967295の範囲の整数
値。

oid-type-value

___________________
コマンドデフォルト 変数はデフォルトでは設定されていません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン SNMP set操作は SNMPエンティティの各変数を変更します。

set操作のコミュニティストリングは、次のいずれかのタイプに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用アクセスを設定します。このコミュニティストリ
ングのデフォルト値は publicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書き込みアクセスを設定します。このコミュニティ
ストリングのデフォルト値は privateです。

___________________
例 次に、SNMPv2cを使用して変数を設定する例を示します。

Router# snmp set v2c 10.16.2.8 public retry 2 timeout 60 oid 1.3.6.1.4.1.9.9.96.1.1.1.1.2.17
integer 4
SNMP Response: reqid 10, errstat 0, erridx 0
ccCopyTable.1.2.17 = 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community
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snmp-server cache
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）キャッシュをイネーブルにし、SNMPキャッシュの失
効間隔を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server cacheコマン
ドを使用します。SNMPエンジンによって保持されるMIBのキャッシュをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server cache [interval seconds]

no snmp-server cache

___________________
構文の説明

（任意）SNMPキャッシュ間隔を指定します。interval

（任意）SNMPキャッシュ間隔（秒単位）。有
効な値の範囲は 1～ 300です。デフォルトは 5
です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、SNMPキャッシュはイネーブルになっています。デフォルトの失効間隔値は 5

秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、分散またはモジュラ環境で使用されます。 SNMPエンジンキャッシュは、MIB

のキャッシュを維持します。

___________________
例 次に、SNMPキャッシュ間隔を 60秒に設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server cache interval 60

この例は、SNMPキャッシュをディセーブルにする方法を示しています。

Router(config)# no snmp-server cache
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community

SNMPサーバマネージャ設定プロセスを開始し
ます。

snmp-server manager
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snmp-server contact
システム連絡先（sysContact）ストリングを設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで snmp-server contactコマンドを使用します。システム連絡先情報を削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

snmp-server contact text

no snmp-server contact

___________________
構文の説明

システム接点情報を説明するストリング。text

___________________
コマンドデフォルト システム連絡先ストリングは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
例 次に、システム連絡先ストリングの例を示します。

Router(config)# snmp-server contact Dial System Operator at beeper # 27345

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPシステム連絡先情報を表示します。show snmp contact
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説明コマンド

システムの場所を表す文字列を設定します。snmp-server location
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snmp-server context
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）コンテキストを作成するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで snmp-server contextコマンドを使用します。 SNMPコンテキストを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server context context-name

no snmp-server context context-name

___________________
構文の説明

作成する SNMPコンテキストの名前。context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
190

snmp mib event trigger owner ～ snmp-server enable informs
snmp-server context



___________________
使用上のガイドライン no snmp-server contextコマンドを使用すると、そのコンテキストのすべての SNMPインスタンス

が削除されます。

ルート識別子（RD）は、SNMPコンテキストを設定するときに必要です。 RDはルーティング
テーブルと転送テーブルを作成し、VPNのデフォルトルート識別子を指定します。 RDは、グ
ローバルに一意にするために IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。RDは、ASN関連で、
自律システム番号と任意の番号で構成されるか、または IPアドレス関連で、IPアドレスと任意の
番号で構成されます。

___________________
例 次に、contextAという名前の SNMPコンテキストを作成し、CustomerAという名前のバーチャル

プライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに関連付ける
例を示します。

Router(config)#
snmp-server context contextA
Router(config)# ip vrf CustomerA
Router(config-vrf)# rd 100:120
Router(config-vrf)# context contextA

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPコンテキストを特定の VRFに関連付け
ます。

context
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snmp-server drop vrf-traffic
仮想ルーティングおよび転送（VRF）インターフェイスからの簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）パケットをドロップするようにルータを設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで snmp-server drop vrf-trafficコマンドを使用します。設定をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server drop vrf-traffic

no snmp-server drop vrf-traffic

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMPパケットは VRFインターフェイスからドロップされません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 15.0(1)Mよりも前のリリース
に導入されました。

15.0(1)M

___________________
例 次に、VRFインターフェイスから送信される SNMPパケットをドロップするようにルータを設定

する例を示します。

Router(config)# snmp-server drop vrf-traffic

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPサーバのシリアル番号を識別するメッ
セージ行を提供します。

snmp-server chassis-id

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
192

snmp mib event trigger owner ～ snmp-server enable informs
snmp-server drop vrf-traffic



snmp-server enable informs

Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以降、snmp-server enable informsコマンドは、Cisco IOSソフト
ウェアで使用できなくなります。

（注）

このコマンドに機能はありません。簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）インフォーム通
知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードの snmp-server
enable trapsnotification-typeコマンドのいずれかをグローバルコンフィギュレーションモードの
snmp-server hosthost-address informsコマンドと組み合わせて使用します。

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドは削除されました。代わりにグローバルコンフィギュレー

ションモードの snmp-server enable trapsnotification-typeコマンドのいずれ
かをグローバルコンフィギュレーションモードの snmp-server
hosthost-address informsコマンドと組み合わせて使用します。

12.2(33)SXI
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change ～ snmp-server enable traps voice
poor-qov

• snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change, 197 ページ

• snmp-server enable traps pim, 199 ページ

• snmp-server enable traps power-ethernet group, 201 ページ

• snmp-server enable traps pppoe, 203 ページ

• snmp-server enable traps pppoe per-interface, 205 ページ

• snmp-server enable traps pppoe per-mac, 207 ページ

• snmp-server enable traps pppoe per-vc, 209 ページ

• snmp-server enable traps pppoe per-vlan, 211 ページ

• snmp-server enable traps pppoe system, 213 ページ

• snmp-server enable traps pppoe vc, 215 ページ

• snmp-server enable traps repeater, 217 ページ

• snmp-server enable traps resource-policy, 220 ページ

• snmp-server enable traps rtr, 221 ページ

• snmp-server enable traps snmp, 223 ページ

• snmp-server enable traps srp, 227 ページ

• snmp-server enable traps storm-control, 229 ページ

• snmp-server enable traps syslog, 231 ページ

• snmp-server enable traps transceiver all, 234 ページ

• snmp-server enable traps trustsec, 236 ページ
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• snmp-server enable traps trustsec-interface, 238 ページ

• snmp-server enable traps trustsec-policy, 240 ページ

• snmp-server enable traps trustsec-server, 242 ページ

• snmp-server enable traps trustsec-sxp, 244 ページ

• snmp-server enable traps voice, 247 ページ

• snmp-server enable traps voice poor-qov, 249 ページ

• snmp-server enable traps vswitch dual-active, 250 ページ
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change
Open Shortest Path First（OSPF）遷移状態変更簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知を
イネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
ospf cisco-specific state-changeコマンドを使用します。OSPF遷移状態変更 SNMP通知をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change [nssa-trans-change| shamlink [interface|
interface-old| neighbor]]

no snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change [nssa-trans-change| shamlink [interface|
interface-old| neighbor]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFエリアの Not-So-Stubby Area
（NSSA）トランスレータ状態変化トラップだ
けイネーブルにします。

nssa-trans-change

（任意）OSPFエリアの模造リンク移行状態変
化トラップだけイネーブルにします。

shamlink

（任意）OSPFエリアの模造リンクインター
フェイス状態変化トラップだけイネーブルにし

ます。

interface

（任意）OSPFエリアの置換インターフェイス
移行状態変化トラップだけイネーブルにしま

す。

interface -old

（任意）OSPFエリアの模造リンクネイバー移
行状態変化トラップだけイネーブルにします。

neighbor

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでディセーブルです。この場合、OSPF移行状態変化 SNMP通知は作

成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(5)
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

shamlink、interface-oldおよび neighborの各キーワードが追加され
ました。

12.0(30)S

shamlink、interface-oldおよび neighborの各キーワードのサポート
が追加されました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン 新しいおよび置換された模造リンクインターフェイスの移行ステート変更トラップの両方をイ

ネーブルにできないため、interfaceおよび interface-oldの両方のキーワードを入力できません。
これらのトラップは、いずれか一方だけを設定するか、両方とも設定しないでください。

___________________
例 次に、パブリックとして定義されたコミュニティストリングを使用してアドレスmyhost.cisco.com

のホストに OSPF模造リンク移行状態変化通知を送信するようにルータをイネーブルにする例を
示します。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF非仮想インターフェイスの不一致エラー
に関する SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
config-error

OSPF模造リンクエラー SNMP通知をイネーブ
ルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
shamlink

OSPF再送信エラー SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
retransmit
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snmp-server enable traps pim
Protocol Independent Multicast（PIM）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブ
ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps pimコマ
ンドを使用します。 PIM-specific SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server enable traps pim [neighbor-change| rp-mapping-change| invalid-pim-message]

no snmp-server enable traps pim

___________________
構文の説明

（任意）ルータのPIMインターフェイスがディ
セーブルかイネーブルにされたとき、または、

ルータのPIM隣接ルータとの隣接関係の期限が
切れたときを示す通知をイネーブルにします。

neighbor-change

（任意）Auto-RPまたはブートストラップルー
タ（BSR）メッセージによるランデブーポイン
ト（RP）マッピング情報の変更を示す通知をイ
ネーブルにします。

rp-mapping-change

（任意）無効な PIMメッセージトラップをイ
ネーブルにします。たとえば、無効なPIMメッ
セージは、ルータがパケットで指定されている

RPがマルチキャストグループの RPではない
join/pruneメッセージを受信した場合に発生する
可能性があります。

invalid-pim-message

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。PIM通知は、Cisco.com
の http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある CISCO-PIM-MIB.myおよび
PIM-MIB.myファイルに定義されています。

___________________
例 次に、ルータをルータの PIMインターフェイスがイネーブルになっていることを示す通知を生成

するように設定する例を示します。

! Configure PIM traps to be sent as SNMPv2c traps to host with IP address 10.0.0.1.
Router(config)# snmp-server host 10.0.0.1 traps version 2c public pim

! Configure router to send the neighbor-change class of notifications to host.
Router(config)# snmp-server enable traps pim neighbor-change

! Enable PIM sparse-dense mode on Ethernet interface 0/0.
Router(config)# interface ethernet0/0

Router(config-if)# ip pim sparse-dense-mode

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps power-ethernet group
電源のイーサネット電源エンティティ（PSE）に接続されているスロットを含むグループを設定
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps power-ethernet
groupコマンドを使用します。グループをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使
用します。

snmp-server enable traps power-ethernet group slot-number

no snmp-server enable traps power-ethernet group slot-number

___________________
構文の説明

電源のイーサネット PSEに接続されているス
ロットを含むグループの数を指定する整数。指

定できる範囲は 1～ 4です。

slot-number

___________________
コマンドデフォルト PSEに接続されているスロットを含むをグループは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン スロットのインターフェイスから生成されたトラップを受信するようにグループのトラップをイ

ネーブルにします。

___________________
例 次に、イーサネット PSEデバイスのグループを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# snmp-server enable traps power-ethernet group 2
Device(config)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インラインパワーを指定したスイッチポート

のデバイスに適用する方法を指定します。

power inline

指定したポートまたはすべてのポートの電源ス

テータスを表示します。

show power inline

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
ス（および対応する IPアドレス）を指定しま
す。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps pppoe
Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoeコマンドを使用します。 PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe

no snmp-server enable traps pppoe

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(1)DC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されま
した。

Cisco IOS XE Release 2.5

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMPトラップだけをイネーブルにします。これはインフォーム要求をサポー

トしません。

SNMP通知が送信されるPPPoEセッション数のしきい値を設定するには、pppoe limitmax-sessions
または pppoe max-sessionsコマンドを使用します。

SNMP通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/go/mibs
にある CISCO-PPPOE-MIB.myファイルを参照してください。
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___________________
例 次に、アドレス 192.0.2.0のホストに PPPoEセッション数 SNMP通知を送信するようにルータを

イネーブルにする例を示します。

snmp-server community public RW
snmp-server enable traps pppoe
snmp-server host 192.0.2.0 version 2c public udp-port 1717

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで許可されるPPPoEセッションの最大数
と、SNMPトラップが生成される PPPoEセッ
ション数のしきい値を設定します。

pppoe limit max-sessions

ATM PVC、PVC範囲、VCクラス、または
VLANで許可されるPPPoEセッションの最大数
と、SNMPトラップが生成される PPPoEセッ
ション数のしきい値を設定します。

pppoe max-sessions

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps pppoe per-interface
インターフェイストラップのPPPoverEthernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps pppoe per-interfaceコマンドを使用します。インターフェイストラップ
の PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

snmp-server enable traps pppoe per-interface [loss-percent | loss-threshold]

no snmp-server enable traps pppoe per-interface [loss-percent | loss-threshold]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスごとの損失率トラッ

プをイネーブルにします。

loss-percent

（任意）インターフェイスごとの損失しきい値

トラップをイネーブルにします。

loss-threshold

___________________
コマンドデフォルト インターフェイストラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoeper-interfaceコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブ
ルにします。このコマンドの通知は、PPPoEセッションの損失率が特定のインターフェイスに設
定されているしきい値を超えたことを示します。

___________________
例 次に、インターフェイスごとの損失率トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルに

する例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-interface loss-percent
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-mac
MACアドレストラップを使用したノードの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネット
ワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps pppoe per-macコマンドを使用します。MACアドレスト
ラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-mac [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）MACごとの制限トラップをイネーブ
ルにします。

limit

（任意）MACごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト MACアドレストラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルで

す。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoeper-macコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネー
ブルにします。このコマンドの通知は、特定のクライアントイーサネットMACアドレスからの
アクティブなセッションの数が設定されたMACごとの制限に達したことを示します。

___________________
例 次に、MACごとの制限トラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブ

ルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-mac limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-vc
仮想接続（VC）トラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps pppoe per-vcコマンドを使用します。 VCトラップの PPPoEセッション
数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-vc [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-vc [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）VCごとの制限トラップをイネーブル
にします。

limit

（任意）VCごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe per-vcコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルに
します。このコマンドの通知は、ATMVCI/VPIのアクティブなセッションの数が設定されている
最大制限を超えたことを示します。

___________________
例 次に、VCごとの制限トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示しま

す。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-vc limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-vlan
VLANトラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoe per-vlanコマンドを使用します。VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-vlan [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）VLANごとの制限トラップをイネーブ
ルにします。

limit

（任意）VLANごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe per-vlanコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブル
にします。このコマンドの通知は、設定されている時間間隔において特定のVLANに着信した新
しい PPPoEセッション要求の数がレート制限に達したことを示します。

___________________
例 次に、VLANごとの制限トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示し

ます。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-vlan limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

システムトラップのPPPoEセッション数SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe system
システムトラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoe systemコマンドを使用します。システムトラップのPPPoEセッション数SNMP
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe system [loss-percent | loss-threshold | threshold]

no snmp-server enable traps pppoe system [loss-percent | loss-threshold | threshold]

___________________
構文の説明

（任意）セッションの損失率トラップをイネー

ブルにします。

loss-percent

（任意）セッションの損失しきい値トラップを

イネーブルにします。

loss-threshold

（任意）セッションしきい値トラップをイネー

ブルにします。

threshold

___________________
コマンドデフォルト システムトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe systemコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルに
します。このコマンドの通知は、期間全体で失われたPPPoEセッションの割合が、設定されてい
るしきい値を超えたことを示します。
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___________________
例 次に、システムの損失率トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示し

ます。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe system loss-percent

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe vc
すべてのノード間仮想接続（VC）トラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネッ
トワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで snmp-server enable traps pppoe vcコマンドを使用します。すべてのノード間VC
トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server enable traps pppoe vc [threshold]

no snmp-server enable traps pppoe vc [threshold]

___________________
構文の説明

（任意）VCしきい値トラップをイネーブルに
します。

threshold

___________________
コマンドデフォルト すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe vcコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルにしま
す。このコマンドの通知は、ATMVCI/VPIのアクティブなセッションの数が VCの設定されてい
る最大制限を超えたことを示します。

___________________
例 次に、VCしきい値トラップのPPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe vc threshold
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-system
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snmp-server enable traps repeater
標準リピータ（ハブ）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルまたはディ
セーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
repeaterコマンドを使用します。リピータ通知をディセーブルにするには、このコマンドのno形
式を使用します。

snmp-server enable traps repeater [health] [reset]

no snmp-server enable traps repeater [health] [reset]

___________________
構文の説明

（任意）リピータの動作ステータスに関する情

報を伝達する rptrHealthトラップをイネーブル
にします。

health

（任意）リピータのリセットアクションの完了

時に rptrResetEventトラップを送信します（手
動コマンドによる開始状態への遷移でトリガー

されます）。

reset

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

このコマンドの入力時にオプションキーワードを指定しなかった場合は、システムで使用できる

すべてのリピータ通知がイネーブルまたはディセーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、RFC 1516で定義されたリピータMIB通知をイネーブルまたはディセーブルに
します。 RFC 1516は、IEEE 802.3の 10 Mbpsベースバンドリピータ（ハブとも呼ばれます）を
管理するオブジェクトを定義しています。

このコマンドでは 2組の通知が利用可能です。次の通知は CISCO-REPEATER-MIB（enterprise
1.3.6.1.4.1.9.9.22.3）で定義されています。

• 1 ciscoRptrIllegalSrcAddrTrap（不正な送信元アドレストラップ）

次の通知は CISCO-REPEATER-MIB-V1SMI（enterprise 1.3.6.1.2.1.22）で定義されています。

• 1 rptrHealth

• 2 rptrGroupChange

• 3 rptrResetEvent

リピータ通知やその他のMIB機能の詳細な説明については、次の Cisco.comで入手可能な
CISCO-REPEATER-MIB.myおよび CISCO-REPEATER-MIB-V1SMI.myファイルを参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/public/mibs/

オプションのhealthキーワードを使用する場合、rptrHealthトラップは、rptrOperStatusの値が変更
されるか、中断を伴わないテストが完了したときに送信されます。

rptrOperStatusオブジェクトは、リピータの動作状態を示します。ステータス値は次のとおりで
す。

• other(1)：未定義または不明なステータス

• ok(2)：既知のエラーなし

• rptrFailure(3)：リピータ関連のエラー

• groupFailure(4)：グループ関連のエラー

• portFailure(5)：ポート関連のエラー

• generalFailure(6)：エラー、指定されていないタイプ

オプションの resetキーワードを使用する場合、rptrResetEventトラップは、エージェントが再起
動されて SNMP coldStartまたは warmStartトラップを送信しても送信されません。

snmp-server enable traps repeaterコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。
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___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにリピータイ

ンフォーム通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps repeater
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps resource-policy
Embedded Resource Manager（ERM）-MIB通知トラップをイネーブルにするには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps resource-policyコマンドを使用します。
ERM-MIB通知トラップをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps resource-policy

no snmp-server enable traps resource-policy

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト 通知トラップは、トラップを受信するよう設定されているホストに送信されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRB

このコマンドは Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

___________________
例 次に、ERMの SNMP通知がホストに送信されるようにルータを設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps resource policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コミュニティアクセスストリングを設定して、

SNMPへのアクセスを許可します。
snmp-server community

SNMP通知メッセージの受信者を指定します。snmp-server host
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snmp-server enable traps rtr
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ通
知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable traps rtrコマンドを使用します。 IP SLA SNMP通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps rtr

no snmp-server enable traps rtr

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Response TimeMonitorMIB（CISCO-RTTMON-MIB）に定義されているCisco IOS

IP SLA通知を制御します（イネーブルまたはディセーブルにします）。

snmp-server enable traps rtrコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。
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___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに IP SLASNMP

トラップを送信できるようにする例を示します。

snmp-server enable traps rtr
snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public rtr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

SNMP通知の宛先 NMSおよび転送パラメータ
を指定します。

snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps snmp
RFC 1157簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバル
コンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps snmpコマンドを使用します。 RFC
1157 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps snmp [authentication] [linkup] [linkdown] [coldstart] [warmstart]

no snmp-server enable traps snmp [authentication] [linkup] [linkdown] [coldstart] [warmstart]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP認証失敗通知の送信を制御しま
す。

authentication

（任意）SNMPリンクアップ通知の送信を制御
します。

linkup

（任意）SNMPリンクダウン通知の送信を制御
します。

linkdown

（任意）SNMP coldStart通知の送信を制御しま
す。

coldstart

（任意）SNMP warmStart通知の送信を制御し
ます。

warmstart

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

snmp-server enable traps snmp authenticationコマンドが導入されま
した。 snmp-server trap-authenticationコマンドが、このコマンドに
置き換えられました。

11.3
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変更内容リリース

次のキーワードが追加されました。

• linkup

• linkdown

• coldstart

12.1(3)T

warmstartキーワードが追加されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

snmp-serverenable traps snmpコマンドを入力しないと、このコマンドで制御する通知はまったく
送信されません。これらの SNMP通知を送信するようにルータを設定するには、少なくとも 1回
snmp-server enable traps snmpコマンドを入力する必要があります。このコマンドをキーワード
なしで入力すると、すべての通知タイプがイネーブルになります。キーワードを指定してこのコ

マンドを入力した場合は、指定したキーワードに関連する通知タイプだけがイネーブルになりま

す。

オプションの authenticationキーワードを使用すると、authenticationFailure(4)トラップは、送信側
デバイスが適切に認証されていないプロトコルメッセージの宛先であることを示します。認証方

法は、使用されている SNMPのバージョンによって異なります。 SNMPv1または SNMPv2cの場
合、不正なコミュニティストリングを持つパケットの認証は失敗し、SNMPトラップが生成され
ます。 SNMPv3の場合、誤った SHA/MD5認証キーを持つパケットまたは権威 SNMPエンジンの
ウィンドウの外部にあるパケット（たとえば、アクセスリスト外または時間範囲外で設定された

パケット）の認証は失敗し、レポートPDUが生成されますが、認証失敗トラップは生成されませ
ん。

オプションの linkupキーワードを使用した場合、linkUp(3)トラップは、送信側デバイスがエー
ジェントの設定で示されているいずれかの通信リンクのアップを認識していることを示します。

オプションの linkdownキーワードを使用した場合、linkDown(2)トラップは、送信側デバイスが
エージェントの設定で示されているいずれかの通信リンクの障害を認識していることを示します。

このコマンドの snmp-server enable traps snmp [linkup] [linkdown]形式は、SNMPリンクアップお
よびリンクダウントラップをグローバルにイネーブルまたはディセーブルにします。これらのト

ラップのいずれかをグローバルにイネーブルにした後、インターフェイスコンフィギュレーショ
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ンモードで no snmp trap link-statusコマンドを使用して特定のインターフェイス上でディセーブ
ルにできます。インターフェイスレベルでは、リンクアップおよびリンクダウントラップはデ

フォルトでイネーブルになっているため、これらの通知をインターフェイス単位でイネーブルに

する必要はありません。ただし、snmp-server enable traps snmpコマンドを使用してグローバル
にイネーブルにしない場合、リンクアップおよびリンクダウン通知は送信されません。

オプションの coldstartキーワードを使用する場合、coldStart(0)トラップは、エージェントの設定
またはプロトコルエンティティの実装が変わるように送信元デバイスが自身を再初期化している

ことを示します。

オプションのwarmstartキーワードを使用する場合、warmStart(1)トラップは、エージェントの設
定またはプロトコルエンティティの実装が変わらないように送信元デバイスが自身を再初期化し

ていることを示します。

snmp-server enable traps snmpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要が
あります。

このコマンドで制御する通知を受信するホストに対しては、snmp-server enable trapsコマンドと
snmp-server hostコマンドの両方をイネーブルにする必要があります。通知タイプがこのコマン
ドの制御対象外である場合は、適切な snmp-server hostコマンドだけをイネーブルにする必要が
あります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにすべてのト

ラップを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public snmp

次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにすべてのイ
ンフォーム通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public snmp

次に、すべてのSNMPトラップタイプをイネーブルにしてからリンクアップおよびリンクダウン
トラップだけをディセーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# end
Router# more system:running-config | include traps snmp
snmp-server enable traps snmp authentication linkup linkdown coldstart warmstart
Router# configure terminal
Router(config)# no snmp-server enable traps snmp linkup linkdown
Router(config)# end
Router# more system:running-config | include traps snmp
snmp-server enable traps snmp authentication coldstart warmstart
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

インフォーム要求オプションを指定します。snmp-server informs

VPNコンテキストの不一致に固有の SNMP認
証通知をディセーブルまたは再度イネーブルに

します。

snmp-server trap authentication vrf

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps srp
インテリジェント保護スイッチング（IPS）スペース再利用プロトコル（SRP）簡易ネットワーク
管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps srpコマンドを使用します。 SRP通知をディセーブルにする
には、コマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps srp

no snmp-server enable traps srp

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは DPT-OC12ポートアダプタをサポートするため
に導入されました。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン Cisco SRPMIBモジュール（CISCO-SRP-MIB.my）は、SNMPを使用して、IP-over-SONET IPSSRP

トラフィックをモニタするためのオブジェクトを提供します。 IPSがイネーブルの場合、ノード
またはファイバファシリティの障害が検出されると、障害方向へのトラフィックまたは障害方向

からのトラフィックはラップ（ループバック）されて他のリングの反対方向に送信されます。

snmp-server enable traps srpコマンドは、SRP状態変更通知（トラップまたはインフォーム）を
イネーブルにします。SRP状態変更通知は、SRPインターフェイスリングの片側がラップ状態に
なるか、ラップ解除されるたびに（リングがラップされるか、リングが復元されると）生成され

ます。

具体的には、リングがラップされると CISCO-SRP-MIBの srpMACIpsWrapCounterオブジェクトが
増分し、リングのラップが解除されると rpMACIpsLastUnWrapTimeStampオブジェクトの値が変更
されます。（元のリングが復元されると「ラップ解除」イベントが発生します）。

snmp-server enable traps srpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
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ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次の例では、SRP固有のインフォームをイネーブルにし、コミュニティストリング publicを使用

してホスト「myhost.cisco.com」に送信します。

Router(config)# snmp-server enable traps srp

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public srp
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snmp-server enable traps storm-control
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ストーム制御トラップ通知をイネーブルにするには、
特権 EXECモードで snmp-server enable traps storm-controlコマンドを使用します。ストーム制
御トラップ通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps storm-control traps-rate num

no snmp-server enable traps storm-control traps-rate num

___________________
構文の説明

分あたりのトラップ数。有効な値は 0～ 1000
です。

traps-rate num

___________________
コマンドデフォルト ストーム制御トラップはディセーブルです。

___________________
コマンドモード コンフィギュレーションモード（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXJ

___________________
例 次に、ストーム制御トラップ通知トラップレートを 250に設定にする例を示します。

Router# snmp-server enable traps storm control traps-rate 250
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPストーム制御トラップ通知をイネーブル
にします。

snmp-server enable traps storm-control

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPCISCO-PORT-STORM-CONTROL-MIBト
ラップをテストします。

test snmp trap storm-control
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snmp-server enable traps syslog
システムロギングメッセージ簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブ
ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps syslogコマ
ンドを使用します。システムロギングメッセージ SNMP通知をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps syslog

no snmp-server enable traps syslog

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、システムロギングメッセージ通知を制御します（イネーブルまたはディセーブ

ルにします）。システムロギングメッセージ（システムエラーメッセージまたは syslogメッ
セージとも呼ばれる）は、操作の間にルーティングデバイスで生成されたステータス通知メッ

セージです。これらのメッセージは、通常は宛先（端末画面、システムバッファ、リモート

「syslog」ホストなど）に記録されます。

ソフトウェアイメージが Cisco Syslog MIBをサポートする場合、これらのメッセージは、SNMP
経由でネットワーク管理ステーション（NMS）に送信することもできます。 Cisco Syslog MIBを
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サポートしているソフトウェアイメージを特定するには、Cisco MIB Locatorツール
（http://www.cisco.com/go/mibs/）を使用します。（書き込み時、Cisco Syslog MIBは「エンタープ
ライズ」イメージでのみサポートされます）。

システムの他のロギングプロセスとは異なり、デバッグメッセージ（CLIデバッグコマンドでイ
ネーブル）は、SNMP経由で送信されるロギングメッセージに含まれません。

通知が生成される重大度を指定するには、logging historyグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用します。システムロギングプロセスおよび重大度に関する詳細については、logging
コマンドの説明を参照してください。

syslog通知は、Cisco Syslog MIB（CISCO-SYSLOG-MIB.my）の clogMessageGenerated
NOTIFICATION-TYPEオブジェクトで定義されます。 syslogメッセージがデバイスによって生成
されると、clogMessageGenerated通知は指定された NMSに送信されます。 clogMessageGenerated
通知には、clogHistFacility、clogHistSeverity、clogHistMsgName、clogHistMsgText、および
clogHistTimestampオブジェクトが含まれます。

これらのオブジェクトの詳細な説明およびMIBの追加情報については、http://www.cisco.com/go/mibs
にあるSNMPObjectNavigatorツールを使用してCisco.comから利用可能なCISCO-SYSLOG-MIB.my
のテキストを参照してください。 CISCO-SYSLOG-EXT-MIBおよび
CISCO-SYSLOG-EVENT-EXT-MIBも参照してください。

snmp-server enable traps syslogコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに重大度 0（緊

急）～ 2（重大）のシステムロギングメッセージを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps syslog

Router(config)# logging history 2

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com traps version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

重大度に基づいて、ルータの履歴テーブルおよ

び SNMP NMSに送信される syslogメッセージ
を制限します。

logging history

SNMP通知の宛先 NMSおよび転送パラメータ
を指定します。

snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps transceiver all
すべてのトランシーバタイプでサポートされているすべての SNMPトランシーバトラップをイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
transceiver allコマンドを使用します。トランシーバの SNMPトラップ通知をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps transceiver all

no snmp-server enable traps transceiver all

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがサポートされるようになりました。12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されま
した。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable trapsコマンドは、snmp-server hostコマンドとともに使用します。 snmp-server

hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定します。通知
を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要があります。

___________________
例 次に、すべてのトランシーバタイプでサポートされているすべての SNMPトランシーバトラッ

プをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps
transceiver all
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

DOMがイネーブルになっているオプティカル
トランシーバに関する情報を表示します。

show interfaces transceiver
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snmp-server enable traps trustsec
CISCO-TRUSTSEC-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップおよびイン
フォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable traps trustsec コマンドを使用します。 trustsec通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec [authz-file-error| cache-file-error| keystore-file-error| keystore-sync-fail|
random-number-fail| src-entropy-fail]

no snmp-server enable traps trustsec [authz-file-error| cache-file-error| keystore-file-error|
keystore-sync-fail| random-number-fail| src-entropy-fail]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotif通知を
イネーブルにします。

authz-file-error

（任意）SNMP ctsCacheFileAccessErrNotif通知
をイネーブルにします。

cache-file-error

（任意）SNMP ctsSwKeystoreFileErrNotif通知を
イネーブルにします。

keystore-file-error

（任意）SNMP ctsSwKeystoreSyncFailNotif通知
をイネーブルにします。

keystore-sync-fail

（任意）SNMP ctsSapRandomNumberFailNotif通
知をイネーブルにします。

random-number-fail

（任意）SNMP ctsSrcEntropyFailNotif通知をイ
ネーブルにします。

src-entropy-fail

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec authz-file-error

次に、SNMP ctsCacheFileAccessErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec cache-file-error

次に、SNMP ctsSwKeystoreFileErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec keystore-file-error

次に、SNMP ctsSwKeystoreSyncFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec keystore-sync-fail

次に、SNMP ctsSapRandomNumberFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec random-number-fail

次に、SNMP ctsSrcEntropyFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec src-entropy-fail

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec通知のトラップおよびインフォー
ムをテストします。

test snmp trap trustsec
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snmp-server enable traps trustsec-interface
CISCO-TRUSTSEC-INTERFACE-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラッ
プおよびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-interface コマンドを使用します。 trustsec-interface通知をディ
セーブルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-interface [authc-fail| authz-fail| sap-fail| supplicant-fail| unauthorized]

no snmp-server enable traps trustsec-interface [authc-fail| authz-fail| sap-fail| supplicant-fail|
unauthorized]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotif通知
をイネーブルにします。

authc-fail

（任意）SNMP ctsiAuthorizationFailNotif通知を
イネーブルにします。

authz-fail

（任意）SNMP ctsiIfSapNegotiationFailNotif通知
をイネーブルにします。

sap-fail

（任意）SNMP ctsiIfAddSupplicantFailNotif通知
をイネーブルにします。

supplicant-fail

（任意）SNMP ctsiIfUnauthorizedNotifEnable通
知をイネーブルにします。

unauthorized

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-interface コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-INTERFACE-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにし
ます。

___________________
例 次に、SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface authc-fail

次に、SNMP ctsiAuthorizationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface authz-fail

次に、SNMP ctsiIfSapNegotiationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface sap-fail

次に、SNMP ctsiIfAddSupplicantFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface supplicant-fail

次に、SNMP ctsiIfUnauthorizedNotifEnable通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface unauthorized

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-interface通知のトラップおよびイ
ンフォームをテストします。

test snmp trap trustsec-interface
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snmp-server enable traps trustsec-policy
CISCO-TRUSTSEC-POLICY-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップお
よびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-policy コマンドを使用します。 trustsec-policy通知をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-policy [authz-sgacl-fail| peer-policy-updated]

no snmp-server enable traps trustsec-policy [authz-sgacl-fail| peer-policy-updated]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotif通
知をイネーブルにします。

authz-sgacl-fail

（任意）SNMP ctspPeerPolicyUpdatedNotif通知
をイネーブルにします。

peer-policy-updated

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-policy コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-POLICY-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

___________________
例 次に、SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-policy authz-sgacl-fail
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次に、SNMP ctspPeerPolicyUpdatedNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-policy peer-policy-updated

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-policy通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-policy
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snmp-server enable traps trustsec-server
CISCO-TRUSTSEC-SERVER-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップお
よびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-serverコマンドを使用します。 trustsec-server通知をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-server [provision-secret| radius-server]

no snmp-server enable traps trustsec-server [provision-secret| radius-server]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsvNoProvisionSecretNotif通知
をイネーブルにします。

provision-secret

（任意）SNMP ctsvNoRadiusServerNotif通知を
イネーブルにします。

radius-server

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-serverコマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-SERVER-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

___________________
例 次に、SNMP ctsvNoProvisionSecretNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-server provision-secret
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次に、SNMP ctsvNoRadiusServerNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-server radius-server

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-server通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-server
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snmp-server enable traps trustsec-sxp
CISCO-TRUSTSEC-SXP-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップおよび
インフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps trustsec-sxp コマンドを使用します。 trustsec-sxp通知をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-sxp [binding-conflict| binding-err| binding-expn-fail| conn-config-err|
conn-down| conn-srcaddr-err| conn-up| msg-parse-err| oper-nodeid-change]

no snmp-server enable traps trustsec-sxp [binding-conflict| binding-err| binding-expn-fail|
conn-config-err| conn-down| conn-srcaddr-err| conn-up| msg-parse-err| oper-nodeid-change]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsxSxpBindingConflictNotif通知
をイネーブルにします。

binding-conflict

（任意）SNMP ctsxSxpBindingErrNotif通知をイ
ネーブルにします。

binding-err

（任意）SNMP ctsxSxpBindingExpnFailNotif通
知をイネーブルにします。

binding-expn-fail

（任意）SNMP ctsxSxpConnConfigErrNotif通知
をイネーブルにします。

conn-config-err

（任意）SNMP ctsxSxpConnDownNotif通知をイ
ネーブルにします。

conn-down

（任意）SNMP ctsxSxpConnSourceAddrErrNotif
通知をイネーブルにします。

conn-srcaddr-err

（任意）SNMP ctsxSxpConnUpNotif通知をイ
ネーブルにします。

conn-up

（任意）SNMP ctsxSxpMsgParseErrNotif通知を
イネーブルにします。

msg-parse-err

（任意）SNMP ctsxSxpOperNodeIdChangeNotif
通知をイネーブルにします。

oper-nodeid-change

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。
___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-sxp コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-SXP-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMP ctsxSxpBindingConflictNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-conflict

次に、SNMP ctsxSxpBindingErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-err

次に、SNMP ctsxSxpBindingExpnFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-expn-fail

次に、SNMP ctsxSxpConnConfigErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-config-err

次に、SNMP ctsxSxpConnDownNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-down

次に、SNMP ctsxSxpConnSourceAddrErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-srcaddr-err

次に、SNMP ctsxSxpConnUpNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-up

次に、SNMP ctsxSxpMsgParseErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp msg-parse-err

次に、SNMP ctsxSxpOperNodeIdChangeNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec oper-nodeid-change

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-sxp通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-sxp
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snmp-server enable traps voice
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）音声通知をイネーブルにするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで snmp-server enable traps voiceコマンドを使用します。 SNMP音声
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps voice [poor-qov] [fallback]

no snmp-server enable traps voice

___________________
構文の説明

（任意）低音声品質SNMP通知をイネーブルに
します。

poor-qov

（任意）SNMPフォールバック音声通知をイ
ネーブルにします。

fallback

___________________
コマンドデフォルト オプションのキーワードなしでこのコマンドを入力すると、使用可能な通知の両方がイネーブル

になります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

fallbackキーワードが追加されました。12.3(14)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップ（通知）またはインフォーム要求として送信できます。このコマンド

は、トラップ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

poor-qovキーワードは、低音声品質通知をイネーブルまたはディセーブルにします。低音声品質
通知は、CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIBで次のように定義されています。

enterprise 1.3.6.1.4.1.9.9.63.2

(1) cvdcPoorQoVNotification
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fallbackキーワードは、公衆電話交換網（PSTN）フォールバック通知をイネーブルまたはディセー
ブルにします。フォールバック通知は、CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIBで次のように定義
されています。

(1) cvVoIPCallHistoryConnectionId

(2) cvVoIPCallHistoryFallbackIcpif

(2) cvVoIPCallHistoryFallbackLoss

(3) cvVoIPCallHistoryFallbackDelay

(4) cvVoIPCallHistoryRemSigIPAddrT

(5) cvVoIPCallHistoryRemSigIPAddr

(6) cvVoIPCallHistoryRemMediaIPAddrT

(7) cvVoIPCallHistoryRemMediaIPAddr

(8) cCallHistoryCallOrigin

(9) cvCommonDcCallHistoryCoderTypeRate

これらの通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/go/
mibsにある CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps voiceコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comに低音声品質

インフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps voice poor-qov
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

次に、ルータがコミュニティストリングpublicを使用してホストmyhost.cisco.comにPSTNフォー
ルバックメッセージを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps voice fallback
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

低音声品質SNMP通知をイネーブルにします。snmp-server enable traps voice poor-qov

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps voice poor-qov
snmp-server enable traps voice poor-qovコマンドは、snmp-server enable traps voiceコマンドに置
き換えられています。詳細については、snmp-server enable traps voiceコマンドを参照してくだ
さい。
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snmp-server enable traps vswitch dual-active
デュアルアクティブ状態の検出時に CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知（トラップ）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps vswitch dual-activeコマンドを使用します。
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP通知（トラップ）をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps vswitch dual-active

no snmp-server enable traps vswitch dual-active

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン 仮想スイッチリンク（VSL）は、仮想スイッチングシステム（VSS）の 2つのシャーシ間で制御

トラフィックおよびデータトラフィックをやりとりする特別なリンクです。VSLは、最大 8つの
リンクを持つ EtherChannelとして実装されます。VSLでは、制御メッセージが廃棄されないよう
に、制御トラフィックにデータトラフィックよりも高いプライオリティが割り当てられます。

SNMPエージェントは、VSSアクティブスーパーバイザエンジン上で実行されます。
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIBは仮想スイッチモードのMIBです。

VSLに障害が発生すると、VSSスタンバイシャーシでは、VSSアクティブシャーシの状態を検
出できません。スイッチオーバーが遅延なく行われるように、VSSスタンバイシャーシは VSS
アクティブシャーシに障害が発生したと判断し、スイッチオーバーを開始して VSSアクティブ
ロールを代行します。

元の VSSアクティブシャーシも正常に動作している場合、両方のシャーシが VSSアクティブ状
態になります。この状況を、デュアルアクティブシナリオと呼びます。デュアルアクティブシ

ナリオでは、両方のシャーシで同じ IPアドレス、Secure Shell（SSH）キー、およびスパニングツ
リープロトコル（STP）ブリッジ IDが使用されるため、ネットワークの安定性に悪影響を及ぼす
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可能性があります。 VSSは、デュアルアクティブシナリオを検出し、回復アクションを実行す
る必要があります。

snmp-server enable traps vswitch dual-activeコマンドは、デュアルアクティブ状態変更通知をイ
ネーブルにします。 VSSが状態をデュアルアクティブに変更すると、SNMPは
cvsDualActiveDetectionNotif通知を送信します。 SNMPからこのメッセージを受信するには、この
コマンドをイネーブルにします。

このコマンドは、トラップ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

___________________
例 次に、cvsDualActiveDetectionNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification was sent.
Device# show running-config all

.

.

.
snmp-server enable traps vswitch dual-active
.
.
.

次に、cvsDualActiveDetectionNotif通知をディセーブルにする例を示します。

Device(config)# no snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification is disabled.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のモジュール、レイヤ 2 VLAN、クラス
マップ、インターフェイス、マップクラス、ポ

リシーマップの現在実行されている設定ファイ

ル、またはデュアルアクティブ状態の SNMP
トラップの仮想回線（VC）クラス設定の内容
を表示します。

show running-config all

デュアルアクティブ状態の

CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIBSNMP通知（ト
ラップとインフォーム）をテストします。

test snmp trap vswitch dual-active
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snmp-server enable traps ～ snmp-server enable
traps ospf cisco-specific retransmit

• snmp-server enable traps（MPLS）, 255 ページ

• snmp-server enable traps aaa_server, 264 ページ

• snmp-server enable traps atm pvc, 266 ページ

• snmp-server enable traps atm pvc extension, 269 ページ

• snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion, 275 ページ

• snmp-server enable traps atm subif, 277 ページ

• snmp-server enable traps bfd, 280 ページ

• snmp-server enable traps bgp, 282 ページ

• snmp-server enable traps bulkstat, 286 ページ

• snmp-server enable traps c6kxbar, 288 ページ

• snmp-server enable traps calltracker, 291 ページ

• snmp-server enable traps cnpd, 293 ページ

• snmp-server enable traps cpu, 295 ページ

• snmp-server enable traps dhcp, 297 ページ

• snmp-server enable traps dhcp-snooping bindings, 299 ページ

• snmp-server enable traps director, 300 ページ

• snmp-server enable traps dlsw, 302 ページ

• snmp-server enable traps eigrp, 304 ページ

• snmp-server enable traps envmon, 306 ページ

• snmp-server enable traps errdisable, 310 ページ
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• snmp-server enable traps firewall, 311 ページ

• snmp-server enable traps flash, 313 ページ

• snmp-server enable traps flowmon, 315 ページ

• snmp-server enable traps frame-relay, 317 ページ

• snmp-server enable traps frame-relay multilink bundle-mismatch, 319 ページ

• snmp-server enable traps frame-relay subif, 321 ページ

• snmp-server enable traps if-monitor, 324 ページ

• snmp-server enable traps ip local pool, 326 ページ

• snmp-server enable traps isdn, 327 ページ

• snmp-server enable traps l2tun pseudowire status, 330 ページ

• snmp-server enable traps l2tun session, 332 ページ

• snmp-server enable traps memory, 334 ページ

• snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error, 336 ページ

• snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink, 338 ページ

• snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit, 340 ページ
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snmp-server enable traps（MPLS）
ラベルスイッチルータ（LSR）で簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知またはイン
フォーム送信できるようにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable trapsコマンドを使用します。通知またはインフォームをディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps [ notification-type ] [ notification-option ]

no snmp-server enable traps [ notification-type ] [ notification-option ]
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___________________
構文の説明 notification-type
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（任意）LSRでイネーブルにするSNMP通知の
特定のタイプを指定します。通知のタイプを指

定しない場合、LSRに適用できるすべての
SNMP通知がイネーブルになり、SNMPホスト
に送信されます。 snmp-server enable trapsコマ
ンドの notification-type（ファミリ名）として、
次のキーワードのいずれかまたはすべてを任意

に組み合わせて指定できます。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）状態変更通知を送信します。

• config：設定通知を送信します。

• entity：エンティティMIB変更通知を送信
します。

• envmon：特定の環境しきい値を超えるた
びに、Cisco Enterprise固有の環境モニタ通
知を送信します。後述の notification-option
引数は、このキーワードと組み合わせて指

定できます。

• frame-relay：フレームリレー通知を送信
します。

• hsrp：ホットスタンバイルーティングプ
ロトコル（HSRP）通知を送信します。

• isdn：ISDN通知を送信します。
notification-option引数（後述の例を参照）
は、このキーワードと組み合わせて指定で

きます。

• repeater：イーサネットリピータ（ハブ）
通知を送信します。 notification-option引数
（後述の例を参照）は、このキーワードと

組み合わせて指定できます。

• rsvp：リソース予約プロトコル（RSVP）
通知を送信します。

• rtr：サービス保証エージェント/Response
Time Reporter（RTR）通知を送信します。

• snmp [authentication]：RFC 1157 SNMP通
知を送信します。 authenticationキーワー
ドを使用すると、使用しない場合と同じ結

果になります。このコマンドの

snmp-server enable traps snmp形式と
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snmp-server enable traps snmp
authentication形式は、両方とも SNMP通
知の authenticationFailure、linkUp、
linkDown、および warmStartをグローバ
ルにイネーブルにします（コマンドの no
形式を使用した場合は、これらの通知を

ディセーブルにします）。

• syslog：システムエラーメッセージ
（syslog）通知を送信します。 logging
history levelコマンドを使用して、送信す
るメッセージのレベルを指定できます。

• mpls ldp：LDPセッションのステータス変
更に関する通知を送信します。このキー

ワードがmpls ldpとして指定されることに
注意してください。CLIで2語構成として
解釈されるこの構文は、他のMPLSコマン
ドとの一貫性を維持するためにこのように

実装されました。後述の notification-option
引数は、このキーワードと組み合わせて指

定できます。

• mpls traffic-eng：MPLSラベル配布トンネ
ルのステータス変更に関する通知を送信し

ます。このキーワードはmpls traffic-engと
して指定します。CLIで2語構成として解
釈されるこの構文は、他のMPLSコマンド
との一貫性を維持するためにこのように実

装されました。後述の notification-option
引数は、このキーワードと組み合わせて指

定できます。

notification-type（続き）
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notification-option
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（任意）LSRでイネーブルにする、指定
notification-typeに関連付けられる特定のオプショ
ンを定義します。

• envmon [voltage | shutdown | supply | fan |
temperature]

envmonキーワードを指定する場合、環境通知
の voltage、shutdown、supply、fan、
temperatureのいずれかまたはすべてを任意に
組み合わせて使用できます。 envmonキーワー
ドで引数を指定しない場合、システム環境通知

のすべてのタイプがLSRでイネーブルになりま
す。

• isdn [call-information | isdn u-interface]

isdnキーワードを指定する場合、
call-information引数（ISDN MIBサブシステム
の SNMP ISDNコール情報オプションをイネー
ブルにする）か isdn u-interface引数（ISDN U
インターフェイスMIBサブシステムの SNMP
ISDN Uインターフェイスオプションをイネー
ブルにする）、またはその両方を使用できま

す。 isdnキーワードで引数を指定しない場合、
isdn通知の両方のタイプがLSRでイネーブルに
なります。

• repeater [health | reset]

repeaterキーワードを指定する場合、health引
数か reset引数、またはその両方を使用できま
す（IETFリピータハブMIB（RFC 1516）通知
がイネーブルになります）。 repeaterキーワー
ドで引数を指定しない場合、通知の両方のタイ

プが LSRでイネーブルになります。

• mpls ldp [session-up | session-down | pv-limit
| threshold]

mpls ldpキーワードを指定する場合、
session-up、session-down、pv-limit、threshold引
数のいずれかまたはすべてを任意に組み合わせ

て、LDPセッションのステータス変更を示すこ
とができます。mpls ldpキーワードで引数を指
定しない場合、LDPセッション通知の 4つのタ
イプすべてが LSRでイネーブルになります。
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• mpls traffic-eng [up | down | reroute]

mpls traffic-engキーワードを指定する場合、
up、down、reroute引数のいずれかまたはすべ
てを任意に組み合わせて、MPLSラベル配布ト
ンネルのステータス変更に関する通知の送信を

イネーブルにできます。 mpls traffic-engキー
ワードで引数を指定しない場合、トンネル通知

の3つのタイプすべてがLSRでイネーブルにな
ります。

___________________
コマンドデフォルト notification-typeキーワードを指定せずに LSRでこのコマンドを発行すると、LSRのデフォルトの

動作により、コマンドによって制御されるすべての通知タイプがイネーブルになります（一部の

通知タイプは、このコマンドによって制御できません）。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドの snmp-server enable traps snmp authentication形式が
snmp-server trap-authenticationコマンドを置き換える目的で導入され
ました。

11.3

mpls traffic-engキーワードが、snmp-server enable trapsコマンドの
notification-typeおよび notification-optionパラメータで使用する特定の
SNMP通知のクラスまたはファミリを定義するために追加されました。

12.0(17)ST

mpls ldpキーワードが、snmp-server enable trapsコマンドの
notification-typeおよび notification-optionパラメータで使用する特定の
SNMP通知のクラスまたはファミリを定義するために追加されました。

12.0(21)ST

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(22)Sに統合されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)Sに統合されました。12.2(18)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(11)Tに統合されました。12.4(11)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン SNMP LDP通知を送信するように LSRを設定するには、ルータで少なくとも 1つの snmp-server

enable trapsコマンドを発行する必要があります。

通知（トラップ）またはインフォームを指定ネットワーク管理ステーション（NMS）に送信する
ように LSRを設定するには、目的に合ったキーワード（trapsまたは informs）を使用して、その
デバイスで snmp-server hostコマンドを発行する必要があります。

キーワードを指定せずに snmp-server enable trapsコマンドを発行すると、すべての SNMP通知タ
イプがLSRでイネーブルになります。特定のキーワードを指定してこのコマンドを発行すると、
その特定のキーワードに関連付けられている通知タイプだけが LSRでイネーブルになります。

snmp-server enable trapsコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。後
者のコマンドは、ネットワーク内の SNMP対応 LSRによって生成された SNMP通知の受信者と
して NMSホストを指定するために使用します。 LSRでこのような通知を送信できるようにする
には、LSRで少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを発行する必要があります。

___________________
例 次の例では、ルータが myhost.cisco.comとして指定されたホストにすべての通知を送信できるよ

うにしています。コミュニティストリングは publicとして定義されます。

Router(config)# snmp-server enable traps
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public

次の例では、ルータが myhost.cisco.comとして指定されたホストにフレームリレーおよび環境モ
ニタ通知を送信できるようにしています。コミュニティストリングは publicとして定義されま
す。

Router(config)# snmp-server enable traps frame-relay
Router(config)# snmp-server enable traps envmon temperature
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public

次の例では、通知はホストに送信されません。BGP通知がすべてのホストに対してイネーブルに
なっていますが、ホストへの送信がイネーブルになっているのは ISDN通知のみです（この例で
はイネーブルになっていません）。

Router(config)# snmp-server enable traps bgp
Router(config)# snmp-server host host1 public isdn

次の例では、ルータが myhost.cisco.comとして指定されたホストにすべてのインフォーム要求を
送信できるようにしています。コミュニティストリングは publicとして定義されます。

Router(config)# snmp-server enable traps
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public
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次の例では、HSRPMIB通知はmyhost.cisco.comとして指定されたホストに送信されます。コミュ
ニティストリングは publicとして定義されます。

Router(config)# snmp-server enable hsrp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com traps version 2c public hsrp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知の目的の受信者（つまり、ネット
ワーク内の指定 NMSワークステーション）を
指定します。

snmp-server host
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snmp-server enable traps aaa_server
認証、許可、アカウンティング（AAA）サーバ状態変更簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable
traps aaa_serverコマンドを使用します。 AAAサーバ状態変更 SNMP通知をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps aaa_server

no snmp-server enable traps aaa_server

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5800で導入されました。12.1(3)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、AAAサーバ状態変更（casServerStateChange）通知を制御（イネーブルまたは
ディセーブルに）します。 ServerStateChange通知は、イネーブルな場合、サーバが「up」から
「dead」状態に移行するか、またはサーバが「デッド」から「アップ」状態に移行すると送信さ
れます。

CiscoAAAサーバ状態は、CiscoAAAサーバMIBの casStateオブジェクトによって定義されます。
表示される値は次のとおりです。

• up(1)：サーバが要求に応答しています。
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• dead(2)：サーバは要求への応答に失敗しました。

サーバは最大再送信後に応答しない場合「dead」とマークされます。待機期間後またはサーバか
ら応答があると、サーバは再び「up」とマークされます。システム起動時の casStateの初期値は
「up(1)」です。通信の試行が失敗すると、「dead(2)」にのみ遷移します。

この通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comのhttp://www.cisco.com/public/mibs/v2/
にある CISCO-AAA-SERVER-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps aaa_severコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用し
ます。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を
指定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定す
る必要があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comにAAAサーバ

アップ/ダウン通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps aaa_server
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

リモートネットワーク管理システムで SNMP
を使用して set操作を実行し、設定済みデバイ
スのユーザを切断できます。

aaa session-mib disconnect

async、ダイヤラ、およびシリアルインターフェ
イスの発信者情報を表示します。

show caller

AAA機能の AAAサーバMIB統計情報を表示
します。

show radius statistics

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps atm pvc
ATM相手先固定接続（PVC）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブ
ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps atm pvcコ
マンドを使用します。 ATM PVC-specific SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

snmp-server enable traps atm pvc [interval seconds] [fail-interval seconds]

no snmp-server enable traps atm pvc [interval seconds] [fail-interval seconds]

___________________
構文の説明

（任意）連続するトラップ間の最小間隔を指定

します。 PVCトラップの生成は、トラップス
トームを防止するために、通知間隔により抑制

されます。この間隔が経過するまでトラップは

送信されません。

seconds引数は 1～ 3600の範囲の整数です。デ
フォルトは 30です。

interval seconds

（任意）障害タイムスタンプを保存するための

最小のピリオドを指定します。

seconds引数は 0～ 3600の範囲の整数です。デ
フォルトは 0です。

fail-interval seconds

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、ATMPVC管理をサポートするプラットフォーム向け
に導入されました。

12.0(1)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.3に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.3

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。 ATM通知は Cisco FTP
サイトの ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/v2/にある CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB.myファイルに
定義されています。

ATM PVC障害通知は ATMインターフェイスの PVCが障害を起こした場合、または UP動作状態
でなくなった場合に送信されます。 intervalキーワード（MIBで atmIntfPvcNotificationIntervalと
して保存されています）で指定されている期間に、ハードウェアインターフェイスごとに 1つの
トラップが生成されます。同じインターフェイスで他の PVCがこの期間内にダウン状態になる
と、トラップが生成され、fail-intervalで指定した時間が経過するまで保持されます。期間が終
わっても PVCがまだダウンしている場合は、トラップが送信されます。

PVCがダウン状態からアップ状態に戻った場合は、通知は生成されません。PVCの回復を検出す
る必要がある場合は、SNMP管理アプリケーションを使用してルータを定期的にポーリングする
必要があります。

snmp-server enable traps atm pvcコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要が
あります。

___________________
例 次の例は、PVC0/1が停止した場合、ホスト172.16.61.90が通知を受信するように、ルータのATM

PVCトラップのイネーブルにします。

!For ATM PVC Trap Support to work on your router, you must first have SNMP support and
!an IP routing protocol configured on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro

Router(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public

Router(config)# ip routing

Router(config)# router igrp 109

Router(config-router)# network 172.16.0.0

!
!Enable ATM PVC Trap Support and OAM management:
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc interval 40 fail-interval 10

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
267

snmp-server enable traps ～ snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
snmp-server enable traps atm pvc

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/v2/


Router(config)# interface atm 1/0.1

Router(config-if)# pvc 0/1

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての ATM PVCおよびトラフィック情報を
表示します。

show atm pvc

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps atm pvc extension
ATM相手先固定接続（PVC）SNMP通知と、ATM運用管理および保守（OAM）F5連続性チェッ
ク（CC）、ATMOAMF5アラーム表示信号/リモート故障表示（AIS/RDI）、およびループバック
障害の SNMP通知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモード
で snmp-server enable traps atm pvc extensionコマンドを使用します。これらの SNMP通知をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps atm pvc extension {up| down| oam failure [aisrdi| endCC| loopback|
segmentCC]}

no snmp-server enable traps atm pvc extension {up| down| oam failure [aisrdi| endCC| loopback|
segmentCC]}

___________________
構文の説明 ATMPVCUPトラップをイネーブルにします。

これらの通知は、PVCがダウン状態からアップ
状態に変化したときに生成されます。

up

ATMPVC障害トラップをイネーブルにします。
これらの通知は、PVCがアップ状態からダウン
状態に変化したときに生成されます。

down

ATMPVCOAM障害トラップをイネーブルにし
ます。これらの通知は、OAM障害のいずれか
のタイプが PVCで発生した場合に生成されま
す。

oam failure

（任意）AIS/RDI OAM障害トラップをイネー
ブルにします。これらの通知は、AIS/RDIOAM
障害が PVCで発生した場合に生成されます。

aisrdi

（任意）エンドツーエンドOAMCC障害トラッ
プをイネーブルにします。これらの通知は、エ

ンドツーエンドCC障害がPVCで発生した場合
に生成されます。

endCC

（任意）OAM障害ループバックトラップをイ
ネーブルにします。これらの通知は、OAMルー
プバック障害が PVCで発生した場合に生成さ
れます。

loopback
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（任意）セグメント OAM CC障害トラップを
イネーブルにします。これらの通知は、セグメ

ントCC障害がPVCで発生した場合に生成され
ます。

segmentCC

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。連続するトラップの間隔は 30秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、ATMPVC管理をサポートするプラットフォーム向
けに導入されました。

12.2(4)T

このコマンドが、ATM OAM F5 CCおよび ATM OAM F5 AIS/RDI障
害の SNMP通知のサポートを設定するように変更されました。

12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSXERelease 2.3に統合され、CiscoASR 1000
シリーズルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されました。12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン 範囲に含まれていない PVCの場合、拡張ATMPVCトラップには、仮想パス識別子/仮想チャネル

識別子（VPI/VCI）情報、PVCが一定間隔内にたどる状態遷移の数、および遷移の開始と終了の
タイムスタンプが含まれます。範囲に含まれている PVCの場合、拡張ATMPVCトラップには、
範囲の最初と最後の VPI/VCIおよび同じ範囲内における最初の障害と最後の障害のタイムスタン
プが含まれます。

拡張 ATM PVCおよび ATM OAM F5 CCトラップは、レガシー ATM PVCトラップと同時に使用
できません。拡張 ATM PVCトラップを設定する前に、no snmp-server enable traps atm pvcコマ
ンドを使用してレガシー ATM PVCトラップをディセーブルにする必要があります。

snmp-server enable traps atm pvc extension downコマンドでイネーブルにする拡張 ATM PVC障害
トラップは、snmp-server enable traps atm pvcコマンドでイネーブルにするレガシーATM PVC障
害トラップと同じです。

•拡張 ATM PVC障害トラップには、VPI/VCI範囲の形式の情報が含まれます。
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•拡張 ATM PVC障害トラップには、PVCがダウンしたときのタイムスタンプが含まれます。

•レガシー ATM PVC障害トラップには、トラップごとに 1つの VPI/VCIだけが含まれます。

ATMOAMF5AIS/RDI障害トラップ、エンドツーエンドATMOAMF5CC障害トラップ、OAM
障害ループバックトラップ、およびセグメント ATM OAM F5 CC障害トラップをイネーブル
にするには、snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion 2コマンドを設定する必要
があります。このコマンドでは、次のトラップをサポートするMIBをイネーブルにします。

（注）

ATM PVCトラップを使用する前に、PVC上で OAM管理をイネーブルにする必要があります。
F5ループバック障害トラップを生成するには、oam-pvcmanageコマンドを使用してOAM管理を
イネーブルにします。セグメントF5CC障害トラップを生成するには、oam-pvcmanage cc segment
コマンドを使用してセグメント OAM CC管理をイネーブルにします。エンドツーエンド F5 CC
障害トラップを生成するには、oam-pvcmanage cc endコマンドを使用してエンドツーエンドOAM
CC管理をイネーブルにします。OAMF5AIS/RDI障害トラップを生成するには、前述の 3タイプ
の OAM管理のいずれかをイネーブルにします。

SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の
通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。連続するトラップの間

隔は 30秒です。

MIBバージョン 1の拡張 ATM PVC通知は、CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB.myファイルに定
義されています。MIBバージョン2の拡張ATMPVC通知は、CISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB.my
ファイルに定義されています。この 2つのMIBファイルは、CiscoFTPサイトの ftp://ftp.cisco.com/
pub/mibs/v2/から入手できます。

ATM PVCトラップは、通知間隔の最後に生成されます。同じ通知間隔の最後に、ATM PVCト
ラップの 3タイプ（ATM PVC障害トラップ、ATM PVC UPトラップ、および ATM PVC OAM障
害トラップ）のすべてを生成できます。ただし、各 PVCに対して生成されるトラップは、1タイ
プだけです。

snmp-server enable traps atm pvc extensionコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて
使用します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複
数）を指定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定す
る必要があります。

ATM OAM F5ループバック、AIS/RDI、または CC障害トラップがイネーブルの場合、OAMルー
プバック、AIS/RDI、または CC障害が検出されても PVCはアップ状態のままであるため、デー
タフローが引き続き可能です。これらのトラップのいずれかがイネーブルでない場合、OAMルー
プバック、AIS/RDI、または CC障害が検出されると PVCはダウン状態になります。
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___________________
例

___________________
例 次の例は、ルータ上でイネーブルになっている 3つのすべての拡張 ATM PVCトラップを示して

います。PVC0/1がアップ状態でなくなるか、ダウン状態でなくなるか、またはOAMループバッ
ク障害が発生した場合、ホスト 172.16.61.90が SNMP通知を受信します。

! Configure SNMP support and an IP routing protocol on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro
Router(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public
Router(config)# ip routing
Router(config)# router igrp 109
Router(config-router)# network 172.16.0.0
!
! Enable extended ATM PVC trap support and OAM management:
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension down
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension up
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure loopback
Router(config)# interface atm 1/0.1
Router(config-if)# pvc 0/1
Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage

___________________
例 次の例は、PVC 1/100、1/102、および 1/103に対する拡張 ATM PVC障害トラップの出力を示して

います。同じインターフェイスまたはサブインターフェイスに関連付けられたすべてのPVCに対
して、トラップが 1つだけ生成されることに注意してください（各 PVCに対して個別のトラップ
が生成されるレガシー ATM PVC障害トラップとは対象的です）。 VPI/VCI情報とタイミング情
報は、トラップに関連付けられたオブジェクト内に配置されています。

00:23:56:SNMP:Queuing packet to 10.1.1.1
00:23:56:SNMP:V2 Trap, reqid 2, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 143636
snmpTrapOID.0 = atmIntfPvcFailuresTrap
ifEntry.1.19 = 19
atmIntfPvcFailures.2 = 7
atmIntfCurrentlyFailingPVcls.2 = 3
atmPVclLowerRangeValue.19.1.2 = 102
atmPVclHigherRangeValue.19.1.2 = 103
atmPVclRangeStatusChangeStart.19.1.2 = 140643
atmPVclRangeStatusChangeEnd.19.1.2 = 140698
atmPVclStatusTransition.19.1.100 = 1
atmPVclStatusChangeStart.19.1.100 = 140636
atmPVclStatusChangeEnd.19.1.100 = 140636
00:23:56:SNMP:Packet sent via UDP to 10.1.1.1

___________________
例 次の例は、PVC 1/100、1/102、および 1/103に対する拡張 ATM PVC UPトラップの出力を示して

います。

00:31:29:SNMP:Queuing packet to 10.1.1.1
00:31:29:SNMP:V2 Trap, reqid 2, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 188990
snmpTrapOID.0 = atmIntfPvcUpTrap
ifEntry.1.19 = 19
atmIntfCurrentlyDownToUpPVcls.2 = 3
atmPVclLowerRangeValue.19.1.2 = 102
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atmPVclHigherRangeValue.19.1.2 = 103
atmPVclRangeStatusChangeStart.19.1.2 = 186005
atmPVclRangeStatusChangeEnd.19.1.2 = 186053
atmPVclStatusTransition.19.1.100 = 1
atmPVclStatusChangeStart.19.1.100 = 185990
atmPVclStatusChangeEnd.19.1.100 = 185990
00:31:30:SNMP:Packet sent via UDP to 10.1.1.1

___________________
例 次の例では、ATM OAM CC通知および拡張 ATM PVC通知がイネーブルになっています。接続

障害が PVC 0/1で検出されると、ホスト 172.16.61.90が SNMP通知を受信します。

! Configure SNMP support and an IP routing protocol on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro
Router(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public
Router(config)# ip routing
Router(config)# router igrp 109
Router(config-router)# network 172.16.0.0
!
! Enable extended ATM PVC trap support and OAM management:
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion 2
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure aisrdi
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure endcc
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure segmentcc
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure loopback
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension up
Router(config)# interface atm 0
Router(config-if)# pvc 0/1
Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage cc end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エンドツーエンド F5 OAMループバックセル
の生成およびOAM管理をイネーブルにします。

oam-pvc manage

ATM OAM F5 CC管理を設定します。oam-pvc manage cc

すべての ATM PVCおよびトラフィック情報を
表示します。

show atm pvc

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

レガシー ATM PVC障害トラップの送信をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps atm pvc

拡張 ATM PVC SNMP通知をサポートするMIB
または ATM OAM F5 CC、F5 AIS/RDI、および
F5ループバック障害の SNMP通知をサポート
するMIBを指定します。

snmp-server enable traps atm pvc extension
mibversion

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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説明コマンド

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion
ATM相手先固定接続（PVC）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をサポートする
MIB、または ATM運用管理および保守（OAM）F5連続性チェック（CC）管理、ATM OAM F5
AIS/RDI管理およびF5ループバック障害管理のSNMP通知をサポートするMIBを指定するには、
グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps atmpvc extensionmibversion
コマンドを使用します。MIB指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion {1| 2}

no snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion {1| 2}

___________________
構文の説明

拡張 ATM相手先固定接続（PVC）SNMP通知
をサポートするMIBを指定します。これはデ
フォルトです。

1

MIBバージョン 1でサポートされる通知に加え
て、ATM OAM F5 CCおよび ATM OAM F5
AIS/RDI SNMP通知をサポートするMIBを指定
します。

2

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されまし
た。

12.2(28)SB

___________________
使用上のガイドライン MIBバージョン 1は、レガシー拡張 ATM PVCトラップをサポートし、ファイル

CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB-EXTN.myで定義されているMIBを指定します。MIBバージョ
ン 1はデフォルトで実装されます。 snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion 2コマ
ンドがディセーブルになっている場合、このMIBを再度イネーブルにするには、snmp-server
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enable traps atm pvc extension mibversion 1コマンドまたは no snmp-server enable traps atm pvc
extension mibversion 2コマンドを使用します。

ATMOAM F5 CCおよびATMOAMAID/RDI MIB障害通知をサポートするMIBを指定するには、
snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion 2コマンドを使用します。このMIBは、
ファイル CISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB.myで定義されています。

ATM OAM F5連続性チェックをサポートする SNMP通知をイネーブルにするには、グローバル
コンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps atm pvc extensionコマンドを使用しま
す。これらの SNMP通知は Cisco FTPサイトの ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/v2/にある
CISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB.myファイルに定義されています。

ATM OAM連続性チェック SNMP通知を使用する前に、oam-pvc manage ccコマンドを使用して
PVC上で OAM F5連続性チェックの OAM管理とサポートをイネーブルにする必要があります。

___________________
例 次の例では、ATM OAM連続性チェックの SNMP通知をサポートするMIBが実装され、ATM

OAM連続性チェックの通知がイネーブルになります。エンドツーエンド OAM F5連続性チェッ
クのサポートは、PVC 0/1上でイネーブルです。

Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension mibversion 2
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure aisrdi
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure endcc
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure segmentcc
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure loopback
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension up
Router(config)# interface atm 0
Router(config-if)# pvc 0/40
Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage cc end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ATM OAM F5 CC管理アクティビティを表示し
ます。

debug atm oam cc

ATM OAM F5 CC管理を設定します。oam-pvc manage cc

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

レガシーATMPVCDOWNトラップの送信をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps atm pvc

拡張 ATM PVC SNMP通知と、ATM OAM F5
CC、ATMOAMF5AIS/RDI、およびループバッ
ク障害のSNMP通知の送信をイネーブルにしま
す。

snmp-server enable traps atm pvc extension
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snmp-server enable traps atm subif
ATMサブインターフェイスの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ（通知）をイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps atm
subifコマンドを使用します。ATMサブインターフェイス固有の SNMPトラップをディセーブル
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps atm subif [count max-traps] [interval seconds]

no snmp-server enable traps atm subif [count max-traps] [interval seconds]

___________________
構文の説明

（任意）指定した間隔で送信されるトラップの

最大数を指定します。

count

（任意）トラップの数。有効な範囲は1～1000
です。デフォルトは 10です。

max-traps

（任意）連続するトラップ間の最小間隔を指定

します。

interval

（任意）間隔を秒単位で指定します。範囲は 0
～ 3600です。デフォルトは 10です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト ATMサブインターフェイスの SNMPトラップはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドが変更されました。ATMサブインターフェイスのSNMP
通知の送信をイネーブルにするには、このコマンドをグローバルコン

フィギュレーションモードで設定した後、snmp trap link-statusコマ
ンドを各 ATMサブインターフェイスで設定する必要があります。

12.2(33)SRE6
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(3)S3に統合されました。15.1(3)S3

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps atm subifコマンドを使用するには、snmp-server trap link ietfコマンドを

設定する必要があります。 snmp-server trap link ietfコマンドは、リンクアップ/リンクダウント
ラップのRFC2233 IETF標準ベースの実装を使用するようにルータを設定するために使用します。
デフォルトのシスコオブジェクト定義では、サブインターフェイスのリンクアップ/リンクダウン
トラップが正しく生成されません。

ATMサブインターフェイスの SNMP通知をイネーブルにするには、snmp-server enable traps atm
subifコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで設定した後、SNMP通知をイネー
ブルにする各 ATMサブインターフェイスで snmp trap link-statusコマンドを設定する必要があり
ます。

SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の
通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

サブインターフェイスがダウン状態になるか、ダウン状態でなくなると、ATMサブインターフェ
イスのトラップがネットワーク管理システム（NMS）に送信されます。

トラップストームを防止するには、トラップ数やトラップの送信頻度を制限するように countお
よび intervalキーワードを設定できます。 intervalを 0秒に設定すると、すべての ATMサブイン
ターフェイストラップが送信されます。

no snmp-server enable traps atm subifコマンドを使用すると、ATMサブインターフェイストラッ
プをディセーブルにできます。トラップをディセーブルにした場合は、SNMP管理アプリケー
ションを使用して、サブインターフェイスのステータス情報についてルータをポーリングできま

す。

snmp-server enable traps atm subifコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用し
ます。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を
指定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

デフォルトでは（snmp-server enable traps atm subifコマンドが設定されていない場合）、
ifLinkUpDownTrapEnableオブジェクトは disabled(2)を返し、サブインターフェイスのトラップは
生成されません。

snmp-server enable traps atm subifコマンドが設定されている場合は、サブインターフェイスのす
べての ATM AAL5層について ifLinkUpDownTrapEnableオブジェクトは enabled(1)に設定されま
す。debugsnmppacketsコマンドをイネーブルにしてトラップが生成されることを確認するには、
shutdownコマンドまたは no shutdownコマンドを入力してトラップを表示します。

サブインターフェイスで snmp trap link-statusコマンドを設定すると、トラップが生成され、
ifLinkUpDownTrapEnableオブジェクトが enabled(1)に設定されます。 snmp trap link-statusコマン
ドがサブインターフェイスで設定されていない場合、ifLinkUpDownTrapEnableオブジェクトはそ
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のサブインターフェイスに対して disabled(2)に設定され、shutdownコマンドまたは no shutdown
コマンドでそのサブインターフェイスのトラップは生成されなくなります。

___________________
例 次に、デバイスの ATMサブインターフェイストラップをイネーブルにする例を示します。この

デバイスのATMサブインターフェイスが状態を変更すると、ホスト 172.16.61.90は通知を受信し
ます。

! For ATM subinterface trap to work on your router, you must first have SNMP support and
! an IP routing protocol configured on your router.
Device(config)# snmp-server community public ro

Device(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public
Device(config)# snmp-server trap link ietf
Device(config)# snmp-server enable traps snmp
Device(config)# ip routing

Device(config)# router igrp 109

Device(config-router)# network 172.16.0.0

! Enable ATM subinterface trap support.
Device(config)# snmp-server enable traps atm subif count 5 interval 60

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMPトラップ
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps

ATM PVC SNMP通知の送信をイネーブルにし
ます。

snmp-server enable traps atm pvc

SNMP通知動作の指定snmp-server host

RFC 2233に準拠するリンクアップ/リンクダウ
ン SNMPトラップをイネーブルにします。

snmp-server trap link ietf

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source

SNMPリンクトラップの生成をイネーブルにし
ます。

snmp trap link-status
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snmp-server enable traps bfd
双方向フォワーディング検出（BFD）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps bfd
コマンドを使用します。 BFD通知の送信をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

snmp-server enable traps bfd [session-down] [session-up]

no snmp-server enable traps bfd [session-down] [session-up]

___________________
構文の説明

（任意）BFDセッションダウン通知
（bfdSessDown）をイネーブルまたはディセー
ブルにします。

session-down

（任意）BFDセッションアップ通知
（bfdSessUp）をイネーブルまたはディセーブル
にします。

session-up

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知の送信はディセーブルです。オプションのキーワードを指定しない場合は、BFD通知

のすべてのタイプがイネーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOSRelease15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOSRelease15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps bfdコマンドは、snmp-server hostコマンドとともに使用します。

snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
280

snmp-server enable traps ～ snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
snmp-server enable traps bfd



snmp-server enable traps bfdコマンドで session-downキーワードを使用すると、セッションダウ
ンメッセージは、ルータとその隣接ピア間の BFDセッションが終了したときに生成されます。

snmp-server enable traps bfdコマンドで session-upキーワードを使用すると、メッセージは、ルー
タで BFDセッションが確立されるときに生成されます。

___________________
例 次の例では、BFD固有のインフォームをイネーブルにし、コミュニティストリング publicを使用

してホスト myhost.cisco.comに送信します。

Router(config)# snmp-server enable traps bfd

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public bfd

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知をトラップまたは応答要求として送
信するかどうか、使用する SNMPのバージョ
ン、通知のセキュリティレベル（SNMPv3の場
合）、および通知の受信者（ホスト）を指定し

ます。

snmp-server host
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snmp-server enable traps bgp
ルータにおける簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）操作のボーダーゲートウェイプロト
コル（BGP）サポートをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps bgpコマンドを使用します。 SNMP操作のBGPサポートをディセーブル
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps bgp [cbgp2] [state-changes [all] [backward-trans] [limited]| threshold prefix]

no snmp-server enable traps bgp [cbgp2][state-changes [all] [backward-trans] [limited]| threshold
prefix]

___________________
構文の説明

（任意）CISCO-BGP-MIBv8.1トラップの生成
をイネーブルにします。

cbgp2

（任意）有限ステートマシン（FSM）状態変更
のトラップをイネーブルにします。

state-changes

（任意）すべての FSM状態変更のためのシス
コ固有トラップをイネーブルにします。

all

（任意）後方遷移イベントのシスコ固有トラッ

プをイネーブルにします。

backward-trans

（任意）標準後方遷移イベントと確立イベント

のトラップをイネーブルにします。

limited

（任意）プレフィックスしきい値イベントのシ

スコ固有トラップをイネーブルにします。

threshold prefix

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5800で導入されまし
た。

12.1(3)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 state-changes、all、backward-trans、
limited、および threshold prefixキーワードが追加されました。

12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが Cisco 7304に実装されました。12.2(27)SBC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドがCisco 7301、Cisco 7200シリーズ、およびCisco 10000
シリーズのプラットフォームに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが変更されました。 cbgp2キーワードが追加されまし
た。

15.2(3)T

このコマンドが Cisco IOS Release 15.2(4)Sに統合されました。15.2(4)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知はトラップまたはインフォーム要求として送信でき、このコマンドで両方の通知タイ

プがイネーブルになります。キーワードを指定しないでこのコマンドを入力すると、すべての設

定可能なオプションのサポートがイネーブルになります。

このコマンドを使用して、BGP4-MIB（enterprise 1.3.6.1.2.1.15.7）のBGPサーバ状態変更通知をイ
ネーブルまたはディセーブルにします。通知タイプは次のとおりです。

• bgpEstablished

• bgpBackwardsTransition

BGP通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco FTPサイトの ftp://ftp.cisco.com/pub/
mibs/v2/にある BGP4-MIB.myファイルを参照してください。
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ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/v1/BGP4-MIB-V1SMI.myでダウンロード可能な SNMPバージョン 1
BGP4-MIBを使用すると、BGPトラップオブジェクト ID（OID）の出力が正しくないことに
気付く場合があります。ルータが SNMPバージョン 1によってモニタされている BGPピアの
状態変更に関するBGPトラップ（通知）を送信すると、エンタープライズOIDは .1.3.6.1.2.1.15.7
（bgpTraps）ではなく .1.3.6.1.2.1.15（bgp）として誤って表示されます。この問題は、BGP4-MIB
がバージョン 1およびバージョン 2トラップコンプライアンスに関する RFC 1908の規定に
従っていないため発生します。問題は Cisco IOSソフトウェアのエラーが原因ではありませ
ん。このMIBは、IETFのガイダンスに従って IANAによって制御され、BGPプロトコルの現
在の状態を表す新しいバージョンでこのMIBを置き換えるための作業が IETFによって現在進
行中です。その間は、誤ったトラップ OIDを避けるために SNMPバージョン 2 BGP4-MIBま
たは CISCO-BGP4-MIBを使用することを推奨します。

（注）

snmp-server enable traps bgpコマンドをイネーブルにして、CISCO-BGP4-MIBのBGPサーバ状態
変更通知を制御することもできます。このMIBには、次の SNMP操作のサポートが含まれてい
ます。

•すべての BGP FSM遷移変更の通知。

• BGPピアが受信したルートの総数を照会する通知。

• BGPピアの最大プレフィックス制限しきい値の通知。

• VPNv4ユニキャストルートに対する GET操作。

BGP通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco FTPサイトの
ftp://www.cisco.com/public/mibs/v2/にある CISCO-BGP4-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps bgpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

snmp-server enable traps bgpコマンドおよび snmp-server enable traps bgp cbgp2コマンドを相互
に独立してイネーブルまたはディセーブルにすることができます。コマンドを両方ともイネーブ

ルにすると、両方のトラップが生成されます。 2つのコマンドのうち 1つだけがイネーブルの場
合、そのバージョンのトラップだけが生成されます。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに BGP状態変

更通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps bgp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

次に、CISCO-BGP-MIBv8.1トラップの生成をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps bgp cbgp2

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
284

snmp-server enable traps ～ snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
snmp-server enable traps bgp



___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps bulkstat
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のバルク統計情報収集と転送 SNMP通知の送信をイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
bulkstatコマンドを使用します。バルク統計情報 SNMP通知をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps bulkstat [collection] [transfer]

no snmp-server enable traps bulkstat [collection] [transfer]

___________________
構文の説明

（任意）データ収集を正常に実行できない場合

に送信されるバルク統計情報収集通知を制御し

ます。（CISCO-DATA-COLLECTION-MIBの
cdcVFileCollectionErrorとして定義されます）。

collection

（任意）転送試行が成功したか、または転送試

行に失敗した場合に送信されるバルク統計情報

転送通知を制御します。

（CISCO-DATA-COLLECTION-MIBの
cdcFileXferCompleteとして定義されます）。ト
ラップ内の変数バインドである cdcFilXferStatus
オブジェクトは、転送に成功したかどうかを示

します。

transfer

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

bulkstatコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブル
にします。このコマンドは、snmp-server host [bulkstat]コマンドとともに使用します。

オプションの collectionキーワードは、データ収集を正常に実行できない場合に送信されるバルク
統計情報収集通知を制御します。この状況の 1つの原因としては、デバイスのメモリ不足が考え
られます。

オプションキーワードを使用しない場合は、すべてのバルク統計情報通知タイプがイネーブルに

なります（このコマンドの no形式を使用した場合はディセーブルになります）。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報収集と転送通知がコミュニティストリング publicを使用してホスト

myhost.cisco.comに送信されるように設定されます。

Router(config)# snmp-server enable traps bulkstat
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com traps version 2c public bulkstat

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps c6kxbar
CISCO-CAT6K-CROSSBAR-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップお
よびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps c6kxbarコマンドを使用します。 cc6kxbar通知をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps c6kxbar [flowctrl-bus| intbus-crccvrd| intbus-crcexcd| swbus| tm-channel|
tm-swbus]

no snmp-server enable traps c6kxbar [flowctrl-bus| intbus-crcexcd| intbus-crccvrd| swbus| tm-channel|
tm-swbus]

___________________
構文の説明

（任意）SNMPcc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif
通知をイネーブルにします。

flowctrl-bus

（任意）SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrRcvrdNotif
通知をイネーブルにします。

intbus-crcvrd

（任意）SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif
通知をイネーブルにします。

intbus-crcexcd

（任意）SNMP cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif
通知をイネーブルにします。

swbus

（任意）cc6kxbarTMChUtilAboveNotifおよび
cc6kxbarTMChUtilBelowNotif通知をイネーブル
にします。

tm-channel

（任意）cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotifおよ
び cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif通知をイネー
ブルにします。

tm-swbus

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX

intbus-crcexceおよび intbus-crcrcvrdキーワードが追加されまし
た。

12.2(18)SXF

Supervisor Engine 32専用の flowctrl-busキーワードが追加されまし
た。

12.2(33)SXH

Supervisor Engine 720専用の tm-channelキーワード、および
tm-swbusキーワードが追加されました。

12.2(33)SXI4

___________________
使用上のガイドライン flowctrl-busキーワードは、Supervisor Engine 32でのみサポートされます。

tm-channelキーワードは、Supervisor Engine 32ではサポートされていません。

___________________
例 次に、SNMP cc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar flowctrl-bus
Router(config)#

次に、SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar intbus-crcexcd
Router(config)#

次に、SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrRcvrdNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar intbus-crcvrd
Router(config)#

次に、SNMP cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar swbus
Router(config)#

次に、SNMP cc6kxbarTMChUtilAboveNotifおよび cc6kxbarTMChUtilBelowNotif通知をイネーブル
にする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar tm-channel
Router(config)#

次に、SNMP cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotifおよび cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif通知をイ
ネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps c6kxbar tm-swbus
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP c6kxbar通知トラップをテストします。test snmp trap c6kxbar
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snmp-server enable traps calltracker
コールトラッカーCallSetupおよびCallTerminate簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知
をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
calltrackerコマンドを使用します。コールトラッカーSNMP通知をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps calltracker

no snmp-server enable traps calltracker

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS580アクセスサーバで追加
されました。

12.1(3)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、コールトラッカー CallSetupおよび CallTerminate通知を制御（イネーブルまた
はディセーブルに）します。CallSetup通知は、エントリがアクティブなテーブル（cctActiveTable）
に作成されると各コールの開始時に生成され、CallTerminate通知は、エントリが履歴テーブルに
作成されると各コールの終了時に生成されます。

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
291

snmp-server enable traps ～ snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
snmp-server enable traps calltracker



これらの通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの
http://www.cisco.com/public/mibs/v2/にある CISCO-CALL-TRACKER-MIB.myファイルを参照して
ください。

snmp-server enable traps calltrackerコマンドは、snmp-server hostグローバルコンフィギュレー
ションコマンドと組み合わせて使用します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知
を受信するホスト（1つまたは複数）を指定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1
つの snmp-server hostコマンドを設定する必要があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comに call-startお

よび call-stopインフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps calltracker
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public calltracker

___________________
関連コマンド

説明コマンド

詳細なコールレコード情報のデバッグ、モニタ

リング、または外部保存の目的でコールレコー

ド SYSLOG生成をイネーブルにします。

calltracker call-record

アクセスサーバのコールトラッカー機能をイ

ネーブルにします。

calltracker enable

PRI Bチャネルが SNMPを介してビジーアウト
できるようにします。

isdn snmp busyout b-channel

アクティブコールの数、履歴テーブルの属性な

どのコールトラッカーのアクティビティおよび

設定情報を表示します。

show call calltracker

指定モデムに最後に割り当てられたコールの

コールトラッカーアクティブまたは履歴デー

タベースに格納された情報をすべて表示しま

す。

show modem calltracker

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps cnpd
Cisco Network-Based Application Recognition（NBAR）Protocol Discovery（CNPD）MIB通知をイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps cnpd
コマンドを使用します。 CNPD MIB通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

snmp-server enable traps cnpd

no snmp-server enable traps cnpd

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト CNPD MIB通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)T

___________________
使用上のガイドライン CNPD通知は、プロトコル検出に関連する情報を示すために CNPD MIBとともに使用されます。

snmp-server enable traps cnpdコマンドはこれらの通知をイネーブルにします。また、トラップま
たはインフォーム要求として SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps cnpdコマンドは、SNMP通知を受信するホストを指定する snmp-server
hostコマンドと組み合わせて使用します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの
snmp-server hostコマンドを設定する必要があります。デフォルトアクションは、デフォルト
ポートに通知を送信しますが、snmp-serverhostコマンドのudp-portオプションを設定して、ポー
トを指定できます。

___________________
例 次に、CNPD通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps cnpd
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知の受信者を指定します。snmp-server host
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snmp-server enable traps cpu
デバイスが CPUしきい値違反通知を送信できるようにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで snmp-server enable traps cpuコマンドを使用します。デバイスによる CPUしき
い値通知の送信を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps cpu threshold

no snmp-server enable traps cpu

___________________
構文の説明 CPUしきい値違反の通知をイネーブルにしま

す。

threshold

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プとインフォーム要求の両方をイネーブルにし、プロセスMIB（CISCO-PROCESS-MIB）で定義
されている CPUしきい値通知を制御します。

このコマンドは、次の通知をイネーブルにします。

• cpmCPURisingThreshold：CPU使用率が上昇し、設定された CPUしきい値設定を超えたまま
であることを示します。

• cpmCPUFallingThreshold：CPU使用率が下降し、設定されたCPUしきい値設定の下回ったま
まであることを示します。
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これらの通知タイプと、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/
go/mibsにある CISCO-PROCESS-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps cpuコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに CPUしきい

値関連のインフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps cpu threshold

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public cpu

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知の宛先 NMSおよび転送パラメータ
を指定します。

snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps dhcp
DHCP簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ通知をイネーブルにするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps dhcpコマンドを使用します。
DHCPトラップ通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps dhcp [duplicate] [interface] [pool] [subnet] [time]

no snmp-server enable traps dhcp [duplicate] [interface] [pool] [subnet] [time]

___________________
構文の説明

（任意）重複した IPアドレスに関する通知を
送信します。

duplicate

（任意）インターフェイスあたりのリース制限

を超えていることを示す通知を送信します。

interface

（任意）アドレスプールのアドレス使用率が、

設定可能なしきい値を上回っているまたは下

回っていることを示す通知を送信します。

pool

（任意）サブネットのアドレス使用率が、設定

可能なしきい値を上回っているまたは下回って

いることを示す通知を送信します。

subnet

（任意）DHCPサーバが開始または停止したこ
とを示す通知を送信します。

time

___________________
コマンドデフォルト DHCPトラップ通知は送信されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC
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___________________
使用上のガイドライン オプションのキーワードのいずれも指定しなかった場合、すべての DHCPトラップ通知がイネー

ブルになります。

___________________
例 次に、セカンダリサブネットの使用率が設定されたしきい値を下回ったとき、または超えたとき

に、SNMPマネージャに SNMPトラップ通知を送信する例を示します。

Router(config)# ip dhcp pool pool2
Router(dhcp-config)# utilization mark high 80 log
Router(dhcp-config)# utilization mark low 70 log
Router(dhcp-config)# network 192.0.2.0 255.255.255.0
Router(dhcp-config)# network 192.0.4.0 255.255.255.252 secondary
Router(config-dhcp-subnet-secondary)# override utilization high 40
Router(config-dhcp-subnet-secondary)# override utilization low 30
!
Router(config)# snmp-server enable traps dhcp subnet

次の例では、すべての DHCPトラップ通知は、DHCPサーバのイベントに応答して SNMPマネー
ジャに送信されます。

Router(config)# snmp-server enable traps dhcp
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snmp-server enable traps dhcp-snooping bindings
DHCPスヌーピングバインディング簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップ
およびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps dhcp-snooping bindingsコマンドを使用します。 DHCPスヌーピングバ
インディング通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps dhcp-snooping bindings

no snmp-server enable traps dhcp-snooping bindings

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI4

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、DHCPスヌーピングバインディングアクティビティの SNMP通知を制御（イ

ネーブルまたはディセーブルに）します。

___________________
例 次に、DHCPスヌーピングバインディングの SNMP通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps dhcp-snooping bindings
Router(config)#
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snmp-server enable traps director

Cisco IOS Release 12.4(24)T以降、snmp-server enable traps directorコマンドは、Cisco IOSソフ
トウェアで使用できなくなります。

（注）

DistributedDirector簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps directorコマンドを使用しま
す。 DistributedDirector SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

snmp-server enable traps director [server-up| server-down]

no snmp-server enable traps director [server-up| server-down]

___________________
構文の説明

（任意）サーバが「アップ」状態に変更された

ことを示すDistributedDirector通知をイネーブル
にします。

server-up

（任意）サーバが「ダウン」状態に変更された

ことを示すDistributedDirector通知をイネーブル
にします。

server-down

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(8)T

このコマンドは削除されました。12.4(24)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。
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このコマンドは、システムのDistributedDirectorステータス通知を制御します（イネーブルまたは
ディセーブルにします）。オプションのキーワードを指定しない場合は、使用可能なすべての環

境通知がイネーブルになります。

___________________
例 次の例では、ciscoDistDirEventServerUpおよび ciscoDistDirEventServerDownの両方の通知がイネー

ブルになります。

Router(config)# snmp-server enable traps director
Router# show running-config
ip host myhost 172.20.2.10 172.20.2.20 172.20.2.30
.
.
.
ip director host myhost
ip dns primary myhost soa myhost myhost@com
ip director host myhost priority boomerang 1
no ip director drp synchronized
snmp-server enable traps director server-up server-down

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータがSNMPトラップを送信できるようにし
ます。

snmp-server enable traps

SNMP通知の受信者を指定します。snmp-server host

インフォーム要求オプションを指定します。snmp-server informs

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
ス（および対応する IPアドレス）を指定しま
す。

snmp-server trap-source

再送信キューのトラップメッセージの再送信を

試行する頻度を定義します。

snmp-server trap-timeout

特定のポートがアップまたはダウンになった場

合に生成されるSNMPトラップ通知をイネーブ
ルにします。

snmp trap link-status
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snmp-server enable traps dlsw
データリンクスイッチ（DLSw）回線およびピア接続の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
通知（トラップおよびインフォーム）の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで snmp-server enable traps dlswコマンドを使用します。DLSw通知をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps dlsw [circuit| tconn]

no snmp-server enable traps dlsw [circuit| tconn]

___________________
構文の説明

（任意）DLSw回線トラップをイネーブルにし
ます。

• (5) ciscoDlswTrapCircuitUp

• (6) ciscoDlswTrapCircuitDown

circuit

（任意）DLSwピア転送接続トラップをイネー
ブルにします。

• (1) ciscoDlswTrapTConnPartnerReject

• (2) ciscoDlswTrapTConnProtViolation

• (3) ciscoDlswTrapTConnUp

• (4) ciscoDlswTrapTConnDown

tconn

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

オプションキーワードを使用しない場合は、すべてのDLSw通知タイプがイネーブルになります
（このコマンドの no形式を使用した場合はディセーブルになります）。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。このコマンドは、snmp-server hostコ
マンドと組み合わせて使用します。

このコマンドは、データリンクスイッチ（DLSw）回線および接続アクティビティの SNMP通知
を制御（イネーブルまたはディセーブルに）します。 DLSwオブジェクトは、Cisco.comの
http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある Cisco DLSw MIBモジュール
（CISCO-DLSW-MIB.my）および DLSw+（シスコ固有機能）MIBモジュール
（CISCO-DLSW-EXT-MIB.my）に定義されています。

___________________
例 次の例では、デバイスがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comに

DLSw回線状態変更インフォームを送信するように設定されています。

Router(config)# snmp-server enable traps dlsw circuit
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps eigrp
Ciscoルータの Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）通知のサポートをイネーブル
にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps eigrpコマンド
を使用します。 EIGRP通知のサポートをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

snmp-server enable traps eigrp

no snmp-server enable traps eigrp

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト EIGRP通知のサポートはイネーブルではありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)XNEに統合されまし
た。

12.2(33)XNE

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.6に統合されました。IOS XE Release 2.6

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXI4に統合されまし
た。

12.2(33)SXI4

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps eigrpコマンドは、Stuck-in-Active（SIA）およびネイバー認証障害イベント

の通知（トラップ）をイネーブルにするために使用します。 snmp-server hostコマンドによってト
ラップ宛先が設定され、snmp-server communityコマンドによってコミュニティストリングが定義
されるまで、トラップイベントに対するサポートはイネーブルになりません。
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___________________
例 次の例では、SNMPサーバホストの指定、コミュニティストリングの設定、および EIGRP通知

に対するサポートのイネーブル化が行われます。

Router(config)# snmp-server host 10.0.0.1 traps version 2c NETMANAGER eigrp
Router(config)# snmp-server community EIGRP1NET1A
Router(config)# snmp-server enable traps eigrp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

リモート SNMPソフトウェアクライアントに
よって、SNMPがローカルルータにアクセスで
きるようにするための、コミュニティアクセス

ストリングを設定します。

snmp-server community

SNMP通知の宛先ホストまたはアドレスを指定
します。

snmp-server host
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snmp-server enable traps envmon
環境モニタ簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps envmonコマンドを使用します。
環境モニタ SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps envmon [shutdown] [voltage] [temperature] [fan] [supply]

no snmp-server enable traps envmon [shutdown] [voltage] [temperature] [fan] [supply]

___________________
構文の説明

（任意）シャットダウン通知を制御します。shutdown

（任意）電圧通知を制御します。voltage

（任意）温度通知を制御します。temperature

（任意）ファン障害通知を制御します。fan

（任意）冗長電源（RPS）障害通知を制御します。supply

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドがCiscoAS5300アクセスサーバでサポートされます。11.3(6)AA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされ
ます。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォーム

ハードウェアによって異なります。

12.2SX
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 ciscoEnvMonVoltStatusChangeNotif、
ciscoEnvMonTempStatusChangeNotif、
ciscoEnvMonFanStatusChangeNotif、および
ciscoEnvMonSuppStatusChangeNotif通知が追加されました。

15.0(1)SE

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、サポートされているシステムの環境モニタ（EnvMon）ステータス通知をイネー
ブルまたはディセーブルにします。次の表に示す Cisco Enterprise EnvMon通知は、環境しきい値
を超えたときにトリガーされます。オプションのキーワードを指定しない場合は、使用可能なす

べての環境通知がイネーブルになります。

トリガー送信される EnvMon 通知イネーブルに

するキーワー

ド

環境モニタは、クリティカルス

テートに到達してシャットダウン

を開始しようとしているテストポ

イントを検出します。

ciscoEnvMonShutdownNotification（enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.1）

shutdown

特定のテストポイントで測定され

た電圧がテストポイントの正常範

囲外です（つまり、電圧が警告、

クリティカル、またはシャットダ

ウン段階にあります）。アクセス

サーバの場合、この通知は

caemVoltageNotification（enterprise
MIBOID 1.3.6.1.4.1.9.9.61.2.2）とし
て定義されています。

ciscoEnvMonVoltageNotification（enterpriseMIB
OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.2）

voltage

特定のテストポイントで測定され

た温度がテストポイントの正常範

囲外です（つまり、温度が警告、

クリティカル、またはシャットダ

ウン段階にあります）。アクセス

サーバの場合、この通知は
caemTemperatureNotification
（enterprise MIB OID
1.3.6.1.4.1.9.9.61.2.1）として定義さ
れています。

ciscoEnvMonTemperatureNotification（enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.3）

temperature
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トリガー送信される EnvMon 通知イネーブルに

するキーワー

ド

ファンアレイのファンが故障して

います。

ciscoEnvMonFanNotification（enterprise MIB
OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.4）

fan

冗長電源が故障しています。ciscoEnvMonRedundantSupplyNotification
（enterprise MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.2.5）

supply

次の表に示す Cisco Enterprise EnvMon通知は、モニタされているデバイスの状態が変わったとき
にトリガーされます。オプションのキーワードを指定しない場合は、使用可能なすべての環境通

知がイネーブルになります。

トリガー送信される EnvMon 通知イネーブルに

するキーワー

ド

ciscoEnvMonVoltageStateでモニタ
されているデバイスの状態に変更

があります。

ciscoEnvMonVoltStatusChangeNotif（enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.0.6）

voltage

ciscoEnvMonTemperatureStateでモ
ニタされているデバイスの状態に

変更があります。

ciscoEnvMonTempStatusChangeNotif（enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.0.7）

temperature

ciscoEnvMonFanStateでモニタされ
ているデバイスの状態に変更があ

ります。

ciscoEnvMonFanStatusChangeNotif（enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.0.8）

fan

ciscoEnvMonSupplyStateでモニタさ
れるデバイスの状態に変更があり

ます。

ciscoEnvMonSuppStatusChangeNotif (enterprise
MIB OID 1.3.6.1.4.1.9.9.13.3.0.9)

supply

これらの通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの
http://www.cisco.com/public/mibs/v2/にある CISCO-ENVMON-MIB.myおよび
CISCO-ACCESS-ENVMON-MIB.myファイルを参照してください。

show environmentコマンドを使用して EnvMonのステータスを表示できます。

snmp-server enable traps envmonコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。
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___________________
例 次に、Cisco 12000ギガビットスイッチルータ（GSR）がコミュニティストリング publicを使用

してホスト myhost.cisco.comに環境障害インフォームを送信できるようにする例を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# snmp-server enable traps envmon
Device(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public envmon

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムの環境条件を表示します。show environment

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps errdisable
トラップおよびインフォームの CISCO-ERR-DISABLE-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps errdisableコマンドを使用します。 errdisable通知をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps errdisable [notification-rate rate]

no snmp-server enable traps [notification-rate rate]

___________________
構文の説明

（任意）1分あたりの通知の数を設定します。notification-rate rate

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI4

___________________
例 次に、SNMP errdisable通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps errdisable
Router(config)#

次に、SNMP errdisable通知レートを 1分あたり 500に設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps errdisable notification-rate 500
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

cErrDisableInterfaceEventRev1トラップをテスト
します。

test snmp trap errdisable ifevent

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
310

snmp-server enable traps ～ snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
snmp-server enable traps errdisable



snmp-server enable traps firewall
ルータがファイアウォールの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知を送信できるよう
にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps firewallコマ
ンドを使用します。ファイアウォールのSNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

snmp-server enable traps firewall serverstatus

no snmp-server enable traps firewall serverstatus

___________________
構文の説明

設定されているサーバのステータスを表示しま

す。

serverstatus

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、エージェントによってトラップとして送信されます。現在、1つのURLフィルタ

リングトラップだけが生成されます。

通知タイプやその他のMIB機能の詳細な説明については、次の Cisco.comで入手可能な
CISCO-UNIFIED-FIREWALL-MIB.myおよびCISCO-FIREWALL-TC.myファイルを参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

snmp-server enable traps firewallコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。
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___________________
例 次の例では、ルータはコミュニティストリング「public」を使用してホスト nms.cisco.comにファ

イアウォールのMIBインフォーム通知を送信するように設定されています。

snmp-server enable traps firewall serverstatus
snmp-server host nms.cisco.com informs public firewall

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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snmp-server enable traps flash
フラッシュデバイス挿抜の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにする
には、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps flashコマンドを使
用します。フラッシュデバイスの SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

snmp-server enable traps flash [insertion] [removal]

no snmp-server enable traps flash [insertion] [removal]

___________________
構文の説明

（任意）フラッシュカードの挿入通知を制御し

ます。

insertion

（任意）フラッシュカードの取り外し通知を制

御します。

removal

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0 Sに統合されました。12.0(23)S

このコマンドが Cisco Catalyst 6000シリーズに実装されました。12.1(13)E4

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CiscoFlashMIBの ciscoFlashDeviceInsertedNotifおよび ciscoFlashDeviceRemovedNotif
オブジェクトで定義されているフラッシュカード挿抜通知をイネーブルまたはディセーブルにし

ます。
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insertionキーワードが使用される場合、リムーバブルフラッシュデバイスが挿入されるたびに
ciscoFlashDeviceInsertedNotif（OID 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.5）が送信されます。

removalキーワードが使用される場合、リムーバブルフラッシュデバイスが取り外されるたびに
ciscoFlashDeviceRemovedNotif（OID 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1.3.0.6）通知が送信されます。

これらの通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comのhttp://www.cisco.com/go/mibs
にある CISCO-FLASH-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps flashコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにフラッシュ

カード挿抜インフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps flash insertion removal
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public flash

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps flowmon
フローモニタリングSNMPトラップ通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで snmp-server enable traps flowmonコマンドを使用します。フローモニタリング
トラップ通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps flowmon

no snmp-server enable traps flowmon

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト フローモニタリングトラップ通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォームとして送信できます。このコマンドは、トラップ通

知要求だけをイネーブルにします。

デフォルトでは、すべての通知（トラップ）がディセーブルです。システムで必要な通知を明示

的にイネーブルにする必要があります。 snmp-server enable traps flowmonコマンドは、snmp-server
hostコマンドと組み合わせて使用します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を
受信するホスト（1つまたは複数）を指定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つ
の snmp-server hostコマンドを設定する必要があります。

フローモニタリングのMIBテーブルの詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/go/
mibsにある適切な CISCO_MIB.myファイルを参照してください。

（注）

___________________
例 次に、フローモニタリングトラップをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps flowmon
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPをイネーブルにし、コミュニティストリ
ングとアクセス権限を設定します。

snmp -server community

SNMP通知動作の指定snmp -server host
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snmp-server enable traps frame-relay
フレームリレーDataLinkConnection Identifier（DLCI）およびサブインターフェイスの簡易ネット
ワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps frame-relayコマンドを使用します。フレームリレー DLCI
およびサブインターフェイスの SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server enable traps frame-relay

no snmp-server enable traps frame-relay

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドが、DLCIトラップに加えてフレームリレーサブインター
フェイスのトラップをイネーブルにするように変更されました。

12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、RFC1315-MIB（enterprise 1.3.6.1.2.1.10.32）で定義されている DLCIフレームリ
レー通知を制御（イネーブルまたはディセーブルに）します。
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このトラップは、表示されている仮想回線（VC）またはサブインターフェイスの状態が変わった
こと、つまり、VCまたはサブインターフェイスが作成されたか無効になっていること、あるいは
アクティブ状態と非アクティブ状態の間で切り替わったことを示します。

フレームリレーサブインターフェイスのトラップだけをイネーブルにするには、snmp-server
enable traps frame-relay subifコマンドを使用します。

大規模な構成（数百のフレームリレーポイントツーポイントサブインターフェイスを含むシ

ステム）では、フレームリレー通知をイネーブルにすると、回線ステータスの変更があった

場合にネットワークパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があることに注意してください。

（注）

この通知やその他のMIB機能の詳細な説明については、それぞれ Cisco.comのMIB Webサイト
http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlの「v1」および「v2」ディレクトリ
にある RFC1315-MIB.myファイルおよび CISCO-FRAME-RELAY-MIB.myを参照してください。

snmp-server enable traps frame-relayコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用
します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）
を指定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定
する必要があります。

___________________
例 次の例では、ルータがコミュニティストリングpublicを使用してホストmyhost.cisco.comにフレー

ムリレー DLCIおよびサブインターフェイスの状態変更インフォームを送信するように設定され
ています。

Router(config)# snmp-server enable traps frame-relay
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps frame-relay multilink
bundle-mismatch

マルチリンクフレームリレー簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにす
るには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps frame-relaymultilink
bundle-mismatchコマンドを使用します。これらの通知をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps frame-relay multilink bundle-mismatch

no snmp-server enable traps frame-relay multilink bundle-mismatch

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

___________________
使用上のガイドライン マルチリンクフレームリレーMIBが設定されているデバイスを管理するには、マルチリンクフ

レームリレーMIBを使用します。

SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ
プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

bundle-mismatchトラップは、RFC 3020で定義されている 5個のトラップの 1つですが、Cisco IOS
は bundle-mismatchトラップだけをサポートします。

MIB機能の詳細な説明については、次の URLの「SNMP v2 MIBs」ディレクトリにある
CISCO-FRAME-RELAY-MIB.myファイルを参照してください。
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http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

___________________
例 次の例では、ホストルータでマルチリンクフレームリレーに 1つのバンドルが設定され、ピア

ルータにはバンドルリンクが設定されていません。

ホストルータ上：

Router(config)# interface MFR1
Router(config)# ip address 209.165.200.225 255.255.255.224
Router(config)# frame-relay multilink bid UUT_BUNDLE_ONE
Router(config)# frame-relay interface-dlci 100
!
Router(config)# snmp-server community public RW
Router(config)# snmp-server enable traps frame-relay multilink bundle-mismatch
Router(config)# snmp-server host 10.0.47.4 public

ピアルータ上：

Router(config)# interface MFR1
Router(config)# ip address 209.165.200.226 255.255.255.224
Router(config)# frame-relay multilink bid PEER_BUNDLE_ONE
Router(config)# frame-relay interface-dlci 100
Router(config)# frame-relay intf-type dce
Router(config)# snmp-server enable traps frame-relay multilink bundle-mismatch
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps frame-relay subif
フレームリレーサブインターフェイス簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネー
ブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-serverenable traps frame-relay
subifコマンドを使用します。フレームリレーサブインターフェイス SNMP通知をディセーブル
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps frame-relay subif [[interval seconds] count number-of-traps]

no snmp-server enable traps frame-relay subif [[interval seconds] count number-of-traps]

___________________
構文の説明

（任意）連続するトラップ間の最小間隔を指定

します。

interval

（任意）0～ 3600の範囲の整数。デフォルト
は 10です。

seconds

（任意）指定した間隔で送信されるトラップの

最大数を指定します。

count

（任意）1～ 1000の範囲の整数。デフォルト
は 10です。

number-of-traps

___________________
コマンドデフォルト フレームリレーサブインターフェイス SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

サブインターフェイスがダウン状態になるか、ダウン状態でなくなると、フレームリレーサブイ

ンターフェイスのトラップがネットワーク管理システム（NMS）に送信されます。
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トラップストームを防止するには、トラップ数やトラップの送信頻度を制限するように countお
よび intervalキーワードを設定できます。 intervalを 0秒に設定すると、すべてのフレームリレー
サブインターフェイストラップが送信されます。

snmp-server enable traps frame-relayコマンドでは、フレームリレーデータリンク接続識別子
（DLCI）およびサブインターフェイストラップの両方をイネーブルにします。 snmp-server
enable traps frame-relay subifコマンドは、フレームリレーサブインターフェイストラップだ
けをイネーブルにします。

（注）

no snmp-server enable traps frame-relay subifコマンドを使用すると、フレームリレーサブイン
ターフェイストラップをディセーブルにできます。トラップをディセーブルにした場合は、SNMP
管理アプリケーションを使用して、サブインターフェイスのステータス情報についてルータをポー

リングできます。

snmp-server enable traps frame-relay subifコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて
使用します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複
数）を指定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定す
る必要があります。

snmp-server enable traps frame-relay subifコマンドを使用するには、snmp-server trap link ietfコ
マンドを設定する必要があります。 snmp-server trap link ietfコマンドは、リンクアップ/リンク
ダウントラップの RFC 2233 IETF標準ベースの実装を使用するようにルータを設定するために使
用します。デフォルトのシスコオブジェクト定義では、サブインターフェイスのリンクアップ/
リンクダウントラップが正しく生成されません。

___________________
例 次に、ルータのフレームリレーサブインターフェイストラップをイネーブルにする例を示しま

す。このルータのフレームリレーサブインターフェイスが状態を変更すると、ホスト172.16.61.90
は通知を受信します。

! For Frame Relay subinterface traps to work on your router, you must first have SNMP !
support and an IP routing protocol configured on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro

Router(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public
Router(config)# snmp-server trap link ietf
Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# ip routing

Router(config)# router igrp 109

Router(config-router)# network 172.16.0.0

!Enable Frame Relay subinterface trap support:
Router(config)# snmp-server enable traps frame-relay subif interval 60 count 5
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

フレームリレー DLCIリンクステータスの
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps frame-relay

SNMP通知動作の指定snmp-server host

RFC 2233に準拠するリンクアップ/リンクダウ
ン SNMPトラップをイネーブルにします。

snmp-server trap link ietf

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps if-monitor
if-monitorトラップをグローバルにイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで snmp-server enable traps if-monitorコマンドを使用します。 if-monitorトラップをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps if-monitor

no snmp-server enable traps if-monitor

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト トラップは生成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps if-monitorコマンドは、リンクモニタリングの if-monitorしきい値トラッ

プをイネーブルにします。特定のインターフェイスのトラップをイネーブルにするには、

snmp-server enable traps if-monitorコマンドを使用してグローバルにイネーブルにしてから、snmp
trap if-monitorコマンドを使用して明示的にそのインターフェイスでイネーブルにします。

しきい値の上限は、特定リンクのパラメータの最大値です。設定されたメジャーモニタリング間

隔内でこの値に到達するか、またはこの値を超過した場合、トラップが送信され、メッセージが

記録されます。再起動メカニズムがイネーブルになると、リンクはダウンします。

しきい値の下限は、指定リンクのパラメータの最小値です。メジャーモニタリング間隔内でこの

値に到達するか、またはこの値を超過した場合、トラップが送信され、メッセージが記録されま

す。

___________________
例 次に、すべてのインターフェイスの if-monitorトラップをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps if-monitor
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のインターフェイスの if-monitorトラップ
をイネーブルにします。

snmp trap if-monitor
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snmp-server enable traps ip local pool
ローカル IPプール簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブルにするに
は、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps ip local poolコマンド
を使用します。ローカル IPプール通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

snmp-server enable traps ip local pool

no snmp-server enable traps ip local pool

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはディセーブルです。通知は送信されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

___________________
例 次に、ローカル IP SNMP通知の送信をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps ip local pool

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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snmp-server enable traps isdn
Integrated Services Digital Network（ISDN）-specificの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
通知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable traps isdnコマンドを使用します。 ISDN-specific SNMP通知をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps isdn [call-information] [chan-not-avail] [ietf] [isdnu-interface] [layer2]

no snmp-server enable traps isdn [call-information] [chan-not-avail] [ietf] [isdnu-interface] [layer2]

___________________
構文の説明

（任意）CISCO-ISDN-MIB（enterprise
1.3.6.1.4.1.9.9.26.2）に定義されている SNMP
ISDNコール情報通知を制御します。通知タイ
プは次のとおりです。

• demandNbrCallInformation (1)：この通知は、
成功したコールがクリアされるか、または

失敗したコール試行が最終的に失敗したと

判断されるたびにマネージャに送信されま

す。コールの再試行がアクティブの場合、

これはすべての再試行が失敗した後です。

ただし、成功したコール試行の間にこのよ

うな通知は1つだけ送信されます。後続の
コール試行では、このタイプの通知は生成

されません。

• demandNbrCallDetails (2)：この通知は、
コールが接続またはクリアされるか、失敗

したコール試行が最終的に失敗したと判断

されるたびにマネージャに送信されます。

コールの再試行がアクティブの場合、これ

はすべての再試行が失敗した後です。た

だし、成功したコール試行の間にこのよう

な通知は 1つだけ送信されます。後続の
コール試行では、このタイプの通知は生成

されません。

call-information
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（任意）SNMP ISDN channel-not-available通知
を制御します。 ISDN PRI channel-not-available
トラップは、要求された DS-0チャネルが使用
できないか、または着信コールを受けるために

使用できるモデムがない場合に生成されます。

これらの通知は、ISDN PRIインターフェイス
でのみ使用できます。

chan-not-avail

（任意）SNMP ISDN IETFトラップを制御しま
す。

ietf

（任意）SNMP ISDN Uインターフェイス通知
を制御します。

isdnu-interface

（任意）SNMP ISDNレイヤ 2遷移通知を制御
します。

layer2

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

オプションのキーワードなしでこのコマンドを入力すると、使用可能な通知がすべてイネーブル

になります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドが変更されました。 call-informationおよび isdnu-interfaceキー
ワードが Cisco 1600シリーズルータに追加されました。

11.3

このコマンドが変更されました。 call-informationおよび isdnu-interfaceキー
ワードのサポートがほとんどの音声プラットフォームで導入されました。

12.0

このコマンドが変更されました。 chan-not-availableキーワードのサポート
が Cisco AS5300、Cisco AS5400、および Cisco AS5800アクセスサーバにの
み追加されました。

12.1(5)T
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。 ISDN通知は、Cisco.com
の http://www.cisco.com/public/mibs/v2/にあるCISCO-ISDN-MIB.myおよびCISCO-ISDNU-IF-MIB.my
ファイルで定義されています。

通知が使用可能かどうかはプラットフォームによって異なります。使用可能な通知を確認するに

は、snmp-server enable traps isdn ?コマンドを使用します。

snmp-server enable traps isdnコマンドを入力しないと、このコマンドで制御する通知はまったく
送信されません。ルータがこれらの SNMP通知を送信するように設定するには、少なくとも 1回
は snmp-server enable traps isdnコマンドを入力する必要があります。このコマンドをキーワード
なしで入力すると、すべての通知タイプがイネーブルになります。キーワードを指定してこのコ

マンドを入力した場合は、指定したキーワードに関連する通知タイプだけがイネーブルになりま

す。

snmp-server enable traps snmpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。

___________________
例 次に、Cisco AS5300で使用できる通知タイプを特定する例および channel-not-availableとレイヤ 2

インフォームをイネーブルにする例を示します。

NAS(config)# snmp-server enable traps isdn ?
call-information Enable SNMP isdn call information traps
chan-not-avail Enable SNMP isdn channel not avail traps
ietf Enable SNMP isdn ietf traps
layer2 Enable SNMP isdn layer2 transition traps
<cr>

NAS(config)# snmp-server enable traps isdn chan-not-avail layer2
NAS(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public isdn

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

インフォーム要求オプションを指定します。snmp-server informs

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps l2tun pseudowire status
疑似配線が状態を変更したときの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネー
ブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps l2tun
pseudowire statusコマンドを使用します。疑似配線状態変更の SNMP通知をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps l2tun pseudowire status

no snmp-server enable traps l2tun pseudowire statuszo

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(31)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(27)SBCに統合されま
した。

12.2(27)SBC

このコマンドが、Cisco IOSXERelease 2.4に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.4

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、疑似配線状態変更の通知を制御（イネーブルまたはディセーブルに）します。

これらの通知タイプと、MIBのその他の機能の詳細については、http://www.cisco.com/go/mibsに
ある Cisco Technical Assistance Center（TAC）の SNMP Object Navigatorツールを使用して入手でき
る VPDN MIBを参照してください。

snmp-server enable traps l2tun pseudowire statusコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合
わせて使用します。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つま
たは複数）を指定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマ
ンドを設定する必要があります。
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システムでサポートされるすべての SNMP通知タイプをディセーブルにするには、追加の構文な
しで snmp-server enable trapsコマンドを使用します。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comに疑似配線状

態変更インフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps l2tun pseudowire status
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用できるすべてのSNMP通知（ト
ラップまたは応答要求）をイネーブルにしま

す。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

疑似配線ステータスイベントの syslogレポート
をイネーブルにします。

xconnect logging pseudowire status
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snmp-server enable traps l2tun session
レイヤ 2トンネリングプロトコルバージョン 3（L2TPv3）セッションの簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）通知（トラップまたはインフォーム要求）をイネーブルにするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps l2tun sessionコマンドを使用しま
す。 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps l2tun session

no snmp-server enable traps l2tun session

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト L2TPv3セッションの SNMP通知は送信されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.3Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドのサポートがCisco IOSRelease 12.2(27)SBCに統合さ
れました。

12.2(27)SBC

___________________
使用上のガイドライン このコマンドでは、l2tunは「レイヤ 2トンネリング」を示します。レイヤ 2トンネリングセッ

ション通知は、Cisco VPDN管理MIB（CISCO-VPDN-MGMT-MIB.my）の cvpdnNotifSessionオブ
ジェクト（ciscoVpdnMgmtMIBNotifs 3）で定義されています。MIBファイルは、Cisco.comの
http://www.cisco.com/go/mibsから入手できます。

SNMP通知はトラップまたはインフォーム要求として送信でき、このコマンドで L2TPセッショ
ンの両方の通知タイプがイネーブルになります。通知をトラップとインフォームのどちらとして

送信するかを指定し、SNMP通知を受信するホストを指定するには、snmp-server host [traps |
informs]コマンドを使用します。
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システムでサポートされるすべての SNMP通知タイプをディセーブルにするには、追加の構文な
しで snmp-server enable trapsコマンドを使用します。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.example.comにL2TPセッ

ショントラップを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps l2tun session
Router(config)# snmp-server host myhost.example.com public l2tun-session

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知をトラップまたは応答要求として送
信するかどうか、使用する SNMPのバージョ
ン、通知のセキュリティレベル（SNMPv3の場
合）、および通知の受信者（ホスト）を指定し

ます。

snmp-server host
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snmp-server enable traps memory
メモリプールバッファの使用量が新たなピークに達したときにデバイスが簡易ネットワーク管理

プロトコル（SNMP）通知を送信できるようにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで snmp-server enable traps memoryコマンドを使用します。通知の生成を停止するには、
このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps memory [bufferpeak]

no snmp-server enable traps memory [bufferpeak]

___________________
構文の説明

（任意）メモリバッファのピーク通知を指定し

ます。

bufferpeak

___________________
コマンドデフォルト MEMPOOL-MIBの SNMP通知はイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、メモリバッファのピーク（cempMemBufferNotify）通知をイネーブルまたはディ
セーブルにします。イネーブルの場合、これらの通知はバッファオブジェクトの最大数の値が変

更されたときに送信されます。
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Cisco IOSソフトウェアの現在のリリースでは、bufferpeakキーワードを使用するか省略するかに
かかわらず、このコマンドの動作は同じです。

cempMemBufferNotify通知タイプは、CISCO-ENHANCED-MEMPOOL-MIBに {cempMIBNotifications
1}と定義されています。この通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http:/
/www.cisco.com/go/mibs/にある CISCO-ENHANCED-MEMPOOL-MIB.myファイルを参照してくだ
さい。

___________________
例 次の例では、使用可能なすべてのメモリ関連 SNMP通知がコミュニティストリング publicを使用

してホスト myhost.cisco.comにインフォームとして送信されるように設定されます。

Router(config)# snmp-server enable traps memory

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 3 public memory

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メモリバッファプール関連の情報を表示しま

す。

show buffers

メモリプール関連の情報を表示します。show memory

SNMP通知をトラップまたは応答要求として送
信するかどうか、使用する SNMPのバージョ
ン、通知のセキュリティレベル（SNMPv3の場
合）、および通知の受信者（ホスト）を指定し

ます。

snmp-server host
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
Open Shortest Path First（OSPF）非仮想インターフェイス不一致エラーの簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを使用します。 OSPF非仮
想インターフェイス不一致エラー SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error

no snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでディセーブルです。この場合、OSPF非仮想インターフェイス不一致

エラー SNMP通知は作成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(5)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン cospfShamLinkConfigErrorトラップをイネーブルにするには、最初に、グローバルコンフィギュ

レーションモードで、snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを入
力する必要があります。 snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを
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使用すると、cospfConfigErrorトラップがイネーブルになり、両方のトラップが同じ場所に生成さ
れ、仮想リンクでの設定エラーに関する一貫性が保たれます。

cospfospfConfigErrorトラップを設定する前に cospfShamLinkConfigErrorトラップをイネーブルに
しようとすると、cospfConfigErrorトラップを最初に設定しなければならないことを通知するエ
ラーメッセージが表示されます。

___________________
例 次に、パブリックとして定義されるコミュニティストリングを使用してアドレスmyhost.cisco.com

のホストに非仮想インターフェイス不一致エラー通知を送信するようにルータをイネーブルにす

る例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF模造リンクエラー SNMP通知をイネーブ
ルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
shamlink

OSPF再送信エラー SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
retransmit

OSPFの移行状態の変更に関する SNMP通知を
イネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink
Open Shortest Path First（OSPF）模造リンクエラーの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable
traps ospf cisco-specific errors shamlinkコマンドを使用します。 OSPF模造リンクエラー SNMP
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink [authentication [bad-packet] [[config]|
config [bad-packet]]]

no snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink [authentication [bad-packet] [[config]|
config [bad-packet]]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPF模造リンクインターフェイスの
認証障害SNMP通知だけイネーブルにします。

authentication

（任意）OSPF模造リンクインターフェイスの
パケット構文解析障害SNMP通知だけイネーブ
ルにします。

bad-packet

（任意）OSPF模造リンクインターフェイスの
設定不一致エラーSNMP通知だけイネーブルに
します。

config

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでディセーブルです。この場合、OSPF模造リンクエラー SNMP通知

は作成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(30)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されまし
た。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン cospfShamLinkConfigErrorトラップをイネーブルにするには、最初に、グローバルコンフィギュ

レーションモードで、snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを入
力する必要があります。 snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを
使用すると、cospfConfigErrorトラップがイネーブルになり、両方のトラップが同じ場所に生成さ
れ、仮想リンクでの設定エラーに関する一貫性が保たれます。

cospfospfConfigErrorトラップを設定する前に cospfShamLinkConfigErrorトラップをイネーブルに
しようとすると、cospfConfigErrorトラップを最初に設定しなければならないことを通知するエ
ラーメッセージが表示されます。

___________________
例 次に、パブリックとして定義されたコミュニティストリングを使用してアドレスmyhost.cisco.com

のホストに OSPF模造リンクエラー通知を送信するようにルータをイネーブルにする例を示しま
す。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF非仮想インターフェイスの不一致エラー
に関する SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
config-error

OSPF再送信エラー SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
retransmit

OSPFの移行状態の変更に関する SNMP通知を
イネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit
Open Shortest Path First（OSPF）再送信エラーの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知
をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
ospf cisco-specific retransmitコマンドを使用します。 OSPF模造リンクエラー SNMP通知をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit [packets [shamlink| virt-packets]| shamlink
[packets| virt-packets]| virt-packets [shamlink]]

no snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit [packets [shamlink| virt-packets]| shamlink
[packets| virt-packets]| virt-packets [shamlink]]

___________________
構文の説明

（任意）非仮想インターフェイスのパケット再

送信 SNMP通知だけイネーブルにします。
packets

（任意）模造リンク再送信通知SNMP通知だけ
イネーブルにします。

shamlink

（任意）仮想インターフェイスのパケット再送

信 SNMP通知だけイネーブルにします。
virt-packets

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでディセーブルです。この場合、OSPF再送信エラー SNMP通知は作

成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(5)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

キーワード shamlinkおよび関連オプションが追加されました。12.0(30)S
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変更内容リリース

キーワード shamlinkおよび関連オプションのサポートが追加され
ました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
例 次に、OSPF模造リンク再送信通知を送信するようにルータをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit shamlink

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF非仮想インターフェイスの不一致エラー
に関する SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
config-error

OSPF模造リンクエラー SNMP通知をイネーブ
ルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
shamlink

OSPFの移行状態の変更に関する SNMP通知を
イネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change
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snmp-server engineID local ～ snmp trap
link-status

• snmp-server file-transfer access-group, 344 ページ

• snmp-server ip dscp, 346 ページ

• snmp-server ip precedence, 347 ページ

• snmp-server manager, 348 ページ

• snmp-server manager session-timeout, 350 ページ

• snmp-server queue-length, 352 ページ

• snmp-server queue-limit, 354 ページ

• snmp-server source-interface, 356 ページ

• snmp-server trap authentication unknown-context, 358 ページ

• snmp-server trap authentication vrf, 359 ページ

• snmp-server trap link, 361 ページ

• snmp-server trap link switchover, 363 ページ

• snmp-server trap retry, 365 ページ

• snmp-server trap timeout, 367 ページ

• snmp-server trap-authentication, 369 ページ

• snmp-server trap-timeout, 370 ページ

• snmp-server usm cisco, 372 ページ

• snmp trap if-monitor, 374 ページ

• snmp trap link-status, 375 ページ
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snmp-server file-transfer access-group
転送プロトコル TFTP、FTP、リモートコピープロトコル（RCP）、セキュアコピープロトコル
（SCP）、およびセキュアファイル転送プロトコル（SFTP）にアクセスリストを関連付けるに
は、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server file-transfer access-groupコマンド
を使用します。アクセスリストの関連付けを解除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

snmp-server file-transfer access-group {acl-number| acl-name} [protocol p-name]

no snmp-server file-transfer access-group {acl-number| acl-name}

___________________
構文の説明

標準 ACLを指定する 1～ 99の範囲の整数。acl-number

標準 ACLを指定するストリング。acl-name

（任意）ユーザが指定されたプロトコルをアク

セスグループに関連付けることができるように

します。

protocol

（任意）転送プロトコルの名前。有効な値は、

ftp、rcp、scp、sftp、および tftpです。
p-name

___________________
コマンドデフォルト プロトコルが指定されていない場合、すべてのプロトコルがアクセスリストに関連付けられま

す。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。

snmp-server tftp-server-listコマンドが、このコマンドに置き換えら
れました。

12.4(12)
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___________________
使用上のガイドライン snmp-server tftp-server-listコマンドは、Cisco IOSソフトウェアでまだサポートされていますが、

snmp-server tftp-server-list 10として設定されている場合、snmp-server file-transfer access-group
10 protocol tftpコマンドに置き換えられます。

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）経由で開始された設定の転送を制限するには、
snmp-server file-transfer access-groupコマンドを使用します。アクセスリストをプロトコルに関
連付けることによって、特定の転送プロトコルの転送を制限できます。

___________________
例 次の例では、転送プロトコル FTPおよび RCPにアクセスグループ 10を関連付けます。

Router(config)# snmp-server file-transfer access-group 10 protocol ftp
Router(config)# snmp-server file-transfer access-group 10 protocol rcp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPによって制御される TFTP操作で使用す
るTFTPサーバをアクセスリストで指定された
サーバに関連付けます。

snmp-server tftp-server-list
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snmp-server ip dscp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラフィックの IPDiffServコードポイント（DSCP）
値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server ip dscpコマンドを
使用します。設定値をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server ip dscp value

no snmp-server ip dscp value

___________________
構文の説明 SNMPトラフィックに適用する IPDSCP値。 IP

DSCPの有効な値は 0～ 63です。デフォルト
は 0です。

value

___________________
コマンドデフォルト SNMPトラフィックの IP DSCPのデフォルト値は 0です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(20)Tに
統合されました。

12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IPDSCP値を指定して、ネットワークでのSNMPトラフィックのプライオリティ

を高くしたり低くしたりするために使用します。

次に、IP DSCP値を 45に設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server ip dscp 45

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP precedence値を設定します。snmp-server ip precedence
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snmp-server ip precedence
snmp-server ip precedence value

no snmp-server ip precedence value

___________________
構文の説明 SNMPトラフィックに適用する IP precedence

値。 IP precedenceの有効な値は 0～ 7です。
デフォルトは 0です。

value

___________________
コマンドデフォルト SNMPトラフィックの IP precedenceのデフォルト値は 0です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されまし
た。

12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP precedence値を指定して、ネットワークでの SNMPトラフィックのプライオ

リティを高くしたり低くしたりするために使用します。

___________________
例 次の例に、IP precedence値を 7に設定する方法を示します。

Router(config)# snmp-server ip precedence
7

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP DSCP値を設定します。snmp-server ip dscp
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snmp-server manager
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）マネージャプロセスを開始するには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで snmp-server managerコマンドを使用します。 SNMPマネージャ
プロセスを停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server manager

no snmp-server manager

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン SNMPマネージャプロセスは SNMP要求をエージェントに送信し、エージェントから SNMP応答

と通知を受け取ります。SNMPマネージャプロセスがイネーブルになっているときには、ルータ
はその他の SNMPエージェントに問い合わせて、送信されてきた SNMPトラップを処理できま
す。

ほとんどのネットワークセキュリティポリシーでは、ルータがSNMP要求を受け付け、SNMP応
答を送信し、SNMP通知を送信するものと想定されています。 SNMPマネージャ機能がイネーブ
ルになっている状態では、ルータは、SNMP要求の送信、SNMP応答の受信、および SNMP通知
の受信も行います。場合によっては、この機能をイネーブルにする前にセキュリティポリシーの

実装を更新する必要がある場合もあります。
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通常、SNMP要求は UDPポート 161に送信されます。通常、SNMP応答は UDPポート 161から
送信されます。通常、SNMP通知は UDPポート 162に送信されます。

___________________
例 次に、SNMPマネージャプロセスをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server manager

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通信のステータスをチェックします。show snmp

保留状態のSNMP要求の現在のセットを表示し
ます。

show snmp pending

現在の SNMPセッションを表示します。show snmp sessions

非アクティブなセッションが破棄されるまでの

時間を設定します。

snmp-server manager session-timeout
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snmp-server manager session-timeout
非アクティブなセッションが破棄されるまでの時間を設定するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで snmp-server manager session-timeoutコマンドを使用します。値をデフォル
トに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server manager session-timeout seconds

no snmp-server manager session-timeout

___________________
構文の説明

アイドルセッションがタイムアウトするまでの

秒数。デフォルト値は 600です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト アイドルセッションは 600秒（10分）後にタイムアウトします。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン セッションは、ルータ内の SNMPマネージャが SNMP要求（インフォーム要求など）をホストに

送信したとき、またはホストから SNMP通知を受信したときに作成されます。各宛先ホストに 1
つずつセッションが生成されます。それ以降、セッションのタイムアウト期間内にルータとホス

ト間で通信が行われない場合、セッションは削除されます。

ルータは、各セッションについて、ホストに到達するために必要な平均ラウンドトリップ時間な

どの統計情報を追跡します。ルータ内の SNMPマネージャは、セッションの統計情報を使用し
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て、そのホストへの今後の要求（インフォームなど）のための適切なタイムアウト期間を設定で

きます。セッションが削除されると、すべての統計情報が失われます。その後、同じホストとの

別のセッションが作成された場合は、応答の要求タイムアウト値はデフォルト値に戻ります。

ただし、セッションはメモリを消費します。適切なセッションのタイムアウト値は、定期的に使

用されるセッションが必要以上に早く削除されない程度に大きいが、不定期に使用されるセッショ

ンまたはワンショットセッションが早く消去されるよう小さくする必要があります。

___________________
例 次に、デフォルトよりも大きい値にセッションタイムアウトを設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server manager
Router(config)# snmp-server manager session-timeout 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

保留状態のSNMP要求の現在のセットを表示し
ます。

show snmp pending

現在の SNMPセッションを表示します。show snmp sessions

SNMPマネージャプロセスを開始します。snmp-server manager
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snmp-server queue-length
各トラップホストのメッセージキューの長さを設定するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで snmp-server queue-lengthコマンドを使用します。

snmp-server queue-length length

___________________
構文の説明

保持できるトラップイベントの数を指定する整

数。この数を超えると、キューを空にする必要

があります。デフォルトは 10です。

length

___________________
コマンドデフォルト キュー長は 10.に設定されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、各トラップホストのメッセージキューの長さを定義します。トラップメッセー

ジが正常に送信された場合、Cisco IOSソフトウェアは引き続きキューを空にしますが、1秒あた
り 4トラップメッセージよりも早いレートではありません。

デバイスの起動時に、一部のトラップがデバイス上のトラップキューオーバーフローのためにド

ロップされる可能性があります。トラップはドロップされていると思われる場合は、トラップ

キューのサイズ（たとえば 100）を大きくして、起動時にトラップを送信できるかどうかを確認
できます。
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___________________
例 次に、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知キューを 50イベントに設定する例を示し

ます。

Router(config)# snmp-server queue-length 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPサーバが要求を受信または応答を生成す
るときに許可されるSNMPパケットの最大サイ
ズに対する制御を設定します。

snmp-server packetsize
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snmp-server queue-limit
さまざまなキューのメッセージキューサイズを設定するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで snmp-server queue-limitコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

snmp-server queue-limit {dispatcher| engine| notification-host} queue-length

no snmp-server queue-limit {dispatcher| engine| notification-host}

___________________
構文の説明 SNMP PDUディスパッチャキューの長さを指

定します。

dispatcher

SNMPエンジンキューの長さを指定します。engine

各通知ホストのメッセージキューの長さを指定

します。

notification-host

キューの長さ。

dispatcherと engineの範囲は 1～ 1000です。
notification-hostの範囲は 1～ 5000です。
notification-hostのデフォルトの queue-length値
は 10です。

queue-length

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、メッセージキューサイズは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(33)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドが変更されました。通知ホストのキューの長さの範

囲が 1～ 5000に変更されました。
12.4(22)T
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___________________
使用上のガイドライン 異なるキューのメッセージキューサイズを設定するには、snmp-server queue-limitコマンドを使

用します。このコマンドを使用して、ディスパッチャ、エンジン、およびホストトラップのキュー

のサイズを変更できます。

___________________
例 次に、各通知ホストのメッセージキューの長さを 50に設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server queue-limit notification-host 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

各トラップホストのメッセージキューの長さ

を設定します。

snmp-server queue-length

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
355

snmp-server engineID local ～ snmp trap link-status
snmp-server queue-limit



snmp-server source-interface
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップがインフォームやトラップの送信元とする
インターフェイスを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
source-interfaceコマンドを使用します。送信元の指定を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server source-interface {traps| informs} interface

no snmp-server source-interface {traps| informs} [ interface ]

___________________
構文の説明 SNMPトラップを指定します。traps

SNMPインフォームを指定します。informs

送信元インターフェイスのインターフェイスタ

イプ、およびモジュールとポート番号を指定し

ます。

interface

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは指定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(18)SXB2

informsキーワードが追加されました。 snmp-server trap-sourceコマン
ドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(18)SXF6

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン snmp-server trap-sourceコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
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snmp-server trap-sourceコマンドは、下位互換性のために Cisco IOSソフトウェアの他のバー
ジョンで使用できます。

（注）

送信元インターフェイスには IPアドレスが必要です。 interface-type module/portのフォーマット
で、interface引数を入力します。

Cisco SNMPサーバから送信された SNMPトラップまたはインフォームには、その時点で送出さ
れたインターフェイスの通知 IPアドレスが設定されています。特定のインターフェイスからの通
知をモニタするには、このコマンドを使用します。

___________________
例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 5/2をすべてのインフォームの送信元として指

定する例を示します。

snmp-server source-interface informs gigabitethernet5/2

次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 5/3をすべてのトラップの送信元として指定す
る例を示します。

snmp-server source-interface traps gigabitethernet5/3

次に、特定のインターフェイスの全トラップの送信元指定を削除する例を示します。

no snmp-server source-interface traps gigabitethernet5/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータからのSNMPトラップおよびインフォー
ムの送信をイネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server trap authentication unknown-context
不明なコンテキストエラー発生時の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）許可失敗（authFail）
トラップをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
trap authentication unknown-contextコマンドを使用します。 authFailトラップをディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server trap authentication unknown-context

no snmp-server trap authentication unknown-context

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト authFailトラップは生成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine 32
に導入されました。

12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.4(22)Tよりも前のリリースに
統合されました。

12.4(22)T

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIよりも前のリリース
に統合されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、不明なコンテキストエラー発生時の許可失敗トラップをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server trap authentication unknown-context

次に、不明なコンテキストエラー発生時の許可失敗トラップをディセーブルにする例を示しま

す。

Router(config)# no snmp-server trap authentication unknown-context
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snmp-server trap authentication vrf
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスコ
ンテキスト認証通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server trap authentication vrfコマンドを使用します。他のすべてのSNMP認証通知をイネー
ブルにしたまま、特にVRFコンテキストの不一致が原因でドロップされた簡易ネットワーク管理
プロトコル（SNMP）パケットの認証通知を抑制するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

snmp-server trap authentication vrf

no snmp-server trap authentication vrf

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP認証通知がイネーブルになっていない場合、VRF固有の認証通知はイネーブルになりませ

ん。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB
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___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps snmp authenticationコマンドは SNMP認証トラップを制御し、このコマ

ンドの no形式はすべての SNMP認証失敗通知をディセーブルにします。 snmp-server trap
authentication vrfコマンドでは、これらの通知をより細かく制御できます。

コンテキストベースのMIBアクセスによって、各 VRFの SNMP要求は、特定のコンテキストに
関連付けられます。このコンテキストは、アクセスコントロールに使用されます。 SNMPコン
テキストが VPN用に設定されている場合、設定済みコンテキストに一致しない SNMP要求によ
り、SNMP認証失敗通知が生成されます。no snmp-server trap authentication vrfコマンドを使用
すると、他のすべてのSNMP認証失敗通知をイネーブルにしたまま、これらのVRFコンテキスト
に固有の認証失敗通知を抑制できます。

no snmp-server trap authentication vrfコマンドは、snmp-server enable traps snmp authentication
コマンドが設定されていない場合は効果がありません。

___________________
例 次に、すべてのVRF認証トラップをディセーブルにしたまま、ルータがコミュニティストリング

publicを使用してホストmyhost.cisco.comにすべてのSNMP認証トラップを送信できるようにする
例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps snmp authentication

Router(config)# no snmp-server trap authentication vrf
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RFC1157SNMP通知の送信をイネーブルにしま
す。

snmp-server enable traps snmp

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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snmp-server trap link
RFC2233に準拠するリンクアップ/リンクダウン簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラッ
プをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server trap link
コマンドを使用します。 IETFに準拠した機能をディセーブルにし、リンクアップ/リンクダウン
トラップのデフォルトのシスコ実装に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server trap link ietf

no snmp-server trap link ietf

___________________
構文の説明

コマンドパーサーに（以前のシスコ実装ではな

く）Internet Engineering Task Force（IETF）標準
に SNMPリンクアップ/リンクダウントラップ
の機能をリンクするように通知します。

ietf

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン snmp-server trap link ietfコマンドは、リンクアップ/リンクダウントラップの RFC 2233 IETF標

準ベースの実装を使用するようにルータを設定するために使用します。以前のシスコ実装のリン

クアップ/リンクダウントラップを使用することを選択した場合は、これを使用し続けられるよ
う、このコマンドはデフォルトではディセーブルにされています。
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ただし、デフォルトのシスコオブジェクト定義を使用する場合は、リンクアップ/リンクダウン
トラップがサブインターフェイスに対して正しく生成されないことに注意してください。デフォ

ルトの実装では、任意の値がサブインターフェイスのリンクアップ/リンクダウントラップにある
locIfReasonオブジェクトに使用されるため、意図しない結果がもたらされる可能性があります。
これは、locIfReasonオブジェクトが OLD-CISCO-INTERFACES-MIB.myを使用する現在のシスコ
実装でサブインターフェイスに対して定義されていないためです。

この機能をイネーブルにしない場合、リンクトラップの varbindリストは、{ifIndex, ifDescr, ifType,
locIfReason}で構成されます。 snmp-server trap link ietfコマンドを使用してこの機能をイネーブ
ルにした後では、変数バインドリストは、{inIndex, ifAdminStatus, ifOperStatus, if Descr, ifType}で
構成されます。 locIfReasonオブジェクトも、そのオブジェクトにとって意味のある情報が取得で
きるかどうかによって、条件付きで、このリストに含まれます。設定されたサブインターフェイ

スは、取得可能な情報を生成します。非 HWIDBインターフェイスでは、locIfReasonに対して定
義されている値はないため、トラップメッセージからは省略されます。

___________________
例 次に、特権 EXECモードを開始して、RFC 2233のリンクアップ/リンクダウントラップをイネー

ブルにする例を示します。

Router#
configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
snmp-server trap link ietf

Router(config)#
end
Router#
more system:running configuration
.
.
.
!
snmp-server engineID local 00000009000000A1616C2056
snmp-server community public RO
snmp-server community private RW
snmp-server trap link ietf
!
.
.
.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トラブルシューティングのために、ルータが送

受信したすべてのSNMPパケットに関する情報
を表示します。

debug snmp packets
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snmp-server trap link switchover
スイッチフェールオーバー時に、リンクアップトラップによって引き継がれるリンクダウント

ラップの送信をスイッチのすべてのインターフェイスでイネーブルにするには、グローバルコン

フィギュレーションモードで snmp-server trap link switchoverコマンドを使用します。スイッチ
フェールオーバー時のリンクダウンをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

snmp-server trap link switchover

no snmp-server trap link switchover

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine 32に導入
されました。

12.2(18)SXF2

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン デフォルトでは、スイッチオーバー時にリンクトラップが生成されません。

___________________
例 次に、スイッチフェールオーバー時に、リンクアップトラップによって引き継がれるリンクダウ

ントラップの送信をスイッチのすべてのインターフェイスでイネーブルにする例を示します。

snmp-server trap link switchover
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次に、スイッチフェールオーバー時に、リンクアップトラップによって引き継がれるリンクダウ

ンをスイッチのすべてのインターフェイスでディセーブルにする例を示します。

no snmp-server trap link switchover
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snmp-server trap retry
トラップを送信するまでにデバイスの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェント
がルートの検索を試行する回数を定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server trap retryコマンドを使用します。

snmp-server trap retry number

___________________
構文の説明

メッセージが再送信される回数を設定する 0～
10の整数。デフォルトは 3です。

number

___________________
コマンドデフォルト メッセージは再送信されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン SNMPエージェントは、宛先にトラップを送信する前にシステムの設定済みルートを検索します。

ルートがない場合、トラップがトラップキューに格納され、キューがいっぱいになると廃棄され

ます。 snmp-server trap retryコマンドが設定されている場合、ルート検索の試行回数に応じて、
エージェントはトラップを送信するまでにルートを検索する回数を把握します。

また、snmp-server trap retryコマンドを設定すると、ポリシーベースルーティングトラップが送
信され、廃棄されません。ポリシーベーストラップはすぐに送信する必要があり、ルートは必要

ではありません。ポリシーベーストラップをすぐに送信するように、再試行回数を 0に設定する
必要があります。

___________________
例 次に、デバイスの SNMPエージェントがルートを検索する回数を 10に設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server trap retry 10
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

再送信キューのトラップの再送信間隔を定義し

ます。

snmp-server trap timeout

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
366

snmp-server engineID local ～ snmp trap link-status
snmp-server trap retry



snmp-server trap timeout
再送信キューにあるトラップメッセージの再送信間隔を定義するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで snmp-server trap timeoutコマンドを使用します。

snmp-server trap timeout seconds

___________________
構文の説明

メッセージの再送信間隔（秒単位）を設定する

1～ 1000の整数。デフォルトは 30です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 Cisco IOS Release 12.2SRでのみ、
snmp-server trap-timeoutコマンドがこのコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン トラップが送信される前に、SNMPエージェントは、宛先アドレスへのルートを検索します。既

知のルートがない場合、トラップは再送信キューに保存されます。再送信を試みる間隔の秒数を

指定するには、snmp-server trap timeoutコマンドを使用します。

___________________
例 次に、トラップの再送信の間隔として 20秒を設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server trap timeout 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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説明コマンド

各トラップホストのメッセージキューの長さ

を設定します。

snmp-server queue-length
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snmp-server trap-authentication
snmp-server trap-authenticationコマンドは、snmp-server enable traps snmp authenticationコマン
ドに置き換えられました。詳細については、この章の snmp-server enable traps snmpコマンドの
説明を参照してください。
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snmp-server trap-timeout

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SRではサポートされません。 Cisco IOS Release12.2SR
では、snmp-server trap timeoutコマンドを使用します。

（注）

再送信キューにあるトラップメッセージの再送信を試みる間隔を定義するには、グローバルコン

フィギュレーションモードで snmp-server trap-timeoutコマンドを使用します。

snmp-server trap-timeout seconds

___________________
構文の説明

メッセージの再送信間隔（秒単位）を設定する

1～ 1000の整数。デフォルトは 30です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト 30秒

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

Cisco IOS Release 12.2SRでは、このコマンドが snmp-server trap
timeoutコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン snmp-server trap-timeoutコマンドは互換性を維持するために Cisco IOSソフトウェアに残されて

いますが、設定には snmp-server trap timeoutとして書き込まれます。

Cisco IOSソフトウェアは、トラップの送信を試みる前に、宛先アドレスまでのルートを検索しま
す。既知のルートがない場合、トラップは再送信キューに保存されます。 snmp-server trap-timeout
コマンドは、再送信を試みる間隔を秒数で指定します。
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___________________
例 次に、再送信キューのトラップメッセージの再送信を 20秒間隔で試みるように設定する例を示

します。

Router(config)# snmp-server trap-timeout 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

各トラップホストのメッセージキューの長さ

を設定します。

snmp-server queue-length
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snmp-server usm cisco
ユーザベースセキュリティモデル（USM）である簡易ネットワーク管理プロトコルバージョン
3（SNMPv3）のシスコ固有のエラーメッセージをイネーブルにするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで snmp-server usm ciscoコマンドを使用します。 SNMPv3 USMのシスコ
固有のエラーメッセージをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server usm cisco

no snmp-server usm cisco

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMPv3 USMのシスコ固有のエラーメッセージはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(1)T

___________________
使用上のガイドライン RFC3414準拠のエラーメッセージは具体的であり、悪意のあるユーザによる情報の不正使用が発

生する可能性があります。正確なエラー状態を非表示にするのに役立つシスコ固有のメッセージ

をイネーブルにするには、snmp-server usm ciscoコマンドを使用します。 SNMPv3のシスコ固有
のメッセージをイネーブルにすると、RFC 3414から逸脱することになります。

___________________
例 次に、SNMPv3 USMのシスコ固有のエラーメッセージをイネーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server usm cisco
Router(config)# exit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

現在実行されている設定ファイル、または特定

のモジュール、レイヤ 2 VLAN、クラスマッ
プ、インターフェイス、マップクラス、ポリ

シーマップ、仮想回線（VC）クラスの設定内
容を表示します。

show running-config
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snmp trap if-monitor
特定のインターフェイスの if-monitorトラップをイネーブルにするには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで snmp trap if-monitorコマンドを使用します。インターフェイスの
トラップをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap if-monitor

no snmp trap if-monitor

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト トラップは生成されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

___________________
使用上のガイドライン 特定のインターフェイスのトラップが送信されるのは、snmp-server enable traps if-monitorコマ

ンドを発行してグローバルにイネーブルにしてから、snmp trap if-monitorコマンドを発行して明
示的にそのインターフェイスでイネーブルにした場合のみです。

___________________
例 次に、特定のインターフェイスの if-monitorトラップをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps if-monitor
Router(config)# interface ethernet 1/1
Router(config-if)# snmp trap if-monitor

___________________
関連コマンド

説明コマンド

if-monitorトラップをグローバルにイネーブルに
します。

snmp-server enable traps if-monitor
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snmp trap link-status
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）リンクトラップの生成をイネーブルにするには、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードまたはサービスインスタンスコンフィギュレー

ションモードで snmp trap link-statusコマンドを使用します。 SNMPリンクトラップの生成を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap link-status [permit duplicates]

no snmp trap link-status [permit duplicates]

___________________
構文の説明

（任意）SNMPリンクアップトラップおよびリ
ンクダウントラップの重複を許可します。

permit duplicates

___________________
コマンドデフォルト SNMPリンクトラップは、インターフェイスがアップまたはダウンした場合に生成されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）、サービスインスタンスコンフィギュ

レーション（config-if-srv）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。permit duplicatesキーワードペアが追
加されました。

12.2(30)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(8)Tに統合されました。12.3(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドの動作は、使用上のガイドラインに従って、PRE3用と
PRE4用の Cisco 10000シリーズルータで変更されました。

12.2(33)SB
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変更内容リリース

このコマンドのサポートが、サービスインスタンスコンフィギュレー

ションモードに拡張されました。

12.2(33)SRD1

このコマンドが変更されました。このリリース以降、このコマンドは、

各サブインターフェイスでイネーブルにする必要があります。

12.2(33)SRE6

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(3)S3に統合されました。15.1(3)S3

___________________
使用上のガイドライン デフォルトでは、SNMPリンクトラップは、インターフェイスがアップまたはダウンしたときに

送信されます。通常使用中もアップまたはダウンすると予想される ISDNインターフェイスなど
のインターフェイスでは、これらのトラップによって生成される出力は有用でない場合がありま

す。このコマンドの no形式を使用すると、これらのトラップがディセーブルになります。

permitおよび duplicatesキーワードは、一緒に使用され、個別には使用できません。インター
フェイスがSNMPリンクアップトラップ、リンクダウントラップ、または両方を生成しない場合
に permit duplicatesキーワードペアを使用します。 snmp trap link-status permit duplicatesコマン
ドを設定すると、複数のトラップが同じリンクアップまたはリンクダウン遷移に対して送信され

る場合があります。

permit duplicatesキーワードペアは SNMPリンクトラップが生成されることを保証するものでは
なく、トラップを受信するためにこれらのキーワードの設定は必須ではありません。

デフォルトでは、サービスインスタンスコンフィギュレーションモードで SNMPリンクトラッ
プは送信されません。また、サービスインスタンスコンフィギュレーションモードでは permit
duplicatesキーワードペアを使用できません。

ATMサブインターフェイスでSNMPトラップ通知をイネーブルにするには、snmp trap link-status
コマンドを snmp-server enable traps atm subifコマンドとともに使用する必要があります。
snmp-server enable traps atm subifコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで設定
する必要があり、その後、SNMPトラップ通知をイネーブルにする各ATMサブインターフェイス
で snmp trap link-statusコマンドを設定する必要があります。

Cisco 10000シリーズルータ

Cisco IOS Release 12.2(33)SBでは、virtual-template snmpコマンドに新しいデフォルト設定があり
ます。デフォルトでイネーブルになるのではなく、no virtual-template snmpがデフォルト設定で
す。この設定は、スケーリングを拡張し、MIB ifTableにおける多数のエントリを防ぐことによ
り、SNMPがインターフェイスMIBおよびその他の関連MIBを使用するときにCPUHogメッセー
ジを回避します。

no virtual-template snmpコマンドを設定すると、デバイスは仮想テンプレートインターフェイス
で snmp trap link-statusコマンドを受け入れなくなります。代わりに、次のような設定エラーメッ
セージが表示されます。

Device(config)# interface virtual-template 1
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Device(config-if)# snmp trap link-status
%Unable set link-status enable/disable for interface

すでに設定で仮想テンプレートインターフェイスに snmp trap link-statusコマンドが設定されて
いる場合、Cisco IOSRelease 12.2(33) SBにアップグレードすると、仮想テンプレートインターフェ
イスがインターフェイスMIBですでに登録されていても、デバイスのリロード時に設定エラーが
表示されます。

___________________
例 次に、ISDN BRIインターフェイス 0に関連する SNMPリンクトラップをディセーブルにする例

を示します。

Device(config)# interface bri 0
Device(config-if)# no snmp trap link-status

次に、イーサネットインターフェイス 0/1のサービスインスタンス 50の SNMPリンクトラップ
をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# interface ethernet 0/1
Device(config-if)# service instance 50 ethernet
Device(config-if-srv)# snmp trap link-status
Device(config-if-srv)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ATMサブインターフェイスの SNMP通知の送
信をイネーブルにします。

snmp-server enable traps atm subif

仮想アクセスインターフェイスを作成または再

利用するときに SNMPに登録できます。
virtual-template snmp
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startup（ブール値テスト）
ブール値トリガーテストのイベントをトリガーできるかどうかを指定するには、イベントトリ

ガーブール値コンフィギュレーションモードで startupコマンドを使用します。設定をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

startup

no startup

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ブール値トリガーテストがイネーブルの場合、起動イベントはイネーブルです。

___________________
コマンドモード イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン startupコマンドは、ブール値トリガーテストに指定された条件が満たされた場合にイベントをト

リガーします。

___________________
例 次に、ブール値トリガーテストに startupを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name EventA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# startup
Router(config-event-trigger-boolean)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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startup（存在テスト）
存在トリガーテストのイベントをトリガーできるかどうかを指定するには、イベントトリガー存

在コンフィギュレーションモードで startupコマンドを使用します。設定をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

startup {present| absent}

no startup {present| absent}

___________________
構文の説明

存在トリガー条件が満たされると、present起動
テストをトリガーします。

present

存在トリガー条件が満たされると、absent起動
テストをトリガーします。

absent

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、presentおよび absentの両方の起動テストがトリガーされます。

___________________
コマンドモード イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン startupコマンドは、存在トリガーテストに指定された条件が満たされた場合にイベントをトリ

ガーします。
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___________________
例 次に、存在トリガーテストに startupを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name EventA
Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# startup
Router(config-event-trigger-existence)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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startup（しきい値テスト）
しきい値トリガーテストのイベントをトリガーできるかどうかを指定するには、イベントトリ

ガーしきい値コンフィギュレーションモードで startupコマンドを使用します。設定をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

startup {rising| falling| rise-or-falling}

no startup

___________________
構文の説明

トリガータイプがしきい値の場合、起動時に設

定値に対してチェックする上昇しきい値を指定

します。

rising

トリガータイプがしきい値の場合、起動時に設

定値に対してチェックする下限しきい値を指定

します。

falling

トリガータイプがしきい値の場合、起動時に設

定値に対してチェックする上昇しきい値または

下限しきい値を指定します。 768ビットは、デ
フォルト値です。

rise-or-falling

___________________
コマンドデフォルト トリガータイプがしきい値の場合、起動時に設定値に対して上昇しきい値または下限しきい値が

チェックされます。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン startupコマンドは、しきい値トリガーテストの条件が満たされた場合にイベントを開始します。
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___________________
例 次に、しきい値トリガーテストに startupを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name EventA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# startup rising
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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test（イベントトリガー）
イベントトリガー時に実行するテストタイプを指定するには、イベントトリガーコンフィギュ

レーションモードで testコマンドを使用します。トリガーテスト設定をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

test {existence| boolean| threshold}

no test {existence| boolean| threshold}

___________________
構文の説明

存在トリガーテストをイネーブルにします。existence

ブール値トリガーテストをイネーブルにしま

す。ブール値テストは、イベントトリガー中

に実行されるデフォルトのトリガーテストで

す。

boolean

しきい値トリガーテストをイネーブルにしま

す。

threshold

___________________
コマンドデフォルト ブール値トリガーテストはデフォルトでイネーブルです。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントMIBのトリガーテーブルには、トリガーに対して実行されるテストタイプに基づいて

設定された追加オブジェクトの補足テーブルがあります。存在、しきい値、ブール値などの各ト
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リガーエントリタイプに対して、対応するテーブル（existenceテーブル、thresholdテーブル、お
よび Booleanテーブル）に、テストの実行に必要な情報が格納されています。イベントトリガー
を存在、しきい値、およびブール値トリガータイプに基づいて設定できます。

存在トリガーテストは次のパラメータに基づいて実行されます。

• Absent

• Present

• Changed

ブール値テストは、次のパラメータのいずれかに基づいて実行される比較テストです。

• Unequal

• Equal

• Less

• Less Or Equal

• Greater

• Greater Or Equal

しきい値テストは次のパラメータに基づいて実行されます。

• Rising

• Falling

• Rising or Falling

___________________
例 次に、存在トリガーテストをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)#

次に、ブール値トリガーテストをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name EventA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)#

次に、しきい値トリガーテストをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行するブール値比較のタイプを指定します。comparison
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説明コマンド

トリガーのトリガータイプおよびステータスに

従ってイベントトリガーのイベントオーナー

を指定します。

event owner

イベント中のオブジェクトのリストを設定しま

す。

object list

ブール値、存在、またはしきい値トリガーテス

トのイベントをトリガーできるかどうかを指定

します。

startup

ブール値トリガーテストの値を設定します。value
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test snmp trap auth-framwork sec-violation
CISCO-AUTH-FRAMEWORK-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップと
インフォーム）をテストするには、特権EXECモードで test snmp trap auth-framwork sec-violation
コマンドを使用します。

test snmp trap auth-framwork sec-violation

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP camSecurityViolationNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap auth-framework sec-violation
cafSecurityViolationNotif was disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP camSecurityViolationNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap auth-framework sec-violation
cafSecurityViolationNotif was sent.
Router#
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test snmp trap bridge
BRIDGE-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとインフォーム）をテ
ストするには、特権 EXECモードで test snmp trap bridgeコマンドを使用します。

test snmp trap bridge {newroot| topologychange}

___________________
構文の説明 SNMP newRoot通知をテストします。newroot

SNMP topologyChange通知をテストします。topologychange

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、snmp-server enable traps bridge newrootが設定されていない場合の test snmp trap bridge newroot

の出力例を示します。

Router# test
snmp trap bridge newroot
newRoot notification is disabled.
Router#

次に、snmp-server enable traps bridge newrootが設定されている場合の test snmp trap bridge newroot
の出力例を示します。

Router# test
snmp trap bridge newroot
newRoot notification was sent.
Router#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP BRIDGE-MIB通知をイネーブルにしま
す。

snmp-server enable traps bridge
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test snmp trap c6kxbar
CISCO-CAT6K-CROSSBAR-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイ
ンフォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap c6kxbarコマンドを使用しま
す。

test snmp trap c6kxbar {flowctrl-bus| intbus-crccvrd| intbus-crcexcd| swbus| tm-channel-above|
tm-channel-below| tm-swbus-above| tm-swbus-below}

___________________
構文の説明 SNMP cc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif通知を

テストします。

flowctrl-bus

SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrRcvrdNotif通知を
テストします。

intbus-crcvrd

SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif通知をテ
ストします。

intbus-crcexcd

SNMP cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif通知をテ
ストします。

swbus

cc6kxbarTMChUtilAboveNotif通知をテストしま
す。

tm-channel-above

cc6kxbarTMChUtilBelowNotif通知をテストしま
す。

tm-channel-below

cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotif通知をテスト
します。

tm-swbus-above

cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif通知をテスト
します。

tm-swbus-below

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

tm-channel-above、tm-channel-below、tm-swbus-above、および
tm-channel-belowキーワードが追加されました。

12.2(33)SXI5

___________________
使用上のガイドライン flowctrl-busキーワードは、Supervisor Engine 32でのみサポートされます。

tm-channel-aboveおよび tm-channel-belowキーワードは、Supervisor Engine 32ではサポートされ
ていません。

___________________
例 次に、設定されていない場合のSNMPcc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap c6kxbar flowctrl-bus
cc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap c6kxbar flowctrl-bus
cc6kxbarFlowCtrlBusThrExcdNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap c6kxbar intbus-crcexcd
cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap c6kxbar intbus-crcexcd
cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合のSNMPcc6kxbarIntBusCRCErrRcvrdNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar intbus-crcvrd
cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarIntBusCRCErrRcvrdNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar intbus-crcvrd
cc6kxbarIntBusCRCErrExcdNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合のSNMPcc6kxbarSwBusStatusChangeNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar swbus
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cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar swbus
cc6kxbarSwBusStatusChangeNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP cc6kxbarTMChUtilAboveNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-channel-above
cc6kxbarTMChUtilAboveNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarTMChUtilAboveNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-channel-above
cc6kxbarTMChUtilAboveNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP cc6kxbarTMChUtilBelowNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-channel-below
cc6kxbarTMChUtilBelowNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarTMChUtilBelowNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-channel-below
cc6kxbarTMChUtilBelowNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合のSNMPcc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-swbus-above
cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-swbus-above
cc6kxbarTMSwBusUtilAboveNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合のSNMPcc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-swbus-below
cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap c6kxbar tm-swbus-below
cc6kxbarTMSwBusUtilBelowNotif notification was sent.
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP c6kxbar通知トラップをイネーブルにし
ます。

snmp-server enable traps c6kxbar
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test snmp trap call-home
CISCO-CALLHOME-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとインフォー
ム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap call-homeコマンドを使用します。

test snmp trap call-home {message-send-fail| server-fail}

___________________
構文の説明 SNMP ccmSmtpMsgSendFailNotif通知をテスト

します。

message-send-fail

SNMPccmSmtpServerFailNotif通知をテストしま
す。

server-fail

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ccmSmtpMsgSendFailNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap call-home message-send-fail
ccmSmtpMsgSendFailNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP ccmSmtpMsgSendFailNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap call-home message-send-fail
ccmSmtpMsgSendFailNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP ccmSmtpServerFailNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap call-home server-fail
ccmSmtpServerFailNotif notification is disabled.
Router#
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次に、設定されている場合の SNMP ccmSmtpServerFailNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap call-home server-fail
ccmSmtpServerFailNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap config-copy
ネットワーク管理システム（NMS）またはシミュレーションシナリオの簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）マネージャによる config-copy通知の受信を確認するには、特権 EXECモード
で test snmp trap config-copyコマンドを使用します。

test snmp trap config-copy

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン Config-CopyMIBを使用すると、スタートアップコンフィギュレーションまたはローカルのCisco

IOSファイルシステムへの SNMPエージェントコンフィギュレーションファイルのコピーまた
はその逆が容易になります。 config-copy通知は、NMSまたは SNMPマネージャに送信され、
SNMPエージェントとの config-copy操作が正常に完了したことを示します。

___________________
例 次に、config-copyトラップの確認をシミュレートする例を示します。

Router#
test snmp trap config-copy
Generating CONFIG-COPY-MIB trap
00:20:44: SNMP: Queuing packet to 10.2.14.2
00:20:44: SNMP: V2 Trap, reqid 2, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 124470
snmpTrapOID.0 = ccCopyMIBTraps.1
ccCopyTable.1.5.2 = 10.10.10.10
ccCopyTable.1.6.2 =
ccCopyTable.1.10.2 = 3
ccCopyTable.1.11.2 = 124470
ccCopyTable.1.12.2 = 124470
Router#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで送受信された各SNMPパケットに関す
る情報を表示します。

debug snmp packet

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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test snmp trap dhcp bindings
cdsBindingsNotificationトラップをテストするには、test snmp trap dhcp bindings EXECコマンドを
使用します。

test snmp trap dhcp bindings

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Catalyst 6500シリーズスイッチに追
加されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に cdsBindingsNotificationトラップをテストする例を示します。

Router# test snmp trap dhcp bindings
cdsBindingsNotification notification is disabled.
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test snmp trap dhcp-snooping bindings
cdsBindingsNotificationトラップをテストするには、test snmp trap dhcp-snooping bindings特権
EXECコマンドを使用します。

test snmp trap dhcp-snooping bindings

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Catalyst 6500シリーズに追加され
ました。

12.2(33)SXI4

___________________
例 次に cdsBindingsNotificationトラップをテストする例を示します。

Router# test snmp trap dhcp-snooping bindings
cdsBindingsNotification notification is disabled.
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test snmp trap dot1x
CISCO-PAE-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとインフォーム）を
テストするには、特権 EXECモードで test snmp trap dot1xコマンドを使用します。

test snmp trap dot1x {auth-fail-vlan| guest-vlan| no-auth-fail-vlan| no-guest-vlan}

___________________
構文の説明 SNMP cpaeAuthFailVlanNotif通知をテストしま

す。

auth-fail-vlan

SNMPcpaeGuestVlanNotif通知をテストします。guest-vlan

SNMP cpaeNoAuthFailedVlanNotif通知をテスト
します。

no-auth-fail-vlan

SNMP cpaeNoGuestVlanNotif通知をテストしま
す。

no-guest-vlan

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cpaeAuthFailVlanNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap dot1x auth-fail-vlan
cpaeAuthFailVlanNotif notification was disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cpaeAuthFailVlanNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap dot1x auth-fail-vlan
cpaeAuthFailVlanNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap entity-diag
CISCO-ENTITY-DIAG-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイン
フォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap c6kxbarコマンドを使用しま
す。

test snmp trap entity-diag {boot-up-fail| hm-test-recover| hm-thresh-reached| scheduled-test-fail}

___________________
構文の説明 SNMP ceDiagBootUpFailedNotif通知をテストし

ます。

boot-up-fail

SNMP ceDiagHMTestRecoverNotif通知をテスト
します。

hm-test-recover

SNMP ceDiagHMThresholdReachedNotif通知をテ
ストします。

hm-thresh-reached

SNMP ceDiagScheduledTestFailedNotif通知をテ
ストします。

scheduled-test-fail

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ceDiagBootupFailedNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap entity-diag boot-up-fail
ceDiagBootupFailedNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP ceDiagBootupFailedNotif通知の出力例を示します。

Router# test
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snmp trap entity-diag boot-up-fail
ceDiagBootupFailedNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP ceDiagHMTestRecoverNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap dot1x hm-test-recover
ceDiagHMTestRecoverNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP ceDiagHMTestRecoverNotif通知の出力例を示します。

Router# test
snmp trap dot1x hm-test-recover
ceDiagHMTestRecoverNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合のSNMPceDiagHMThresholdReachedNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap entity-diag hm-thresh-reached
ceDiagHMThresholdReachedNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP ceDiagHMThresholdReachedNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap entity-diag hm-thresh-reached
ceDiagHMThresholdReachedNotif notification was sent.
Router#

次に、設定されていない場合の SNMP ceDiagScheduledTestFailedNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap entity-diag scheduled-test-fail
ceDiagHMThresholdReachedNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP ceDiagScheduledTestFailedNotif通知の出力例を示します。

Router# test snmp trap entity-diag scheduled-test-fail
ceDiagHMThresholdReachedNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap errdisable ifevent
CISCO-ERR-DISABLE-MIBcErrDisableInterfaceEventRev1簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
トラップおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap errdisable
ifeventコマンドを使用します。

test snmp trap errdisable ifevent

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI4

___________________
例 次に、snmp-server enable traps errdisableが設定されていない場合の test snmp trap errdisable ifevent

の出力例を示します。

Router# test
snmp trap errdisable ifevent
cErrDisableInterfaceEventRev1 notification is disabled.
Router#

次に、snmp-server enable traps errdisableが設定されている場合の test snmp trap errdisable ifevent
の出力例を示します。

Router# test
snmp trap errdisable ifevent
cErrDisableInterfaceEventRev1 notification was sent.
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP errdisable通知をイネーブルにします。snmp-server enable traps errdisable
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test snmp trap flex-links status
CISCO-FLEX-LINKS-MIB cflIfStatusChangeNotif traps簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
トラップおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap flex-links
statusコマンドを使用します。

test snmp trap flex-links status

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cflIfStatusChangeNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap flex-links status
cflIfStatusChangeNotifnotification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cflIfStatusChangeNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap flex-links status
cflIfStatusChangeNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap fru-ctrl
CISCO-ENTITY-FRU-CONTROL-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ト
ラップおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap fru-ctrlコマン
ドを使用します。

test snmp trap fru-ctrl {insert| module-status| power-status| ps-out-change| remove}

___________________
構文の説明 SNMP cefcFRUInserted通知をテストします。insert

SNMP cefcModuleStatusChange通知をテストし
ます。

module-status

SNMP cefcPowerStatusChange通知をテストしま
す。

power-status

SNMP cefcPowerSupplyOutputChange通知をテス
トします。

ps-out-change

SNMP cefcFRURemoved通知をテストします。remove

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cefcFRUInsertedトラップテストの出力例を示します。

Router# test
snmp trap fru-ctrl insert
cefcFRUInserted notification is disabled.
Router#
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次に、設定されている場合の SNMP cefcFRUInsertedトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap fru-ctrl insert
cefcFRUInserted notification was sent.
Router#
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test snmp trap l2-control vlan
CISCO-ENTITY-FRU-CONTROL-MIB clcVLANMacLimitNotifトラップの簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）トラップおよびインフォームをテストするには、特権EXECモードで test snmp
trap l2-control vlanコマンドを使用します。

test snmp trap l2-control vlan

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の clcVLANMacLimitNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap l2-control vlan
clcVLANMacLimitNotif notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP clcVLANMacLimitNotifトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap l2-control vlan
clcVLANMacLimitNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap l2tc
CISCO-L2-TUNNEL-CONFIG-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラッ
プおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap l2tcコマンドを使用
します。

test snmp trap l2tc {drop| shutdown| sys-threshold}

___________________
構文の説明 SNMP cltcTunnelDropThresholdExceeded通知を

テストします。

drop

SNMP cltcTunnelShutdwonThresholdExceeded通
知をテストします。

shutdown

SNMP cltcTunnelSysDropThresholdExceeded通知
をテストします。

sys-threshold

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の cltcTunnelDropThresholdExceededトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap l2tc drop
cltcTunnelDropThresholdExceeded notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cltcTunnelDropThresholdExceededトラップの出力例を示しま
す。

Router# test
snmp trap l2tc drop
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cltcTunnelDropThresholdExceeded notification was sent.
Router#
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test snmp trap mac-notification
CISCO-MAC-NOTIFICATION-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラッ
プおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap mac-notificationコ
マンドを使用します。

test snmp trap mac-notification {change| move| threshold}

___________________
構文の説明 SNMP cmnMacChangeNotification通知をテスト

します。

change

SNMP cmnMacMoveNotification通知をテストし
ます。

move

SNMP cmnMacThresholdExceedNotif通知をテス
トします。

threshold

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cmnMacChangeNotificationトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap mac-notification change
cmnMacChangeNotification notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cmnMacChangeNotificationトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap mac-notification change
cmnMacChangeNotification notification was sent.
Router#
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test snmp trap module-auto-shutdown
CISCO-MODULE-AUTO-SHUTDOWN-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
トラップおよびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap
module-auto-shutdownコマンドを使用します。

test snmp trap module-auto-shutdown {auto-shutdown| sys-action}

___________________
構文の説明 SNMP cmasModuleAutoShutdown通知をテスト

します。

auto-shutdown

SNMP cmasModuleSysActionNotif通知をテスト
します。

sys-action

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cmasModuleAutoShutdownトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap module-auto-shutdown auto-shutdown
cmasModuleAutoShutdown notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cmasModuleAutoShutdownトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap module-auto-shutdown auto-shutdown
cmasModuleAutoShutdown notification is sent.
Router#
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test snmp trap port-security
CISCO-PORT-SECURITY-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップお
よびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap port-securityコマンドを
使用します。

test snmp trap port-security {ifvlan-mac| mac}

___________________
構文の説明 SNMP cpsIfVlanSecureMacAddrViolation通知を

テストします。

ifvlan-mac

SNMP cpsSecureMacAddrViolation通知をテスト
します。

mac

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cpsIfVlanSecureMacAddrViolationトラップの出力例を示し

ます。

Router# test
snmp trap port-security ifvlan-mac
cpsIfVlanSecureMacAddrViolation notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cpsIfVlanSecureMacAddrViolationトラップの出力例を示しま
す。

Router# test
snmp trap port-security ifvlan-mac
cpsIfVlanSecureMacAddrViolation notification was sent.
Router#
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test snmp trap power-ethernet port-on-off
POWER-ETHERNET-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップおよび
インフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap power-ethernetコマンドを使
用します。

test snmp trap power-ethernet port-on-off

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合のSNMPpethPsePortOnOffNotificationトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap power-ethernet port-on-off
pethPsePortOnOffNotification notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP pethPsePortOnOffNotificationトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap power-ethernet port-on-off
pethPsePortOnOffNotification notification was sent.
Router#
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test snmp trap snmp
ネットワーク管理システム（NMS）またはシミュレーションシナリオの簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）マネージャによるSNMP通知の受信を確認するには、特権EXECモードで test
snmp trap snmpコマンドを使用します。

test snmp trap snmp {authentication| coldstart| linkup| linkdown| warmstart}

___________________
構文の説明 SNMPマネージャによるSNMP認証失敗通知の

生成および受信を確認します。認証失敗トラッ

プは、SNMPエージェントが適切に認証されて
いない SNMPマネージャからプロトコルメッ
セージを受信したことを示します。

authentication

SNMPマネージャによる SNMP coldStart通知の
生成および受信を確認します。coldStartトラッ
プは、SNMPエージェントが再初期化し、設定
が変更された可能性があることを示します。

coldstart

SNMPマネージャによるSNMPリンクアップ通
知の生成および受信を確認します。リンクアッ

プトラップは、エージェントの設定で示されて

いる通信リンクがアクティブになっているかど

うかを示します。

linkup

SNMPマネージャによるSNMPリンクダウン通
知の生成および受信を確認します。リンクダウ

ントラップは、エージェントの設定で示されて

いる通信リンクが失敗したかどうかを示しま

す。

linkdown

SNMPマネージャによる SNMP warmStart通知
の生成および受信を確認します。 warmStartト
ラップは、SNMPエージェントが再初期化し、
設定が変更されたことを示します。

warmstart

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン SNMPトラップまたは通知は、不正なユーザ認証、再起動、接続の切断、隣接ルータとの接続の

切断などの重要なイベントに関する情報を NMSに提供します。

SNMPトラップをテストする前に、デバイスの SNMPマネージャを設定し、SNMPトラップをイ
ネーブルにします。

___________________
例 次に、認証失敗トラップの確認をシミュレートする例を示します。

Router#
test snmp trap snmp authentication
Generating Authentication failure trap
Sep 12 08:37:49.935: SNMP: Queuing packet to 10.4.9.2
Sep 12 08:37:49.935: SNMP: V1 Trap, ent snmpTraps, addr 192.168.0.1, gentrap 4
lsystem.5.0 = 10.10.10.10
ciscoMgmt.412.1.1.1.0 = 1
ciscoMgmt.412.1.1.2.0 = 10.10.10.10
Sep 12 08:38:55.995: SNMP: Packet sent via UDP to 10.4.9.2
Sep 12 08:38:56.263: SNMP: Packet sent via UDP to 10.4.9.2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで送受信された各SNMPパケットに関す
る情報を表示します。

debug snmp packet

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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test snmp trap stack
CISCO-STACK-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップおよびイン
フォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap stackコマンドを使用します。

test snmp trap stack {chassis-off| chassis-on| module-down| module-up}

___________________
構文の説明 SNMP chassisAlarmOff通知をテストします。chassis-off

SNMP chassisAlarmOn通知をテストします。chassis-on

SNMP moduleDown通知をテストします。module-down

SNMP moduleUp通知をテストします。module-up

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP chassisAlarmOffトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap stack chassis-off
chassisAlarmOff notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP chassisAlarmOffトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap stack chassis-off
chassisAlarmOff notification was sent.
Router#
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test snmp trap storm-control
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の CISCO-PORT-STORM-CONTROL-MIBトラップを
テストするには、特権 EXECモードで test snmp trap storm-controlコマンドを使用します。

test snmp trap strom-control event-rev1

___________________
構文の説明 cpscEventRev1トラップをテストします。event-rev1

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXJ

___________________
使用上のガイドライン SNMPトラップまたは通知は、ストーム制御イベントに関する情報を提供します。

___________________
例 次に、SNMP CISCO-PORT-STORM-CONTROL-MIBトラップをテストする例を示します。

Router#
test snmp trap storm-control event-rev1
cpscEventRev1 notification was sent.
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPストーム制御トラップ通知をイネーブル
にします。

snmp-server enable traps storm-control

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
419

startup（ブール値テスト）～ write mib-data
test snmp trap storm-control



test snmp trap stpx
CISCO-STP-EXTENSIONS-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップお
よびインフォームをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap stpxコマンドを使用し
ます。

test snmp trap stpx {inconsistency| loop-inconsistency| root-inconsistency}

___________________
構文の説明 SNMP stpxInconsistencyUpdate通知をテストしま

す。

inconsistency

SNMP stpxLoopInconsistencyUpdate通知をテス
トします。

loop-inconsistency

SNMP stpxRootInconsistencyUpdate通知をテスト
します。

root-inconsistency

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP stpxInconsistencyUpdateトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap stpx inconsistency
stpxInconsistencyUpdate notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP stpxInconsistencyUpdateトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap stpx inconsistency
stpxInconsistencyUpdate notification was sent.
Router#
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test snmp trap syslog
シミュレーションシナリオの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）マネージャによるシス
テムロギングメッセージ SNMP通知の受信を確認するには、特権 EXECモードで test snmp trap
syslogコマンドを使用します。

test snmp trap syslog

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン システムロギングメッセージは、操作の間にルーティングデバイスで生成されたステータス通

知メッセージです。これらのメッセージは、通常は宛先（端末画面、リモート syslogホストな
ど）に記録されます。

___________________
例 次に、NMSによる syslogトラップとその受信を複製する例を示します。

Router# test snmp trap syslog
Generating SYSLOG-MIB Trap
00:07:25: SNMP: Queuing packet to 10.4.9.2
00:07:25: SNMP: V1 Trap, ent ciscoSyslogMIB.2, addr 192.16.12.8, gentrap 6, spectra
clogHistoryEntry.2.1 = TEST
clogHistoryEntry.3.1 = 5
clogHistoryEntry.4.1 = 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1
clogHistoryEntry.5.1 = Syslog test trap
clogHistoryEntry.6.1 = 44596
00:07:25: SNMP: Queuing packet to 10.4.9.2
00:07:25: SNMP: V2 Trap, reqid 4, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 44596
snmpTrapOID.0 = ciscoSyslogMIB.2.0.1
clogHistoryEntry.2.1 = TEST
clogHistoryEntry.3.1 = 5
clogHistoryEntry.4.1 = 1.3.6.1.4.1.9.9.10.1
clogHistoryEntry.5.1 = Syslog test trap
clogHistoryEntry.6.1 = 44596
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで送受信された各SNMPパケットに関す
る情報を表示します。

debug snmp packet

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host
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test snmp trap trustsec
CISCO-TRUSTSEC-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとインフォー
ム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap trustsec コマンドを使用します。

test snmp trap trustsec {authz-file-error| cache-file-error| keystore-file-error| keystore-sync-fail|
random-number-fail| src-entropy-fail}

___________________
構文の説明 SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotif通知をテストし

ます。

authz-file-error

SNMP ctsCacheFileAccessErrNotif通知をテスト
します。

cache-file-error

SNMP ctsSwKeystoreFileErrNotif通知をテストし
ます。

keystore-file-error

SNMP ctsSwKeystoreSyncFailNotif通知をテスト
します。

keystore-sync-fail

SNMP ctsSapRandomNumberFailNotif通知をテス
トします。

random-number-fail

SNMP ctsSrcEntropyFailNotif通知をテストしま
す。

src-entropy-fail

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）。

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotifトラップテストの出力例を示し

ます。

Device# test snmp trap trustsec authz-file-error
ctsAuthzCacheFileErrNotif notification is disabled.
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次に、設定されている場合の SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotifトラップテストの出力例を示しま
す。

Device# test snmp trap trustsec authz-file-error
ctsAuthzCacheFileErrNotif notification was sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec通知のトラップおよびインフォー
ムをイネーブルにします。

snmp-server enable traps trustsec
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test snmp trap trustsec-interface
CISCO-TRUSTSEC-INTERFACE-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップ
とインフォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap trustsec-interface コマ
ンドを使用します。

test snmp trap trustsec-interface {authc-fail| authz-fail| sap-fail| supplicant-fail| unauthorized}

___________________
構文の説明 SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotif通知をテスト

します。

authc-fail

SNMP ctsiAuthorizationFailNotif通知をテストし
ます。

authz-fail

SNMP ctsiIfSapNegotiationFailNotif通知をテスト
します。

sap-fail

SNMP ctsiIfAddSupplicantFailNotif通知をテスト
します。

supplicant-fail

SNMP ctsiIfUnauthorizedNotif通知をテストしま
す。

unauthorized

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotifトラップテストの出力例を示し

ます。

Device# test snmp trap trustsec-interface authc-fail
ctsiIfAuthenticationFailNotif notification is disabled.
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次に、設定されている場合の SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotifトラップテストの出力例を示しま
す。

Device# test snmp trap trustsec-interface authc-fail
ctsiIfAuthenticationFailNotif notification was sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-interface通知のトラップおよびイ
ンフォームをイネーブルにします。

snmp-server enable traps trustsec-interface
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test snmp trap trustsec-policy
CISCO-TRUSTSEC-POLICY-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイ
ンフォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap trustsec-policy コマンドを使
用します。

test snmp trap trustsec-policy {authz-sgacl-fail| peer-policy-updated}

___________________
構文の説明 SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotif通知をテス

トします。

authz-sgacl-fail

SNMP ctspPeerPolicyUpdatedNotif通知をテスト
します。

peer-policy-updated

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotifトラップテストの出力例を

示します。

Device# test snmp trap trustsec-policy authz-sgacl-fail
ctspAuthorizationSgaclFailNotif notification is disabled.

次に、設定されている場合の SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotifトラップテストの出力例を示
します。

Device# test snmp trap trustsec-policy authz-sgacl-fail
ctspAuthorizationSgaclFailNotif notification was sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-policy通知のトラップおよびイン
フォームをイネーブルにします。

snmp-server enable traps trustsec-policy
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test snmp trap trustsec-server
CISCO-TRUSTSEC-SERVER-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイ
ンフォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap trustsec-server コマンドを使
用します。

test snmp trap trustsec-server {provision-secret| radius-server}

___________________
構文の説明 SNMP ctsvNoProvisionSecretNotif通知をテスト

します。

provision-secret

SNMP ctsvNoRadiusServerNotif通知をテストし
ます。

radius-server

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ctsvNoProvisionSecretNotifトラップテストの出力例を示し

ます。

Device# test snmp trap trustsec-server provision-secret
ctsvNoProvisionSecretNotif notification is disabled.

次に、設定されている場合の SNMP ctsvNoProvisionSecretNotifトラップテストの出力例を示しま
す。

Device# test snmp trap trustsec-sxp-server provision-secret
ctsvNoProvisionSecretNotif notification was sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-server通知のトラップおよびイン
フォームをイネーブルにします。

snmp-server enable traps trustsec-server
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test snmp trap trustsec-sxp
CISCO-TRUSTSEC-SXP-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイン
フォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap trustsec-sxp コマンドを使用し
ます。

test snmp trap trustsec-sxp {binding-conflict| binding-err| binding-expn-fail| conn-config-err| conn-down|
conn-srcaddr-err| conn-up| msg-parse-err| oper-nodeid-change}

___________________
構文の説明 SNMP ctsxSxpBindingConflictNotif通知をテスト

します。

binding-conflict

SNMP ctsxSxpBindingErrNotif通知をテストしま
す。

binding-err

SNMP ctsxSxpBindingExpnFailNotif通知をテス
トします。

binding-expn-fail

SNMP ctsxSxpConnConfigErrNotif通知をテスト
します。

conn-config-err

SNMP ctsxSxpConnDownNotif通知をテストしま
す。

conn-down

SNMP ctsxSxpConnSourceAddrErrNotif通知をテ
ストします。

conn-srcaddr-err

SNMP ctsxSxpConnUpNotif通知をテストしま
す。

conn-up

SNMP ctsxSxpMsgParseErrNotif通知をテストし
ます。

msg-parse-err

SNMP ctsxSxpOperNodeIdChangeNotif通知をテ
ストします。

oper-nodeid-change

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP ctsxSxpBindingConflictNotifトラップテストの出力例を示し

ます。

Device# test snmp trap trustsec-sxp binding-conflict
ctsxSxpBindingConflictNotif notification is disabled.

次に、設定されている場合の SNMP ctsxSxpBindingConflictNotifトラップテストの出力例を示しま
す。

Device# test snmp trap trustsec-sxp binding-conflict
ctsxSxpBindingConflictNotif notification was sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-sxp通知のトラップおよびイン
フォームをイネーブルにします。

snmp-server enable traps trustsec-sxp
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test snmp trap udld
CISCO-UDLDP-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとインフォーム）
をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap udldコマンドを使用します。

test snmp trap udld {link-fail-rpt| status-change}

___________________
構文の説明 SNMP cudldpFastHelloLinkFailRptNotification通

知をテストします。

link-fail-rpt

SNMP cudldFastHelloStatusChangeNotification通
知をテストします。

status-change

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI4

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP cudldpFastHelloLinkFailRptNotification通知の出力例を示し

ます。

Router# test
snmp trap udld link-fail-rpt
cudldpFastHelloLinkFailRptNotification notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP cudldpFastHelloLinkFailRptNotification通知の出力例を示しま
す。

Router# test
snmp trap udld link-fail-rpt
cudldpFastHelloLinkFailRptNotification notification was sent.
Router#
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test snmp trap vswitch dual-active
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップ）を
デュアルアクティブ状態で生成できるかどうかをテストするには、特権EXECモードで test snmp
trap vswitch dual-activeコマンドを使用します。

test snmp trap vswitch dual-active

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP通知は送信されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable traps vswitch dual-activeコマンドは、デュアルアクティブ状態変更通知をイ

ネーブルにします。 VSSが状態をデュアルアクティブに変更すると、SNMPエージェントは
cvsDualActiveDetectionNotif通知を送信します。

test snmp trap vswitch dual-activeコマンドを実行する前に、snmp-server enable traps vswitch
dual-activeコマンドをイネーブルにします。

___________________
例 次に、SNMPcvsDualActiveDetectionNotif通知がイネーブルの場合の test snmp trapvswitchdual-active

コマンドの出力例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification was sent.

次に、SNMP cvsDualActiveDetectionNotif通知がディセーブルの場合の test snmp trap vswitch
dual-activeコマンドの出力例を示します。

Device(config)# no snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
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Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification is disabled.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP
cvsDualActiveDetectionNotif通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps vswitch dual-active

CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIBSNMP通知（ト
ラップとインフォーム）をテストします。

test snmp trap vswitch vsl
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test snmp trap vswitch vsl
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップとイ
ンフォーム）をテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap vswitch vslコマンドを使用し
ます。

test snmp trap vswitch vsl

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドにはデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(33)SXI

___________________
例 次に、イネーブルになっていない場合のSNMPcvsVSLConnectionChangeNotif通知の出力例を示し

ます。

Router# test
snmp trap vswitch vsl
cvsVSLConnectionChangeNotif notification is disabled.
Router#

次に、イネーブルになっている場合のSNMPcvsVSLConnectionChangeNotif通知の出力例を示しま
す。

Router# test
snmp trap vswitch vsl
cvsVSLConnectionChangeNotif notification was sent.
Router#
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test snmp trap vtp
CISCO-VTP-MIBトラップの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップおよびインフォー
ムをテストするには、特権 EXECモードで test snmp trap vtpコマンドを使用します。

test snmp trap vtp {digest-error| mode-change| port-status| pruning-change| rev-error| server-disable|
v1-detected| version-change| vlan-create| vlan-delete}

___________________
構文の説明 SNMP vtpConfigDigestError通知をテストしま

す。

digest-error

SNMP vtpLocalModeChange通知をテストしま
す。

mode-change

SNMP vlanTrunkPortDynamicStatusChange通知を
テストします。

port-status

SNMP vtpPruningStateOperChange通知をテスト
します。

pruning-change

SNMPvtpConfigRevNumberError通知をテストし
ます。

rev-error

SNMP vtpServerDisabled通知をテストします。server-disable

SNMP vtpVersionOneDeviceDetected通知をテス
トします。

v1-detected

SNMP vtpVersionInUseChanged通知をテストし
ます。

version-change

SNMP vtpVlanCreated通知をテストします。vlan-create

SNMP vtpVlanDeleted通知をテストします。vlan-delete

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Supervisor Engine 720および Supervisor Engine
32に導入されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、設定されていない場合の SNMP vtpConfigDigestErrorトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap vtp digest-error
vtpConfigDigestError notification is disabled.
Router#

次に、設定されている場合の SNMP vtpConfigDigestErrorトラップの出力例を示します。

Router# test
snmp trap vtp digest-error
vtpConfigDigestError notification was sent.
Router#
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test snmp trap vtp pruning-change
vtpPruningStateOperChangeトラップをテストするには、test snmp trap vtp pruning-changeEXECコ
マンドを使用します。

test snmp trap vtp pruning-change

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Catalyst 6500シリーズに追加され
ました。

12.2(33)SXI4

___________________
例 次の例は、SNMP VTPトラップを先にイネーブルせずに vtpPruningStateOperChangeをテストでき

ないことを示しています。

Router# test snmp trap vtp pruning-change
vtpPruningStateOperChange notification is disabled.

次に vtpPruningStateOperChangeをテストする例を示します。

Router# test snmp trap vtp pruning-change
vtpPruningStateOperChange notification is sent.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP VTPトラップをイネーブルにします。snmp-server enable traps vtp
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type（存在テスト）
実行する存在トリガーテストのタイプを指定するには、イベントトリガー存在コンフィギュレー

ションモードで testコマンドを使用します。指定されたトリガーテストタイプをディセーブル
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

type {present| absent| changed}

no type {present| absent| changed}

___________________
構文の説明

存在テストのトリガー条件が presentかどうか
を指定します。

present

存在テストのトリガー条件が absentかどうかを
指定します。

absent

存在テストのトリガー条件が changedかどうか
を指定します。

changed

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、presentおよび absentの両方のテストが実行されます。

___________________
コマンドモード イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 存在トリガーテストは次のパラメータに基づいて実行されます。

• Absent
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• Present

• Changed

テストタイプが指定されていない場合、presentおよび absentの両方のテストが実行されます。

___________________
例 次に、存在トリガーテストを presentとして指定する例を示します。

Router(config)#snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# type present
Router(config-event-trigger-existence)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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url（bulkstat）
バルク統計情報ファイルの転送先となるホストを指定するには、バルク統計情報転送コンフィギュ

レーションモードで urlコマンドを使用します。以前に設定した宛先ホストを削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

url {primary| secondary} url

no url {primary| secondary}

___________________
構文の説明

バルク統計情報転送の試行時に最初に使用する

URLを指定します。
primary

プライマリ URLに正常に転送されなかった場
合、バルク統計情報転送の試行時に使用する

URLを指定します。

secondary

バルク統計情報ファイル転送の宛先 URLアド
レス。FTP、RCP、またはTFTPを使用します。
次のURLのCisco IOSファイルシステム（IFS）
の構文は次のとおりです。

• ftp: [[[//username
[:password]@]location]/directory]/filename

• rcp:
[[[//username@]location]/directory]/filename

• tftp: [[//location]/directory]/filename

location引数は、通常は IPアドレスです。

url

___________________
コマンドデフォルト ホストは指定されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン バルク統計情報転送の再試行では、1回の再試行は、まずプライマリ URLに送信し、次にセカン

ダリ URLに送信する試行で構成されます。

___________________
例 次の例では、FTPサーバはバルク統計情報ファイルのプライマリ宛先として使用されます。その

アドレスへの転送に失敗した場合、192.168.10.5の TFTPサーバにファイルを送信しようとしま
す。 retryコマンドは指定されていないため、各宛先への試行は 1回のみ実行されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer ifMibTesting

Router(config-bulk-tr)# schema carMibTesting1

Router(config-bulk-tr)# schema carMibTesting2

Router(config-bulk-tr)# format bulkBinary

Router(config-bulk-tr)# transfer-interval 60

Router(config-bulk-tr)# buffer-size 10000

Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user2:pswd@192.168.10.5/functionality/

Router(config-bulk-tr)# url secondary tftp://user2@192.168.10.8/tftpboot/

Router(config-bulk-tr)# buffer-size 2500000

Router(config-bulk-tr)# enable

Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報ファイルの送信を試行する回数

を設定します。

retry（bulkstat）
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説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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value（ブール値テスト）
ブール値トリガーテストの値を設定するには、イベントトリガーブール値コンフィギュレーショ

ンモードで valueコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

value integer-value

no value

___________________
構文の説明

ブール値テストに設定する数値。デフォルトは

0です。
integer-value

___________________
コマンドデフォルト ブール値トリガーテスト値は 0に設定されます。

___________________
コマンドモード イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン valueコマンドは、ブール値トリガーテストに設定する値を指定します。

___________________
例 次に、ブール値トリガーテストに値を設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# value 10
Router(config-event-trigger-boolean)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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value type
オブジェクトサンプリング中に使用する式のタイプを指定するには、式コンフィギュレーション

モードで value typeコマンドを使用します。指定された値の種類をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

value type [counter32| unsigned32| timeticks| integer32| ipaddress| octetstring| objectid| counter64]

no value type

___________________
構文の説明

（任意）counter32値を指定します。 Counter32
は数を表す値を指定します。値の範囲は 0～
4294967295です。

counter32

（任意）符号なし整数値を指定します。

Unsigned32は負でない整数のみを含む値を指定
します。値の範囲は 0～ 4294967295です。

unsigned32

（任意）timeticksに基づいて値を指定します。
timeticksは 2イベント間の経過時間を指定する
100分の1秒単位の負でない整数値を表します。

MIBオブジェクトが抽象構文記法 1（ASN.1）
のサブセットを使用して定義されている場合、

オブジェクトタイプの説明は、この参照期間を

示します。

timeticks

（任意）integer32値を指定します。 Integer32
は、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
の 32ビットの符号付き整数値を表します。値
の範囲には、負と正の両方の数値が含まれま

す。

integer32

（任意）IPアドレスに基づいて値を指定しま
す。 IPアドレスは 4オクテットのストリング
です。 IPアドレス値の種類は、通常は IPv4ア
ドレスです。この値は、ネットワークバイト

順で 4バイトとして符号化されます。

ipaddress

（任意）octetstringに基づいて値を指定します。
octetstringはバイナリまたはテキスト情報のオ
クテットを指定します。オクテットストリン

グの長さの範囲は 0～ 65535オクテットです。

octetstring
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（任意）オブジェクトのオブジェクト IDに基
づいて値を指定します。MIB内の各オブジェ
クトタイプは、管理者が割り当てたオブジェク

ト ID値によって識別されます。オブジェクト
IDは、オブジェクト ID値が割り当てられた値
の種類を識別します。

objectid

（任意）counter64値を指定します。 counter64
は、counter32と同様に数を表す値を指定しま
す。ただし、counter64の値の範囲は 0～
18446744073709551615です。この値の種類は、
32ビットカウンタのロールオーバーが 1時間
以内に発生した場合に使用されます。

counter64

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの値の種類は counter32です。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーションモード（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン value typeコマンドは、式の評価の値を指定します。

___________________
例 次に、値の種類 counter32を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name ExpressionA
Router(config-expression)# value type counter32
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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wildcard（式）
式の評価に使用されるオブジェクトをイベント設定時にワイルドカード化するかどうかを指定す

るには、式コンフィギュレーションモードで wildcardコマンドを使用します。ワイルドカード
オブジェクト IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

wildcard

no wildcard

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン wildcardコマンドを使用すると、同じMIBオブジェクトの複数のインスタンスに 1つの式を適用

できます。この選択を指定し、部分的なオブジェクト IDを入力すると、アプリケーションはオ
ブジェクト値を取得し、オブジェクトのインスタンスを検出します。デフォルトでは、オブジェ

クトはインスタンスに基づいて識別され、ワイルドカード化されません。

___________________
例 次に、wildcardコマンドを使用してワイルドカードオブジェクト IDを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expression1
Router(config-expression)#object 2
Router(config-expression-object)# wildcard
Router(config-expression-object)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントに関連付けられるオブジェクトのオブ

ジェクト IDを指定します。
object id

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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write mib-data
MIBデータパーシステンスのためにMIBデータをシステムメモリ（NVRAM）に保存するには、
EXECモードで write mib-dataコマンドを使用します。

write mib-data

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSRelease 15.0(1)Mよりも前のリリースに
導入されました。

15.0(1)M

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCよりも前のリリー
スに統合されました。

12.2(33)SRC

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIよりも前のリリー
スに統合されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco ASR 1000シリーズの集約サービスルータ
に実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン MIBデータパーシステンス機能を使用すると、MIBの SNMPデータをリロード後も保持できま

す。つまり、特定のMIBオブジェクトの値は、ネットワーキングデバイスがリブートしても保持
されます。

リリースで「MIBパーシステンス」をサポートしているMIBを特定するには、グローバルコン
フィギュレーションモードで snmp mib persistコマンドを使用します。

MIBデータに変更が発生した場合は、必ず write mib-dataコマンドを使用してそれを NVRAMメ
モリに書き込まなければなりません。writemib-dataコマンドを使用しない場合、変更されたMIB
データはMIBパーシステンス機能がイネーブルになっていても、自動的に保存されません。write
mib-dataコマンドを実行すると、現在のMIBデータだけが保存されます。MIBオブジェクトの値
を変更した場合は、これらの値がリブート後も保持されるように、writemib-dataコマンドを再入
力する必要があります。
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___________________
例 次に、イベントMIBパーシステンスと回線MIBパーシステンスをイネーブルにし、これらのMIB

のオブジェクト値を設定するための変更を NVRAMに保存する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# snmp mib persist circuit
Router(config)# snmp mib persist event
Router(config)# end
Router# write mib-data

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MIBデータパーシステンスをイネーブルにし
ます。

snmp mib persist
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